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§　序糸　§







　──賭かけをしよう。

　これはとても大きな賭けだ。







　常とこ闇やみが支配する部屋の中で男がそう投げかけた。

　その声こわ色いろはあからさまに、

　嘱しよく望ぼう、熱望、切望、渇かつ望ぼう、宿望、翹ぎよう望ぼう、希望──

　ありとあらゆる期待に満ちていた。

　天てん井じよう近くの小窓から差し込む僅わずかな月明かりが、そんな彼かれの顔を照らし出だす。

　化け物の目。

　闇やみの中で揺ゆれるその右目は、柘ざく榴ろ石いしのように深き血色を湛たたえていた。

　瞳どう孔こうも虹こう彩さいも無く、ただ紅を流し込んだだけの異様な眼め。

　その紅あかき一ひと滴しずくの中に映るのは一人の少女の姿。







　──滑こつ稽けいではないか、決して逃のがれられない手て慰なぐさみなんて。







　晦かい冥めいの中から青白い手がスッと伸のび、少女の頬ほおに触ふれた。

　その冷たさに思わず体が竦すくみ上あがる。

　男は少女の反応に薄うすい笑えみを漏もらした。







　──さあ、共に興じよう。







　言葉が、心が、少女の体を撫なでる。体が震ふるえ、口元が硬こう直ちよくして返す言葉を発しない。代わりに小さく頷うなずいた。

　直後、

　男の手の中で銀色の刃はが鈍にぶく光る。

　メス。

　その切っ先が少女の喉のど元もとに突つき付つけられる。

　刃は先さきから漏れるように揺らめく靄もやは、闇色をした糸。

　それは次し第だいに数を増やし、広がり、

　周囲の闇に溶とけ込むと────天井から大きく少女を包つつみ込んだ。

　閉ざされた視界と薄れゆく意識の中で聞こえてくるのは男の声。










　────しかし、この賭けの結果を知ることはないだろう。なぜならそれは……

















────────お前のいない世界のことなのだから。









§　第一糸・地上ノ異物　§







「ハーモニカが……鳴いている？」

　玖く珂が狛はく矢やは手を休めて立ち上がった。そして視線を海上へと向け、同時に耳を澄すます。

　強風に煽あおられ波間に浮うかぶ大きな影かげ。そこから響ひびいてくるのは脳のう髄ずいを直接震わせるようなキーンという高くて硬こう質しつな音。

　間ま違ちがいない。

　それは鋼鉄のハーモニカが発する警告の音色。選ばれた者にしか聞こえない寸言の音。

　それが確かなものになると、次にやってくることは決まっている。

「えーと、試験管が三つに、ランセットが四組み、ピペット二本、サンプルケースと──」

　狛矢は忘れ物が無いように数を確かく認にんしながら地べたに広げていた調査器具を手早くジュラルミンケースに詰つめて持つ。これで手荷物は全部だ。

「さて、どうしたものか……」

　荷物を提さげたまま何かを探すように辺りをキョロキョロと見回す。

　ここは東京十三号埋うめ立たて地ち。俗ぞくにお台場と呼ばれている場所である。背後には大観覧車、前方には国際展示場が空に向かってそそり立っている。狛はく矢やがいるのはそれらを繋つなぐように有明西運河に架かけられた橋、『夢の大橋』の袂たもとだ。そこで狛矢は研究科で出された課題調査の最中だった。

　ふと足あし下もとを見やる。器具や薬品を片付けた後に残るのは、綺き麗れいに都市整備されたブロックタイルに不ふ釣つり合あいな橋上を抉えぐる傷きず痕あと。まるで大きな獣けものが犀さい利りな爪つめで引ひっ掻かいたかのような痕あとはタイルを侵しん食しよくして黒ずみ、端はし々ばしに結けつ晶しようのようなものを燦きらめかせていた。それは一見して平へい穏おんに映る日常の中の闇。

　そいつに背を向け歩きだそうとしたその時だった。

　ヴゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ

　突とつ如じよ、青灰の空をけたたましい音が貫つらぬいた。

　サイレン。

　音源は街中に設置されている放ほう送そう塔とう。そこから一定の長さの警報音が吐はき出されると、聞き取り易やすいはっきりとした口調の女性アナウンスが続いた。

《こちらは退たい闇あん庁管制局です。現在、東とう京きよう湾わん岸地域に於おいて闇生物ヴアイラス発生に伴ともなう第一種避ひ難なん警報が発令されました。当とう該がい区域におられる方は速すみやかにこの場を離はなれて下さい。また困難な場合は付近の防護シェルターに至急避難して下さい。続いて闇生物ヴアイラス位置情報をお知らせします。中型で飛行能力を持つ闇生物ヴアイラスは現在、江こう東とう区く晴海通りを南下し──》

「早いな。もう位置特定できたのか」

　狛矢は感心したように呟つぶやく。

　ならば後は元繰術士スレツドスピナーがうまくやってくれる。自分は自分のやるべき事を成せばいい。

　右手に提げた荷物をしっかりと持ち直し橋を渡わたり始める。

　周囲に人の姿はほとんどない。平日の昼間ということもあるが、元々ここはそれほど人通りの多い場所でもない。遥はるか前方に放送を聞いて慌あわてて避難してゆく数人が見えるだけだ。

（テレポート駅から戻もどるか。乗車規制されてなきゃいいけど……）

　そんなことを考えながら歩く狛矢の耳に、尚なおも避難警報の声が入ってくる。

《繰くり返かえします。中型で飛行能力を持つ闇生物ヴアイラスは現在、江東区晴海通りを南下し、首都高湾わん岸がん線せんに進入、国際展示場から夢の大橋付近に至ると思われます。近くにおられる方は──》

　狛矢は橋の中腹で足を止めた。

「おいおい……やばいんじゃない？　俺おれ」

　口に出した所で頭上の空気が震えることを予感する。

「！」

　見上げれば天を穿うがつ穴のようにも見える黒い塊かたまりが落下してくるのが視界に入る。状じよう況きようを把は握あくした途と端たん、空くう震しんが現実のものとなる。

　荒あら波なみの如き突とつ風ぷうが周囲に巻き起こり、鉄製の外灯が軋きしむ音を立てる。鼓こ膜まくが強く揺さぶられるのを感じ、狛はく矢やは咄とつ嗟さに飛とび退のいた。

　大質量の塊が自由落下のままその衝しよう撃げきを橋はし桁げたにぶつける。橋全体が欄らん干かんを弛たるませて大きく揺れる。だが狛矢が退いた後には亀き裂れつを八方に走らせ陥かん没ぼつする剥むき出しのコンクリートがあるだけだった。

「!?」

　焦しよう燥そうは一いつ瞬しゆんだった。すぐに背後に気配を感じて体勢を低くして跳ちよう躍やく。脳天の上を横から掻き切るような何かが掠かすめてゆくのを感じる。転がって受け身を取る。そのまま立ち上がり体勢を整えると、足下にまるで鎌かまで刈かられた雑草のように綺麗な切り口を持つ外灯の柱が転がっていた。

「体のわりには随ずい分ぶんと機き敏びんだな」

　小さく息を吐いた狛矢は対たい峙じした黒い塊を見上げてそう言った。体長約五メートル。その体皮はあらゆる光を吸収して飲み込んでしまうほどに黒く、靄のように取り留めなく蠢うごめき続けている。しかしそれでいてその体たい躯くは自然界に存在するある生き物に非常に酷こく似じしていた。胴どう体たいと思おぼしき塊から生える鉤かぎ爪づめを持った四本の細足。虚こ空くうを見つめる紅き複眼。周囲を探さぐるように忙せわしなく動く頭上の触しよつ覚かく。それは、

　──蟲。

　鎌かま状じようの二本腕うでを持つ眼前のこれは差さし詰ずめ、蟷かま螂きりといった所か。

「相変わらず、いつ見ても……って感じか」

　この漆しつ黒こくの生き物は何度目にしても見慣れることはない。掴つかみ所どころのない不確かな気持ちが体内に充じゆう満まんする。狛矢は巨きよ躯くを見上げながら苦笑いを浮かべた。

　だが、その笑みも瞳ひとみに映るあるものによってすぐに失われる。

　それは一いつ対ついの大鎌の間にあった。闇の牙きばに喉元を噛かみ付かれたまま、力無く垂れ下がる少女の体。乱れた長い黒くろ髪かみの合間に覗のぞくのは生気を失った青白い顔。

　完全に手て遅おくれだった。

「お前……」

　狛矢は蟷螂を睨にらみ、顔を顰しかめた。そうした所で感情を持たない奴やつに何かが通ずるわけでもない。だが、そうせずにはいられなかった。

「とりあえずその子を離してもらおうか。話はそれからだ……とでも言うと思ったか？」

　狛はく矢やはケースをその場に投げ捨てる。それで本能的に戦意を察知したのか、大鎌が狛矢に振ふり下おろされる。脇わきを掠めたそれは欄干を根ね刮こそぎ掻き切りバラバラと手て摺すりの破は片へんが辺りに散らばる。

　狛矢は意図せず鋭えい利りに仕上げられた手摺りの一本を拾い上げると、すかさず蟷螂に向かって投とう擲てきした。真まっ直すぐに飛んだ鉄製のパイプは頭部を確実に捉とらえていた。しかし──

　槍やりのように尖とがった先せん端たんは奴の鼻先三寸で制止、そのまま粉々に砕くだけ散ちったのだった。

「邪殻カプシドか」

　舌打ちする。

　その不可視の障しよう壁へきが波は紋もんを打つと周囲の空気が震しん動どうするのが肌はだで分かる。

　狛矢はそのまま距きよ離りを取り、そして──

「やっぱこいつじゃないと駄だ目めか」

　制服の内ポケットに手をやり、中から一枚の円えん盤ばんを取り出し見み詰つめる。それは直径三センチ程ほどの金属製ディスク。僅かに厚みがあり、円心には穴が空いている。一見するとコインにも似た光こう沢たくある表面に自身の顔が映り込んでいた。

　線せん輪りん。

　それがその円盤の名。

「こっち方面は随分と久しぶりだけど……」

　躊躇ためらっている時でないことは分かっていた。

「しゃーない、やるか」

　意志を決めると心を穏おだやかにし、意識を澄んだものに変え自身の中に流れる一筋の糸を認にん識しきする。

　全すべては線輪のもとに──

「糸解アンタイド」

　その言葉に呼応するように円盤は狛矢の手を離れ、体前で回り始める。回転する線輪から解き放たれる光の糸。回かい転てん軸じくを中心として吐き出された糸は絡からみ合いながら、とある姿を形成してゆく。それは小こ太だ刀ちの如き形を成していた。

　狛矢はその柄つかと思しき部分を掴み上げ一ひと振ふりする。途端、巻き付いていた糸が霧む散さんして中から白銀の輝かがやきが現れる。ものの数秒で現れ出いでたものは刃先から柄頭までが全て一体成形でできたオールメタルの片かた刃ば剣けん。その流れるようなフォルムは普ふ通つうの刀とう剣けんとは一線を画した形状だった。そのことを示すもっとも大きな特とく徴ちようが刀身にある。それは刀身に空いた向こうを見通せる細長い穴。そこに一本の軸じくと、その軸に貫かれた先さき程ほどの線輪があるのだ。

　それがこの剣けんを元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きと証明する一つの符ふ号ごうだった。

　切っ先が持ち上がる。右手で掴んだ柄に左手を添そえるようにして両手で構える。

「そんなにレパートリー多くないんだから、あっさり逝いってくれよ」

　目を細め、目標を定める。据すえられた視線の先にあるのは少女の死体を銜くわえたまま威い嚇かくの羽音を唸うならせる蟷螂。本能に抗あらがうことを知らない愚ぐ鈍どんな姿。

　闇生物ヴアイラスは舗ほ装そう路ろを叩たたき割わり進行を開始する。

　狛はく矢やは瞳を閉じ意識を集中させて自分の中の元繰糸スレツドを確かめる。それは一いつ般ぱんの人間には知覚できない不可視の糸。それが手元の元繰紡術機によって幾いく本もの糸に増ぞう幅ふくされ周囲に手を伸ばして行くのを感じる。その一いち縷る一いち縷るが大気中に漂ただよう無数の魔ま法ほう元素の一粒つぶを絡め取とり情報を伝えてくる。狛矢は捕ほ縛ばくした魔法元素を自身のものへと変えてゆく。生成されるのは『魔法』を紡つむぐ為ための糸。

「一糸から三糸を乾かん留りゆう、四糸から八糸を炭化、九糸は劈へき開かい、十糸と十一糸を還かん元げん、十二糸から二十一糸を溶よう解かい──」

　全ての糸先にあるもの、それは魔法を作り出す為の材料。それらを一つにすること。即すなわちそれは、

〝魔ま術じゆつ絡らく糸し〟

　瞼まぶたを見開いた。既すでに蟷螂の体は眼前にあり、大鎌が狛矢の首を狙ねらって今まさに振り下ろされようとしている時だった。だが狛矢はその状況に動じることはない。

「──我は紡ぐ、絡らく糸しするは紅こう焔えんの力。顕けん現げんするは──」

　線輪が緩ゆるやかに回転を始め、すぐに赤色を発するほどに高速に至る。手に伝わる振しん動どう。大きな力が宿る感覚。元げん繰そうの糸がその刀身に巻き取られてゆくのが分かる。

　巻き取られた糸は綿密に絡み合う。それは複雑で強固。計算された結び付き。

　僅かな反動と共に刀身が炎ほのおに包まれる。

　不可視の存在がこの世に初めて魔法として現臨する。その名は──

「焼炎飛刀刃イグナイト・エツジ!!」

　燃ゆる剣けん先さきを横に薙なぐ。それは相手の下腹を目め掛がけた一いち撃げき。

　刀身から放たれた炎の刃は熱風を撒まき散らし、周囲の空気を焦こがしながら蟷螂に絶命の一撃を与あたえる──はずだった。

　飛行能力。

　炎が闇を食い破るその寸前、あの五月蝿うるさい羽をはためかせ垂直に飛び立ったのだ。

「お見通し」

　狛矢は一言呟くと手首を捻ひねり、片刃剣を切り上げた。その動作に合わせるように放たれた炎の刃は軌き道どうを変えて垂直に跳はね上がる。

　斬撃。

　蟷螂は飛び上がったままの姿で静止していた。足下から脳天に向けて非常に鋭利な刃は物もので切り分けたかのように闇が真っ二つに分断されている。断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうを上げようと空に向かって牙を開く。しかしその悪声は辺りに響くことはなかった。首を擡もたげ紅い瞳に青灰の色が映り込むや否いなや、闇の体躯は黒い煙けむりとなって爆散したのだ。黒こく煙えんはすぐに周囲の空気に溶けて薄まる。

　すかさず手元に意志を伝えると剣に糸が巻き付いて線輪の中へと消える。そのまま爆散した蟷螂の真下に入り、落ちてくる少女の体を受け止めた。重みとしなやかな躯体が腕の中に横たわる。生命としての鼓こ動どうを感じず冷たさだけが手に残る体を片かた膝ひざを突いてゆっくりと地面へ降ろした。

　すぐに視線がいったのは首もと。そこには闇生物ヴアイラスに喰くい付かれた痕がある。血は出ておらず、代わりに歯形に沿って黒い結けつ晶しよう状じようのものが付着している。それが闇生物ヴアイラスに襲おそわれ、闇やみ汚お染せんを受けた者の末路、『黒塩化』の前兆症しよう状じようだ。

　まだ反応は初段階であるようだったが、いずれ全身が黒塩化し粉散するのも時間の問題だろう。あと数分もすればこの子はただの塩化ナトリウムになって地に還かえる運命にある。

　汚お染せん速度には個人差があって一度たび闇生物ヴアイラスの牙やら触しよく手しゆやらに触さわれば即そく時じに黒塩化する者もいる。彼かの女じよの場合は外面よりも先に内臓が冒おかされ即そく死しした症しよう例れいだろう。現に脈は全く無い。

「それだけでも、まあ……弔とむらいにはなるか」

　闇生物ヴアイラスに襲われれば家族が仏の顔を拝むことなく埋まい葬そうされることも間々ある。多分、この子の家族もそういうことになるだろう。だからこそ、不ふ遜そんと言われるかもしれないが自分が代わりになれればいいと思った。

　誰だれにも看み取とられずに消えてゆくのは、とても悲しいから……。

　両りよう膝ひざを突き、姿勢を正す。手を合わせ、目を閉じる。然しかして暫しばしの静せい寂じやくが流れる。

　海風が体を撫でる。四月の風はまだ僅かに冷たい。遠くにウミネコの声を聞いた時、狛はく矢やは手を解き、目を開けた。

「身元だけでも調べておくか」

　改めて目の前に横たわる少女の体に目をやる。年ねん齢れいは自分と同じくらいだろうか？　やや大人びて見える。細く華きや奢しやな体付き、白磁の如き肌、長い黒髪は黒曜石のように硝がら子す質の艶つやを湛えていた。整った顔立ちは一言で美人と表現するにはおこがましいほどだったが、どんな言葉を並び立ててもその全てが陳ちん腐ぷになりかねなかった。脆ぜい弱じやくな体躯は決してスタイルを崩くずす要因とはなっていない。寧むしろ触れれば折れてしまいそうなくらい儚はかない印象を与え、中性的な美しさがあった。薄くて上品な唇くちびるに見み惚とれているとそれが骸むくろであることをつい忘れてしまう。

　意識が捕とらわれていることに気付いた狛はく矢やは当初の目的を再開する。まず明らかに分かるのは彼女が着ている制服である。黒に近い濃のう灰かいを基調とした上着で袖そでや襟えり元もと、合わせ目など縁ふちという縁に白いラインが大だい胆たんにあしらわれている。プリーツスカートも同色同様である。しかし制服としては妙みようにかっちりとし過ぎていてお堅かたい感じのするデザイン。どちらかというと式典用の軍服に近い形を成している。

　狛矢はこの制服を知っていた。こんな制服はあの学校をおいて他には無い。なんといっても狛矢自身もその高校に通う人間なのだから間違いようがない。

「退たい闇あん校こうの生徒か」

　左ひだり腕うでに記された学科章を確認する。剣と槍が交差し、その間に魔法元素を表す四つの点が配置され、そこに糸のようなものが絡み付いている。この図ず柄がらは元げん繰そう術じゆつ科かのものだ。

　狛矢は数瞬しゆんその学科章に視線を置いてしまう。

　元繰術。それは闇生物ヴアイラスに対してこの世で唯ゆい一いつ直接攻こう撃げきを可能とする力。あらゆる物理攻撃を受け付けない邪殻カプシドを貫けるのは元繰術の力だけ。その元繰術を操あやつる者、元繰術士スレツドスピナーを養成するのが退たい闇あん士し管理養成校（通つう称しよう・退闇校）の元繰術科だ。元繰術士といっても彼女はまだその卵にすぎない。実際未熟な者も多いし、大成する者も少ない。元繰術科らしい正義感からか、己おのれの能力の過信か、はたまた偶ぐう然ぜんか、理由は多々あるだろうが闇生物ヴアイラスに一人で立ち向かい逆に手痛いしっぺ返しを貰もらった口だろう。

　学科章の下に引かれた赤いラインから狛矢と同じ一年生だということは確かめられるが、それ以上のことは分からない。とりあえず学生証でも見つかれば家族にも連れん絡らくが付けられる。そう思い上着の内側に手を入れる。

「ちょっと失礼」

　相手が仏様でも躊ちゆう躇ちよするのは変わりない。内ポケットは左胸側。その辺りを手て探さぐりで弄いじるとポケットの縁が指先に引っかかる。

「あった、ここか」

（この中に何かあれば……）

　期待を抱いだきながら指先を進入させる。すると──

　突如、在らぬ場所に痛みが走った。刹せつ那な、景色は回転する。

「いでっ、いづづづづづづづづづ!?　なに？　なんだ!?」

　手首が思い切り締しめ付つけられ、腕が捻り上げられる。知らぬ間に狛矢の体は何らかの力によって地面にねじ伏ふせられていた。

「な、なんのつもりだ!?」

　頭の上から自分を押おさえ付けている人物の声がする。

「はあ!?」

　なんのつもりだ、と言われてもそれは狛はく矢やの方が聞きたかった。

　それより状況を確認をしたいと思うが、とにかくこの状態から脱だつしなければ始まらない。

「このっ」

　狛矢は背筋力を生かして捻られた腕に逆らわないように上体を起こす。すると僅わずかに拘こう束そくされた力が弛んだのを感じた。そこまでくれば後は簡単。人体というものを熟知していれば自おのずと分かる。すかさず隙すきを突ついて逆に相手の手首を掴み上あげる。

「え!?」

　驚おどろきの声が相手から漏もれる。それもそうだろう、完全に取り押さえたと思っていた男が捕縛から抜ぬけ出でたのだから。狛矢は構わず捻りを加え、関節の在り方に沿って相手の腕を引き上げた。起き上がった狛矢のもとに自身をねじ伏せていた犯人の姿が引き寄せられる。

「お前こそ、なんなんだ突とつ然ぜん」

　僅かばかり憤ふん慨がいの色が言葉に乗っていたが、目の前にある人物の顔を見てそれもすぐに消失した。

「……って、あれ？」

　そこにあるのは頬ほおを赤く染め眉み間けんに皺しわを寄せた少女の顔。嫌けん悪おと困こん惑わくの他に後一つ何かの感情が混ざり合った複雑な表情。でもこの顔は確か……あの青白い顔からしたら随分と血色が良くて疑いそうになったが……

「とっ、突然はお前の方だ、離せっ」

　長い黒髪が揺ゆれ、細い腕で掴んでいた手を弾はじかれる。そこでもう一つの感情の正体に気付く。それは『拒きよ絶ぜつ』だ。距離を大きく取られ、あからさまに忌き避ひの態度を示す彼女は間違いなく先程までここに横たわり、死体だったはずの少女。

「おい、お前……」

　狛矢は信じられないという面おも持もちで彼女に震ふるえる指先を向ける。

「指を差すな。穢けがれる」

「は？」

　意想外の言葉だったので一瞬何を言われたのか理解できなかった。

「どんな指なんだよ！　俺の指はよ！」

「バイ菌きんが付く、バリア」

「小学生かよ！」

「私に話しかけるな」

「はあっ!?」

「声を発するな」

「っと、どうしろってんだ！」

　そこまで言った所で少女は自らの耳を塞ふさぎ、目を瞑つぶった。

「……」

（なんだ？　今度は現実逃とう避ひか？）

　逃とう避ひ行動中の彼女を前に狛はく矢やは考えていた。確かに死亡を確かく認にんした少女がこうして息を吹ふき返す可能性を。しかし、あの状況でどんな条件や可能性を付け加えても生き返るという結論は出ない。ではもとから死んでいなかったのでは？　ということも考える。だがすぐにその可能性も否定される。既に黒塩化が進んでいたのをこの目で確認していたのだ。たとえあの時点で息があったとしても今いま頃ごろこうして目の前に立っていることなど有り得ない。そういえばその黒塩は……

　黙もくしている彼女の首もとに目を向ける。そこにはあの闇生物ヴアイラスの噛み痕あとと結けつ晶しよう化かした黒塩の一部が広がっているはずだ。だが今は──

　そこにはそんなものは一いつ切さい無かった。皆かい無むである。首筋は肌き理め細こまやかな白しら肌はだを湛たたえており、跡あとを残すものと言えば鋭えい利りな刃は物もので切きり裂さかれたような袖そで口ぐちと少々乱れた襟元くらいだ。

「何を見ている」

　うっすらと目を開けた彼女は狛矢の視線に気付いたのか怪け訝げんな表情でこちらを睨んでいる。

「何って……そ」

「変態」

「うぉい！　俺はまだ何も」

「まだ何も？　ではこれから何かする気なのか？　破は廉れん恥ちな奴だ」

「そーゆうことを言ってんじゃねえ！」

「実際、私の胸に触ふれようとしてたじゃないか」

「それについては誤解が生じているようだから細かく説明させてもらう」

「御ご免めん被こうむる」

「なんでだよ!!」

　こいつは一体何なのか？　生きていたことは喜ばしいことだが、性格に重大な障害を持っているようだ。もしくは日本語が通じない？　今も澄すました顔でこちらの様子を窺うかがっている。感心できる点といえば先程の素す早ばやい身のこなしくらいか。

　狛はく矢やは溜ため息いきを吐つきながら自身の首筋を指差して言った。

「傷だよ傷。ここにあっただろ？　ガブッとやられたのが、さっきまでさあ」

　声を張り上げてそう尋たずねた。このままの音量で会話を続けるのは疲つかれるので、できればもう少し距離を詰つめて欲ほしいと切に願う。

「そもそもどういった状況だったのか教えてくれれば助かるんだが」

　彼女を心配する気持ちと、研究科である狛矢の単純なる探求心が首を擡げる。

「いつ、どこで、どんな風な感じで噛まれたのか、その辺の条件も加味しないとこの事象原因は究明できないと思うんだよね。まさかあの蟷螂型以外にも接せつ触しよくがあったとか？　それならそれも詳くわしく聞かせて欲しい。それから今の調子はどうなの？　気分は悪くないか？　どこか違い和わ感かんを感じる所は？　今はなんともなくとも検査はしておいた方がいい」

「見たのか？」

「え？」

　彼女の表情がみるみるうちに自失したものへと変わってゆく。そして茫ぼう然ぜんと繰くり返かえされる言葉。

「見たのか？」

「見たのかって……なんのことだよ。お前があの蟷かま螂きり野や郎ろうにぶら下げられたまま現れて、あーこりゃ手遅れだなーと思ったんだけど、ただ運が良かったのか、蟷螂の機き嫌げんが良かったのか、お前を置いてとんずらしてくれたわけ。そんでまあ、たまたまそこに居合わせた心優やさしい俺おれが不ふ憫びんな少女の供く養ようくらいはしてやろうと一拝みしてやり、身元くらいは調べて家族に知らせてやろうと思ったんだよ。そしたら死体だったそいつが突とつ然ぜん跳はね起おきやがった。見たと言うならそれくらいだぜ？」

　そこまで伝えた所で狼狽うろたえ落ち着きが無くなってきているのがあからさまに見て取れる。自らの体を確認するように触り、最後に首筋に触れた所でハッとなる。どうやら記き憶おくの前後が混こん濁だくしてしまっているようだ。

（一体なんだっていうんだ。むしろ慌あわてるべき立場は俺なんだが……）

　対応に困り果てていると背中の方から聞くだけでかなり排はい気き量りようの多いと分かるエンジン音が近付いてきていた。ここは歩行者専用道だ。そんな場所に爆ばく音おんを轟とどろかせて無ぶ粋すいに進入してくるものは思い付く中でもアレしかいない。

　橋に敷しき詰められたタイルを軋きしませて超ちよう重じゆう量りようの装そう甲こう車輌が三台、陥かん没ぼつした橋上の手前で急停車する。

　対闇生物ヴアイラス用装そう甲こうが施ほどこされた黒鉄色の車体。現れたそれは三台が三台とも同じ形式の一六式対たい闇あん装そう甲こう車しやだった。

　分厚い鉄板に囲われたワゴン型の車しや輌りようには一台で八名の退闇士ステラライザーを搬はん送そうすることができる。車両から次々に飛び出だしてくる救護班や車輌班の退闇士ステラライザー達たち。

「すぐに被ひ害がい状じよう況きようをチェックしろ。二班は念ねんの為周囲を警けい邏ら、三班は住民の安否確認に回れ。付近の防護シェルターへの連絡も忘れるな」

　中でも先頭車輌から現れた三十代くらいの男が周囲に指示を飛ばしている。彼かれが指揮官であることは明白だが、彼を含ふくめて指示を受け散開した退闇士ステラライザー達の全てが純白の制服で統一されていた。フロックコートのような長い裾すそをなびかせる白い制服。それは退闇庁所属の正規元繰術士の証。闇生物ヴアイラスから人々を守り、穢れを駆逐するエリート集団。その曇くもりの無い高潔さから彼らは無色素アルビノと呼ばれていた。

　そんな白一色の中に異様に目立つ黒い点が一つ。狛はく矢やはその不調和な黒い制服を見つけるや否や不ま味ずいものを見たとばかりに目を逸そらした。しかし黒い方は狛矢の姿を認めると、指揮を執っていた男と二言三言交かわした後、迷わず機き敏びんな足取りでこちらに向かってくる。

　黒。それは退闇校の制服。少女が着ているものと同系統のデザインで、上着の裾が長めの男子制服。腕うでに記された学科章が違ちがうだけで狛矢が着用しているものと同じものだ。

「やはり貴様か」

　僅かに嫌悪が入り混じった声が投げかけられる。仕方なく逸らしていた視線を声の主に戻もどす。

　綺き麗れいに整えられた見るからに清潔そうな髪かみ、美男子の象しよう徴ちようとも言うべき切れ長の目、それとクールな印象に拍はく車しやをかける細身の眼鏡。そう、このいつでも虚きよ無むに笑った口元は忘れようもない。狛矢の見知った人物。

　神こう月づき　燎りよう、元繰術科二年の男だ。彼は元繰糸スレツドの潜せん在ざい能力判定で最高位であるシフト７という判定を受けた類たぐい稀まれなる才能の持ち主である。退闇庁の元繰術士スレツドスピナーの中でもシフト７の判定を持つ者は数名しかいない。勿もち論ろん校内に於おいてはただの一人。そんな貴重な存在である彼が正規部隊から注目されないはずもなく、学校に通いつつこうしてアルビノの中に混じって実地訓練じみたことをやっている。当の本人もその期待に応こたえることに喜びを感じているようだった。

「やはり？　はて、何のことでしょう？」

「……」

　惚とぼけた狛矢に対し、彼は眉間に指先を当てて怒いかりを押し殺ころしているようだった。数瞬、時が止まったかのように思えたが咳せき払ばらいと共に口を開く。

「邪殻カプシド反応を感知しハーモニカが共きよう振しん。湾わん岸がん全域で闇生物ヴアイラスの索さく敵てきを開始。豊とよ洲す駅付近で目標を捕ほ捉そく、移動を確認。それを受けアルビノに出動命令。東京十三号埋うめ立たて地ち『夢の大橋』付近にて目標が消失。到とう着ちやくしてみれば住民は避ひ難なん済みで周囲に人ひと影かげは無く、現場付近に元元繰術科の生徒が一人。やはりと思うのが普通じゃないか？」

「いや、異常だと思う」

「……」

　燎りようは再び眉間に指先を当てた。この癖くせを付けさせているのは自分であると狛はく矢や自身も理解している。

「……まあいい。とりあえず事情聴ちよう取しゆだけはさせてもらうぞ。それが仕事なんでな」

「面めん倒どうだな」

「うるさい」

　狛矢の言葉はあっさりと打ち捨てられた。燎は調書を取り出し、胸ポケットからボールペンを抜く。それを親指の上でクルッと一回転させてから書き出しに宛あてがった。と、そこで初めて燎の視線が狛矢の背後にいる人物を捉とらえた。

「そちらは？」

　尋ねられると彼女は狛矢の背中にピタリと張り付いて身を隠かくす。先程まで触れることさえ嫌いやで距きよ離りを取っていた彼女がいつの間にかそうしていることに違和感を覚える。そんな態度を見た燎は、早々に彼女からは何も得られないと悟さとったようで促うながすような目を狛矢に送ってくる。

「いや、俺もこいつのことは……」

　そこまで言いかけた所で狛矢は口を噤つぐんだ。正確には噤まされた。

　背中に感じる冷ややかな感かん触しよく。制服を通してでも分かる硬こう質しつな物体。先せん端たんにゆくほどに尖とがり、鋭えい利りになっているそれが上着の厚地を突き抜けて直接肌はだに触れる。

「いぃっ!?」

「い？」

　訝いぶかしげな表情で燎が見つめる。

　狛矢は背中に突き付けられたものが何だか分かっていた。その名めい称しようまでは定かではないが、これだけは確実に言える。

　刃物だと。

　今もその先端が威嚇するようにチクリと背筋を刺さす。これは脅きよう迫はくだ。何か余計なことをここで喋しやべったら迷わず刺すという警告以外の何ものでもない。何の意図があってこんなことをするのかは分からないが、ここは言う通りにするしか方法は無いだろう。

「ああ、ちょうど今、研究科の課題調査に来てた所でさ、元繰術科の観点からも意見が欲しくて付き合ってもらってたんだよね」

　それっぽく理由を重ねてみる。燎りようの視線が彼女の腕にある学科章を捉える。確かにという表情を示した後はさも興味無さそうにしている。彼女の元繰術士スレツドスピナーとしての程度を知り、そうしたのだ。

　いつもそうだった。彼は力のある者にしか興味を示さない。それ以外は皆みな空気みたいなものだと思っている。自分が知らない元繰術科の生徒ということは、そういうことなのだから。狛はく矢やは虚こ空くうを見つめる冷めたその目をいつになっても好きにはなれなかった。

「それは意味があることなのか？」

「あるさ。元繰糸スレツドってのは人と一いつ緒しよで個性みたいなものがあるんだ。彼女にも彼女にしかできない何かがある。それが新たな発見に繋つながり、時に世界を救うことさえ──」

　本人は分からないようにしたつもりだろうが、鼻先から嘲ちよう笑しようが漏れるのを見た。

「理想は高いに越こしたことはないな」

　彼は身を翻ひるがえし、背越しに手を振ふる。

「調書はいいのかよ」

「興味がなくなった」

（だったら最初からそうしてくれよ）

　とは口に出さず、指揮官のもとへと戻ってゆく彼の後ろ姿を見送った。

　橋上では陥没の周囲で状じよう況きようをチェックしている人員がいる。燎も新たな指示を受けて動き出していた。そんな彼らの側から視界を遮さえぎるように狛矢はゆっくりと身を反転させた。

　向き直ったそこには医い療りよう用ようのメスを両手で持ったまま、ぼんやりと狛矢を見つめる少女の姿。その表情はまるで異星人にでも出会ったかのよう。

　立ち尽つくしたままの彼女に狛矢は首を傾かしげるばかりだった。







§　第二糸・海上ノ堡ほう塁るい　§







「で……」

　狛はく矢やはソファーベッドに腰こし掛かけながら気け怠だるい声で横目を向ける。

　ここは退たい闇あん校こうの生徒が住む寮りようの一室。寮といっても見た目は普ふ通つうのマンションと変わらない。鉄筋コンクリート製の十五階建て。与あたえられている部屋はワンルーム。六畳じよう一間と三畳ほどのキッチン（共にフローリング）。一応、風ふ呂ろとトイレは付いている。

　現在、狛矢はそんな一室のメインとなる居住空間から玄げん関かんへと繋がるキッチンの方へ向けて冷ややかな視線を送っている最中だった。視線の辿たどり着つく先は玄関から入ってすぐのシンクの陰かげ。部屋の明かりの届かないそこには冷たいフローリングの床ゆかに直に正座し、シンク下から半身をずらしてこちらをじっと見み据すえている少女の姿があった。

「いつまでそうしてるつもりだ？」

「……」

　思い切って声を掛かけたが返事は無い。あの後、狛矢は直帰で寮に帰ってきていた。彼女が後を付けてきていたのは気付いていたが退闇校の人間でもあるし、たまたま方向が一緒なだけだと思っていた。しかしその予想は大きく外れた。まさかここまで付いてくるとは思っても見なかったのだ。しかも承しよう諾だくした覚えもないのに勝手に上がり込んでいる。それだけなら不ぶ躾しつけな奴やつだと思うだけなのだが、彼女はずっとあの場所でこちらの様子を窺っているだけで全く会話に応じようとしない。いい加減狛矢も限界が近付いてきていた。

「あのなあ、そこでそうしてても何も分かんないだろ？　いい加減こっちきて話せよ。何か言いたいことがあったからこそ付いてきたんだろ？　違うのか？」

「話しかけるな」

（少し長めに話してやっと返事が返ってきたと思ったら、それかよ！）

「お前……自分の言ってることが」

「喋るな」

（こぬぅぉ～）

　狛矢は怒りを収める為ため、一息吐く。そして、

「おかしくないか？　ここは借りてる住まいであっても一応俺の部屋なわけで、そこに勝手に上がり込んできた見知らぬ者に対して、『あなたは何者ですか？』『何の御ご用ようですか？』って尋ねるのが普通じゃないのか？　それに答えるのも必然、いや義務だろ！　俺が訴うつたえれば不法侵しん入にゆう成立だよ？　お巡まわりさん呼んじゃうよ？　お縄なわだよ？　現行犯逮たい捕ほだよ？　困るでしょそれじゃあさ。それとも俺が間ま違ちがってる？」

　と、言いたいことを全部ぶちまけた。

　暫しばしの沈ちん黙もく。

「……士央」

「え？」

　魂たましいの叫さけびが届いたのか？　不法侵入が効いたのか？　か細い声が聞こえてきたが上う手まく聞き取れない。

「四あ十い崎さき士し央お。私の名前」

　彼かの女じよは形の良い眉まゆ端はしを吊つり上げて今度は強い口調で名乗った。突然の微び進しん展てんに茫然としてしまったが、この機会を逃のがすわけにはいかない。狛はく矢やは今いま更さらながら自分の名前を名乗る。

「で、その四十崎さんの御用というのは？」

　尋ねると彼女は意を決したようにすっと立ち上がった。どうやらまともに話す気になったらしい。そのまま部屋の中へと足を踏ふみ入いれてくるので、それを望んでいた狛矢も一いつ瞬しゆん当とう惑わくした。

　座すわっている狛矢の顔前を腰こしまでの長い髪が掠かすめてゆく。部屋の空気が動くのと一緒に心地良く爽さわやかな香かおりが流れてゆく。改めて明かりの下に晒さらされた彼女の姿は、整った目鼻立ちと均整の取れた体付き。その体の半分を占しめる長い足に学校指定のオーバーニーソックス（黒）が映はえる。女子にしては高めの身長はモデルのようでもあり、この部屋に不ふ釣つり合あいな存在であることを初めて意識する。これであの仏ぶつ頂ちよう面づらと言葉の悪ささえなければ相当の美少女なのだが。
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　彼女は狛矢の前を通り過ぎると対角線上の隅すみへと向かう。そこはこの六畳間に於いて狛矢から一番距離を取った位置だ。テレビの横にクッションを置くと彼女はその上に腰を下ろした。

「お前を監かん視しする」

「なんか前置きとか色々抜けてないか？」

「無む闇やみに口を開けば命が無いと思え」

「あのー何を仰おつしやってるのか皆かい目もく見当が付かないのですが……」

　彼女が主張するのは夢の大橋で見たことを口外するなという事だった。もう少し詳しく説明するなら、闇生物ヴアイラスに襲おそわれて死んだはずなのに生き返ったという事実を秘密にしろと訴えてきているのである。そもそも狛矢は言いい触らすつもりなど更さら々さらなかったのだが、彼女は全く以て信用していないようで、きちんとそれが守られているかどうか監視すると言い出したのだ。

「で、さっきからお前が多少なりとも悪びれる様子もなく堂々と俺の感情を無視してやっていたのは、その監視って奴か？」

「そうだ」

（ならそう言えばいいのに。まあ言われたからと言って認めんが）

「そもそも、なんでそうまでして隠そうとするんだ？　大事にならなかったとはいえ、あんな事があったんだ、さっきも言ったけど俺は病院での検査を──」

　冷たい感触が喉のど元もとに触ふれ、言葉を止める。

「立場を弁わきまえた方がいい。どちらが弱い立場なのかを」

　彼女は電光石火の速さでスカートの裾からあのメスを取り出し、部屋の隅から一気に距離を詰めると狛はく矢やの喉元に刃は先さきを突き付けていた。太ふと股ももに巻き付けたホルスターに収められていたものだ。動けない状態で視線だけでその手元を見る。どうやらそのメスはかなり小型ではあるが元繰紡術機らしい。刀身に糸巻きの線輪がある。

「少しでも不ふ審しんな素そ振ぶりを見せればいつでもブスリといくからな。この『メルファ』で」

　鋭するどい目付きと声こわ色いろ。

「勘かん弁べんしてくれ」

（いやいやどう考えても立場は逆だろ？　俺だってその話を種にお前を脅迫できるんだぜ？）

　そう心の中でぼやく。

「だから誰だれにも言わないって言ってるだろ」

「信用できない」

「お前と俺しかいないこの部屋で誰に喋るっていうんだよ」

「壁かべに耳あり障子に目あり、と言うだろ」

「なんかその喩たとえは合ってるような、合ってないような……」

「突とつ然ぜん誰だれかに話したくなって電話するかもしれない」

「しねーよ。そりゃまあ、お互たがい面識の薄うすい人間だし、信用に足る素養みたいなものが不足してるってのは分かる。しかし、しかしだ」

　これから説得に向けて意い気き揚よう々ようと語り始めた時だった。メスの刃先が僅かに動いた。それは左にぶれ──狛矢の首筋を掠めてゆく。

「おいっ??」

　ソファーベットの上に転がるメス。そして狛矢の上に覆おおい被かぶさるような形で士し央おの体が倒たおれてくる。狛矢は思わずそれを受け止めた。脚あしの間から胸むな板いたの上に降ふってきた彼女の体はとても柔やわらかく、少しでも力を入れれば折れてしまいそうなくらい繊せん細さいに感じた。しかしそれを感じる時間は幾いく何ばくかだった。彼女は狛はく矢やの身を弾いて立ち上がったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「な、何が？」

　強がってそんなことを言う。その頬は僅かに上気していた。

「何がって……ふらついてたじゃないか」

「……」

「やっぱりどこか調子が悪いんじゃ？」

「うるさい、つまずいただけだ」

「つまずいた……ねえ」

　足あし下もとは何の取とっ掛かりもない板張りの床。転ぼうとしても中々難しい。明らかに体に何らかの不調があってのふらつきだ。だが狛矢が疑いの目を向けても彼女は目を合わせようとはしない。それどころか転がったメスを素早く拾い上げると再びクッションの上に腰を下ろし深しん沈ちんとした目で睨にらみを利かせてくる。

「それにお前には不審な点が多々ある」

「なんだよ」

　彼女は狛矢の前に手を掲かかげた。その手には見覚えのある形の金属製円えん盤ばん……

　線輪があった。

「あーっ！　いつの間に!?　返せこらっ！」

　多分、ソファーに倒れ掛かった時に懐ふところから拝借したのだろう。油断ならない奴だ。

　狛矢はその手から線輪を取り上げる。

「なぜお前は元繰術が使えるのに研究科なんだ？」

　線輪を再び懐にしまった時には彼女の目は狛矢の左ひだり腕うでにある分子構造モデルを模した学科章にあった。

「それはだな……とても長ーい話になるぞ？」

「長くても構わない」

「む……」

　そう言われ、尚なおかつ怪訝な表情で見続けられると話さない訳にもいかなくなる。

「んーなんというか……俺にはそっちの方が向いてるっぽいから。ほら、いくら元繰糸スレツドを持っていても向き不向きがあるじゃん？」

「それだけか？」

「だけだ」

「短いじゃないか」

「だな……」

　ぶっちゃけると他に理由があるのだが……あえて言う必要もないだろう。

　そんな狛はく矢やに士し央おはジト目を向け、更さらに疑いを深めた。

「それを含め、お前が非常に怪あやしい人物であることは明確だ。よって監視を続けることは必然」

「続けるって、まさか……」

　嫌な予感が過る。

　部屋の明かりは煌こう々こうと照り続けた。
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　今から十六年前、木き更さら津づ市しをとある脅きよう威いが襲った。

　悪性腫瘍ネオプラズムと呼ばれる異性空間の発現。それは瞬またたく間まに市を覆い尽くし全すべてを蹂じゆう躙りんした。以後、ネオプラズム内は人が二度と踏み入ることのできない地と化し、人間の代わりに闇やみの生き物がその場所の住人となった。

　闇生物ヴアイラス。

　多様な蟲の姿をした彼らに意志は無い。ただ本能の赴おもむくままに人を襲い、その数を増やした。闇生物ヴアイラスを守護する絶対防ぼう壁へき『邪殻カプシド』。その前では人の力など及およびはしない。だが人の中にこの『邪殻カプシド』を貫つらぬき、闇生物ヴアイラスをも掃そう討とうできる力『元繰糸スレツド』を持つ者の存在が明らかになる。政府はネオプラズムから日々生み出され人々を苦しめる闇生物ヴアイラスに対たい抗こうする為、この『元繰糸スレツド』を操あやつる者である『元繰術士スレツドスピナー』を中心とした対闇生物ヴアイラスの為の掃そう討とう拠きよ点てんの建設に乗り出す。

　それが人類の砦とりで、多層構造海上枢機都市ハーモニカである。
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　眩まぶしさに掌てのひらを額の上にかざした。指の合間から漏もれるのは一筋の暁ぎよう光こう。

　水平線に顔を出した太陽に呼応して海岸線に等とう間かん隔かくに設置されている高効率太陽光発電パネルが一いつ斉せいに向きを変える。それはまるで向日葵ひまわりの花が日差しを追う姿に良く似ている。

　狛矢は高台にある小さな公園から街を見下ろしていた。改めて今のように静かな気持ちでこの街を見み渡わたすと、その異質さが際きわだってくる。昨日のように本土へ出向いて帰ってきた時などは特に。

　同じ様な四角い建物がこれでもかと密集して建ち、それがまた狭せまい四角い板の上に載のせられている。そんな感じの街。外に住む者からすればここはさぞかし未来的で合理的な街に映ることだろう。しかしここで始まりから終わりまでの多くをこなし、循じゆん環かんさせ、ある程度の自立を行っていくことを考えればその様相は必然だ。

　たとえば空を見上げれば朝日の清すが々すがしさに反して鋼鉄の天てん井じようがお目見えする。その中にグラデーションがかった空を覗のぞき見みることができるのは、巨きよ大だいな強化硝がら子すがはめ込まれた採光レンズのを通しての青。後は天井の上に立つ集光器によって集められた光が偽にせ物ものの日差しを点々と灯ともしている。

　それはこの多層構造海上枢機都市ハーモニカ、第二層からの景色。

　東とう京きよう湾わん、舞まい浜はま沖おき六キロの地点に作られたハーモニカは、南北三九七〇メートル、東西四〇二〇メートルの人工建造物である。その構造は名の通り多層を成している。ほぼ正方形の地じ盤ばんは三層に渡わたり、大きな板を少しずつずらしながら重ね合わせたかのような螺ら旋せん形だ。全高一〇五六メートルを誇ほこる黒クロ銀ガネの要よう塞さい。そこから東京台場方面と羽田方面、そして舞まい浜はま方面とを結ぶ三つの連れん絡らく橋きようが渡されており、車道と共にモノレールが付設されている。

　一層目には退闇庁付属病院や各研究施し設せつ、演習場など政府がまとめる公的施設が集約されている。二層目はハーモニカで暮らす人の居住区と商業区があり、三層目には集光器や太陽光発電などのハーモニカを支えるエネルギー施設に農業プラントが緑を添そえている。そしてその三層を突つき抜ぬけるように建つ漆しつ黒こくの塔とうがこのハーモニカの中枢機関、退闇庁だ。

　人の造りしこの孤こ島とうに約三十万人の人間がひしめき合いながら生活している東京特区。それが二十四番目の区として扱あつかわれているハーモニカの姿だ。

　狛はく矢やは遥はるか先にある本物の日差しを見据えながら深呼吸を二回繰り返した。肺の中が洗せん浄じようされてゆくのを感じる。ここが東京とは思えない澄んだ空気。天井を支える無数の柱の間を潜くぐり抜け海風が上がってくる。潮の香りが混じる湿しめった風が頬ほおを撫なでた。

　寮の前にある公園。狛矢はいつもここを突っ切きって登校している。普ふ段だんならば気に留とめるような場所ではないが、今日はその朝日の眩しさに心を奪うばわれ足を止めていた。こんなに清々しい朝を迎むかえることは滅めつ多たに無い。その点についてだけは感謝の念を表したい。だがそれ以外に於いては最悪だ。

「その距離がお前のスタンダードか？」

　寝ね不ぶ足そくの顔を引ひき攣つらせながら背後に向かって投なげ掛ける。そこにはきっちり三歩後ろをついてきている士し央おがいた。

「目標の状況を一番把は握あくしやすいというだけだ」

「そうかい……」

　狛はく矢やは深く溜ため息いきを吐つく。昨晩狛矢の部屋に勝手に上がり込んできた士し央おはそのままそこに居い座すわっていた。無論監視の為である。同年代の異性を一晩泊とめるなど高校生である狛矢にとっては一大イベントではあるが、そんな意識はすぐにどこかへ吹ふき飛とんでしまっていた。部屋の隅に鎮ちん座ざし、狛矢がやること為すこと全てに注視の目を向けてくるのだ。ベッドの上に寝ねころんだり、本を読んだりして寛くつろごうにも視線が気になって落ち着かない。その内行動すること自体に緊きん張ちようを覚えるようになり何もできなくなる。これで何か会話でもあれば救われるのだが、話しかけても二言三言で終しゆう了りようと相成る。そのまま何も状況は変わらず、夜は更ふける。一いつ旦たんは寝ようと試みたが暗くら闇やみの中で背中に感じる眼光に一いつ睡すいも出来ず、だからといって一間しかない部屋では逃にげ場ばなど無く、息苦しさに耐たえきれなくなって朝食も取らず朝日に救いを求めるように家を飛び出したのだった。

　しかし残念ながら家を出た所でその状態がどうにかなるわけでもなかった。

「あのさあ、いつまでそれ続ける気？　まさか授業中もそうしてるつもりなのか？」

「私もそこまでは暇ひまではない」

「その言葉、聞けて良かった」

「だが自宅での監視は今後も続ける」

「な……」

　引き攣った顔をすぐさま元に戻す。もう何も期待しない。狛矢は心にそう決めた。

「……それにしても眠ねむい」

　このあくびも家を出てから既すでに何回目か分からなくなっている。

「そんなに眠いのか？」

「お前はなんともないのか？」

「私は久しぶりに良く眠れた」

（久しぶり？）

　それは普段は寝ていないとも取れる。

「ってか、寝てたのかよ！　目を開けたまま寝れる特技でもあんのか!?　一人で緊張してた俺おれはなんなんだよ！」

「やはり誰かと一緒にいるということは落ち着くな」

「え……？」

「なんだ？」

　一いつ瞬しゆん、それが彼女の口から出た言葉だとは信じ難がたかった。現に彼女も無意識にそう呟つぶやいてしまったようで、自分が何を言ったのか理解していない様子だった。

「いや……」

　言葉を濁にごしながら考える。それが彼女の本心から出た言葉だとしたら、どういう事なのだろうか……と。

　以後、会話という会話が無いままに重い足は目的地に向かっていた。士し央おは相変わらず三歩後ろを淡たん々たんとした足取りで付いてきている。

　こんなに朝早く登校するのは中等部だった頃ころの朝練以来だ。

　退闇士管理養成校。通つう称しよう・退闇校は第一層にある。そこまでの経路は階層を支える柱に付設された軌き道どうエレベーター。一つの柱につき数十基のエレベーターが付いており、無数に立つ柱の全てにこの施設がある為、特に上下階層の行き来に不便になることはない。だが退闇校直上のエレベーターともなると、数は十分にあるとはいえ、そこに通う生徒達たちで朝はごった返すこととなる。

　しかし今は誰かさんのせいでその時間にはまだ早い。人の姿も疎まばらだった。狛はく矢やは第十五号軌道エレベーター十五番基の下降ボタンを押おした。どのエレベーターも同じ型、同じ性能なのだが混雑していない時は決まってこのエレベーターを選ぶ。その訳はこの十五番基だけが内部にある支柱の陰に隠れる箇か所しよが少なく、全面硝子張りのそこから外の様子を窺うかがわせてくれる時間が長いからだった。

　ポーン

　と、そこで控ひかえめなチャイムがエレベーターの到とう着ちやくを知らせる。狛矢達は沈黙を保ったまま狭い昇しよう降こう機きへと乗り込んだ。

　下降を始めた直後、外の景色は一いつ旦たん遮しや断だんされる。第二層を支えている人工地盤内に突とつ入にゆうした為だ。そこには闇だけが在り、見えるのはガイド灯の淡あわい光のみ。

　暗くなった途と端たん、目の前の硝子に自身の姿が映る。それで自然と意識のゆく場所がある。

　狛矢は嫌なものから逃れるように掌で右みぎ眼めを塞ふさいだ。

「何をやってるんだ？」

　今まで口を噤んでいた士央がその行動に不審さを抱いだき、下から覗き込んでくる。

「し……視力検査だ」

「こんな所でか？　それにどうやって検査するんだ？」

「ほっとけ、俺には俺のやり方がある」

　言い返すと彼女はそれで興味を無くしたようで黙だまりこくる。

　エレベーターは闇の中を更に進んでいた。この鋼鉄の地盤には街を支えるという目的以外にある重要な機能が施ほどこされている。闇生物ヴアイラスが波は紋もんのように発する邪殻カプシド。それにより共きよう震しんする魔ま法ほう元素を感知し闇生物ヴアイラスの発生を伝える役割を果たしているのだ。地盤内に網あみの目のように走る吸気管。そこを吹き抜ける風が元繰糸スレツドを持つ者だけに聞こえる警告の音色を奏かなでる。その姿がこの場所がハーモニカと呼ばれる所以ゆえんの一つである。

　下降してゆく静かな音だけを聞きながら、狛はく矢やはそっと隣となりの士し央おに目を向けた。彼女は暗闇しかない硝子の外をじっと見据えているだけ。

　数分すると外光が昇降機内に戻もどり、眩しさに目を細める。ホワイトアウトしていた視界が次し第だいに確かなものになりだすと直下に退闇校の校舎が見えてくる。

　広いグランドと幾いくつもの専門学習棟とうを持った巨大な学園。元繰術科を始めとする複数の学科。対闇生物ヴアイラスの為の人材、退闇士ステラライザーを育成する教育機関。

　ポーン

　一層目に到着したエレベーター。それを降りながら彼女はぼそりと呟く。

「くれぐれも私のいない所で余計な事を喋るなよ」

「……」

　眼前は既に退闇校の敷しき地ち前だ。無愛想なまま別れてゆく彼女の後ろ姿を狛矢は無言で見送った。







　三時限目が終わった休み時間。ひそひそ声があちらこちらから漏れてくる。

「あの子、元繰術科の子？　何やってんのかしら？」

「さっきもいたよね。あ、分かった。この教室に誰か好きな人がいるとか」

「でもなんか奇き妙みようじゃない？　視線とかちょーすわってるし」

　そんな会話が漂ただよう中、狛矢は現実から逃とう避ひすべく机の上に突っ伏ぷしていた。昨日の完かん徹てつが祟たたって眠いというのもあるが、全ては彼女のせいである。

　伏ふせたまま周囲に悟さとられぬよう話題の場所へと横目を向ける。そこは教室後方の入り口。廊ろう下かから鋭い視線で様子を窺っている相変わらずな少女の姿がある。

（暇は無いんじゃなかったのかよ）

　そんな心の声を知ってか知らずか、頭上から聞き慣れた友人の声が降ってくる。

「おい、あの美人さん。また来てるぜ？」

「知らん」

「どう見てもお前にしか視線いってねえけどな、あれは」

「知らんもんは知らん」

　うざったくなって狛矢は顔を上げた。目の前にはニヤついた顔でこちらの様子を窺っている男がいる。

　獅し凍とう風ふう吾ご。ツンツン頭で快活なイメージを持つ彼かれは高等部に上がってから同じ研究科で尚かつ、同じクラスということもあって何かと連つるむことの多い友人だ。実は彼、これでも一つ年上である。成績が悪かったり、単位を落としたりして……留年してしまったのだ。それでもその調子の良い性格からそういった所が微み塵じんも滲にじみ出でていない。彼ならばどんな人間とでも仲良くやって行けると思うのだが、なぜか狛はく矢やの周囲でばかり騒さわいでいる不思議な奴だ。

「またまた～隠かくさなくてもいいじゃんよ。彼女一部では結構有名だぜ？」

「有名？」

「四あ十い崎さき士し央お」

「なんで知ってる」

「そりゃあれだけの容姿だから目立って当たり前。それに中等部から元繰術科に転入してきたってだけでミステリアスじゃん。一時期男子の間では話題になったもんよ。なんで知んないの？」

「そん時は俺、研究科に移った時期だったからな」

「いやいや、そんなのかんけーねーって。普通目が行くだろ」

「普通ねえ……」

　それが普通かどうだかは知らないが、中等部から元繰術科に転入してくるという例が珍めずらしいことは確かだ。そもそも元繰糸スレツドというものは全ての人間が持っている才能ではない。

　元々この世界には紅こう焔えん、蒼そう水すい、碧へき風ふう、錆せい土どで構成される四種の魔法元素というものが存在していたのだが人類は今までそれに気付かないで生きてきた。そこに突とつ然ぜん、闇生物ヴアイラスが現れた。奴やつ等らが操る力は四元素外の力である闇あん冥めい元素。それは人間には知覚できないものだった。しかし闇生物ヴアイラスを研究してゆく過程で人類は魔法四元素の存在に辿り着くことができたのだ。そしてこの魔法四元素に触ふれることの出来る才能、『元繰糸スレツド』が一部の人間にあることが分かり、それを発現に至るまで感覚増ぞう幅ふくさせる為の機器、元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きを作り出だした。

　元繰紡術機が無ければ取り分け魔法が暴発するようなことは無いが、力をコントロールし育成を図る為の教育機関が必要だ。初等教育前に行われる元繰糸スレツド判定に於いて『陽性』の判定を受けた者は小学校進級時に退闇校初等部への入学を勧すすめられる。それは決して強制ではないが狛矢もそうして今に至っている。初等部には元繰術科しか存在しないし他の学科を目指すならば中等部からとなる。よって中等部から入ってくる人間は元繰糸スレツドは無いが人を救う手助けをしたいという志が強い者がほとんどとなるのだ。

（そう考えるとこいつもその部類か）

「ん、何？」

　風ふう吾ごは視線を送ったことに対して訝いぶかしむ。

　とにかく元繰糸スレツドを有しているのであれば進んで初等部から退闇校に入学するのが普通だ。例外はいくつか考えられるが……。

「で、一時期って、今は話題になってないのか？」

「まあ……それは色々と問題があって……」

　風吾はもごもごと語ご尾びを濁らせる。

「問題？」

「顔はいいんだけどさ……性格が……さ？」

「確かに」

「ん？」

「え、いや……」

「とにかく何て言うか、自分以外の人間を拒きよ否ひしてる感じ？　話しかけても全く答えてくれないし、授業で指されても何も答えないらしいぜ？　全て完全無視」

「まじか？」

「ああ、マジだよ。友達らしい友達もいないらしいし、誰かと一いつ緒しよにいることも見たこと無い。誰も彼女の声を聞いたこと無いって話もある。そんなんだから最初は興味があった男子も諦あきらめて去って行ったって訳」

　昨日からの僅わずかな間だが、そういった部分は確かに感じられた。誰も自分のエリアに踏み入って欲ほしくない。そんな思いがピリピリと伝わってきていた。喩えるならば針はり鼠ねずみが思い切り棘とげを逆立てている感じ。ただそれだけなら本当におかしな奴で終わってしまう話だ。だが彼女はその内側で無理をして何かを抱かかえている。

　今朝彼女が呟いた無意識の言葉を思い出す。本当は人と接する事が嫌きらいな訳ではないということを。

　そしてもう一つ──

　彼女を放っておけない理由が狛はく矢やにはあった。

「ったく、素す直なおじゃねえ……」

「あん？　何？」

「んや、こっちのこと」

　取り繕つくろうと、目め端はしでさり気なく士し央おの姿を追った。と、そこにタイミング良く休み時間終了のチャイム。そこには戸の陰かげで翻ひるがえった黒くろ髪かみの尾おが見えただけだった。







　滞とどこおりなく四時間目が終わり、昼休みがやってきた。僅かばかり早めに終わった授業。教室内では誰よりも速く学食に向かって駆かけ出して行く者や、机を移動して弁当を食べる為のグループが作られ始めていた。いつもなら狛はく矢やは風ふう吾ごと連れだって学食へ行くのが通例だった。現に今も前の席にいる彼が振ふり向むきざま「今日、何食う？」といういつもの変わらない台詞せりふをこちらに向かって吐こうとしている所。しかしその言葉が発せられる前に狛矢は彼を制止した。

「すまん、今日は用事がある」

「ん、そうか？？」

　ぽかんとする彼を置いて狛矢は早々に教室を出た。そこで丁度、四時間目終了のチャイム。静かだった廊下が一転して生徒達で溢あふれ返りだす。行き交う人の波を縫ぬうように狛矢は元繰術科の教室に向かった。勿もち論ろん、士し央おのもとにである。しかしながら狛矢の足取りは僅かに重い。そこは狛矢にとっての古巣であり、少し苦手な場所でもあったからだ。

　元繰術科だけは三学年共に上階の一フロアにまとまっている。一年はその中の隣となり合った二クラス。そのどちらかに彼女はいるはずだ。階段を上り、他学年の前を通り過ぎ、赤いラインの引かれた札が掲げられた一年の教室に辿たどり着つく。そしてまずは手前の一‐二の教室を覗いた。談だん笑しようが聞こえてくる教室の中には見知った顔がちらほらとあった。ここにきて自分はとんだお節せつ介かい野や郎ろうだと思い始める。

　クラスの半数以上が学食に向かい、残った者達はスペースが空いたあちこちで仲の良い者同士が集まって昼食を広げ始めている。そんな打ち解けた教室の中で一人異質な空気を作っている少女の姿を見つける。窓まど際ぎわの一番後ろの席で周囲からあからさまに距きよ離りを取られ孤こ立りつしている彼女は間違いなく士央だった。だからといって避さけられたり虐いじめられているというわけでもない。この空気はただ単に、『諦め』のそれだった。最初は彼女と仲良くなろうと接せつ触しよくを試みた者もいるだろう。だがそれを彼女自身が拒否してしまっている。そこまでされて、自分が傷付いてまで近付こうという奇き特とくな人間はそうはいない。

　士央は教科書を机の中にしまうと音も無く立ち上がり、ふらふらと前の戸から教室の外へと出て行く。そのことに気付くクラスメイトの姿も無い。

　教室を出た彼かの女じよは廊下からすぐ傍そばにある階段へと足早に向かう。多分それは自分を監かん視しする為ために下階に向かったのだろう。狛矢は足早に彼女の後を追った。

「おい」

　階段の上から手て摺すりに手を置いて踊おどり場を回る士央に声をかける。最初は声をかけられたのが自分だと気付かなかったようだが、それが狛矢だと分かると一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔を見せ、すぐに不ふ機き嫌げんさを露あらわにする。

「何」

「何って、俺の所に行くつもりだったんだろ？」

　言えば少し取り乱したようにして視線を泳がせる。

「うっ、自うぬ惚ぼれるな。たまたま下に用があっただけだ」

（休み時間毎ごとに必ず様子を窺いにきていたのに……か？）

「ま、いいや」

　狛はく矢やは三段飛ばしで階段を下り、踊り場へと着地する。対して彼女は距離を取るように僅かに身を退いた。

「昼飯食いに行こうぜ」

「え？」

　士し央おは目の前の人間が突然異国の言葉を喋しやべり、思わず聞きき逃してしまったかのような反応と表情をした。

「昨日から何も食ってないだろ？　まあ俺もだけど……。一緒に学食行こうぜ？　それとも購こう買ばいの方がいいか？」

「な、なな……」

「ん？」

　口をパクパクさせ、あからさまに狼狽うろたえが見て取れる。いつもの憮ぶ然ぜんとした態度からすれば珍しい。

「ななっ、なんのつもりだ!?」

「だから、一緒に飯を」

「どうして？　わ、わたしはお前を監視する、お前は私に監視される、ただそれだけの関係だ。それ以外で接触を持つ必要は無い。何の意図があってそんなことを言うっ」

「意図なんてねーよ。ただそうしたいから言ってんだ」

「それは困る」

「はあ!?　今いま更さら何を困るっていうんだ？」

「と、とにかく、お前と私の間にはそうする理由が無い」

「理由だと？」

　面めん倒どう臭くさい奴やつだと思いつつも良い案が浮うかぶ。

「だったらこれならどうだ？　互たがいを知り、信しん頼らい関係を築く為ってのは。お前だってずっと俺のことを監視し続けるのも大変だろ？　こいつは絶対に口外しない奴だっていう信用をお前に作らせる。そうなれば監視なんてものに余計な神経も使わなくて済むし、俺も四六時中つきまとわれることもなくなるしな」

「そっ、それは……そうだが……」

「じゃ決まりだ」

　詰つめ寄よると士し央おの繊せん弱じやくな腕うでをさっと掴つかむ。

「ひゃぃ!?」

「急ぐぞ、席が無くなっちまう」

　小さな悲鳴を後ろに聞きながら狛はく矢やは階段を駆け下おりた。







　学科別専門学習棟と一いつ般ぱん教養を学ぶ本校舎との間にある緑色屋根のコミュニティーホール。その一階に高等部の学生食堂はあった。清潔な感じに保たれた白い床ゆかと壁かべの食堂内。一度に二百人は座すわれる能力を有していたが、今はどこもかしこも生徒達で満員御おん礼れいの状態だった。それでも狛矢達が券売機で食券を買い、いつもの見慣れたおばちゃんから料理を受け取った頃には既に食べ終わって引けて行く生徒の姿もあり、なんとかそこへ二人で横に並んで座ることができていた。

「ああ、やっと飯にありつける」

　昨日の夜から何も食べていないので、さすがに色々なことに対して集中力が切れてきた所だった。

（最初からこうしてれば良かったんじゃん）

　と少々後こう悔かいしながらスプーンを手に取る。狛矢の目の前には熱々の湯気を昇のぼらせる大盛りのカツカレーがあった。退闇校学食でＮＯ．１人気の完熟トマトをたっぷりと使用したカレーである。胃が要求するままに皿に飛び付こうとした時、隣に座る士央のことが横目に入った。

　彼女が選んだのは刻み海の苔りがふんわりとかかったタラコパスタ。それが手付かずのままテーブルの上に置かれている。

「どうした？　食わないのか？」

　掬すくったスプーンを止め、士央の顔を覗き込む。彼女は太ふと股ももに手を置いたまま、湯気で泳ぐ海苔をジッと見ていた。しばらく逡しゆん巡じゆんした後、フォークに手が伸のびる。

　太めの麺めんが一本、彼女の口の中に吸い込まれる。途端、至福の笑えみが漏れた。

「うまいか？」

「べ、べつに……普ふ通つう」

「素直じゃねーな。腹減ってる時は何でもうまいもんだぜ？」

「お前のような味覚音痴と一緒にするな。それに腹も空いていない」

「じゃあ俺が食ってやろうか？」

「施しをやる理由がない」

「あー……素直に俺の気持ちを打ち明けよう。少し味見をさせてくれ。なんかそれ旨うまそうなんで」

　狛はく矢やは許可も得ず手にしていたスプーンをパスタの横から中に突っ込もうとする。

「な、何をする!?　これはわたしのだ！」

「いいじゃん、ちょっとくらい」

「うるさいっ、誰だれがやると言った！　それにスプーンでパスタを絡からめるなんて」

「取れりゃいいんだよ」

　そのまま組くんず解ほぐれつの状態で揉もめ合っていたその時、空いたばかりの向かい側の席にトレイも使わず天ぷら蕎そ麦ば（大盛り）の丼どんぶりが無造作にどかっと置かれた。

「お前ら、やっぱそーなんじゃん」

　狛矢と士し央おを指差し互いに見比べながら目の前に座ったのは風ふう吾ごだった。士央は慌あわてて身を正し、狛矢もそれに倣ってスプーンを引っ込めた。

「いつになく真しん剣けんな顔で用事があるっつーから何かと思ったらこれかよ。それならそうと言ってくれりゃあいいのに」

　狛矢を見るその面おも持もちは行き遅おくれた娘むすめにやっと彼かれ氏しができてホッとする母親みたいな顔だった。

「一応言い訳をさせてくれ」

「いや、いい！」

「言わせろよ！　てか、お前汁しるこぼれてるぞ」

「うお、やべ」

　テーブルから滴したたり落おちる出だ汁しつゆに慌てる風吾。近くにあった台だい布ふ巾きんでそれを大方拭ふき終えると彼は珍しいものを見るような顔を士央へと向けた。

「それにしてもあの四十崎さんが、ねえ」

　士央はフォークを置くとスカートの中のホルスターに手を入れる。僅かに椅い子すが引けた音がした。

「おい、あんまり刺し激げきするなよ」

　狛矢は彼女を守るように間に手を差し込む。すると風吾は腕を組んで背もたれに踏ふん反ぞり返かえった。

「ほう、いい騎士ナイトっぷりじゃん。いやー俺は逆に嬉うれしいよ、あの勉強馬ば鹿かの狛矢に春がやってきたんだからな」

「うるせえ」

（お前の身の安全は俺にかかってんだぞ？）

　口に出して言いたいがそのまま飲み込んだ。

「……勉強……馬鹿？」

　男同士の会話に混じって呟かれたしなやかな高音に風ふう吾ごは目を丸くする。

「え、おっ!?　あっ、い、いま俺に聞いた？」

　風吾は士し央おを見ながら信じられないといった顔付きをした。

（それもそうか、声も聞いたことないって言ってたものな）

「なんか分かんねえけど、すげー嬉しい！　あ、こいつ？　こいつね、こう見えても結構頭良いのよ。研究科じゃトップ。もう少し手を抜いたって構わないのに、こいつサドだから周りを完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめして優ゆう越えつ感かんに浸ひたってるんだぜ？」

「黙れ、お前こそ今度は進級しろ。来年下級生になってたら他人のフリすんぞ？」

「なんだよ、ひでーよ。俺だって必死にやってるんだからな」

「だったら来週の実習、期待してもいいんだな？」

「う、お、おうよ……」

　風吾は弱気に返事をし、黙って蕎麦を啜すすり始めた。狛はく矢やも思い出したようにスプーンを動かし始める。ふと隣に目を向けると今の遣やり取とりが滑こつ稽けいだったのか士央の口元が微かすかに笑んでいた。今まで見せたことのないその表情に狛矢はふと意識を奪われる。

「今日は珍しく静かだね」

　そんな時、黙もく々もくと食べる三人のもとにトレイを持った少女が現れた。

　肩かたまでのさらりとした髪かみが揺ゆれ、ふくよかな体が風吾の隣、狛矢の向かい側に腰こしを下ろす。柔やわらかで棘の無い声こわ色いろに見合った優やさしい面おも立だち。幼さの残る大きな瞳ひとみが瞬まばたく。

　長なが月つき果か路ろ菜な。狛矢にとって幼い頃からの馴な染じみである少女だ。彼女の左ひだり腕うでにある十字の学科章は救護科のもの。面めん倒どう見みの良い彼女には相応ふさわしい学科である。

　果路菜は本日のＡ定食であるハンバーグランチをテーブルの上に置くと、何の前置きも無しに付け合わせのサラダボウルを狛矢のトレイに載のせてくる。

「ちゃんと野菜食べなきゃ駄だ目めだよ？」

「自分はいいのかよ」

「私は普段から草食だからいいの」

「ほんとかよ」

「私、嘘うそつかないよ？」

「ふうん」

「ふうん、て。今日の朝だってお豆とう腐ふと、きんぴらと、お浸しに、えーっと……」

「精しよう進じん料理かよ」

「むぅ」

　困ったような顔をしてむくれて見せる。

「とにかくぅ、どうせいつも出来合いのものばかり食べてるんでしょ？　バランス悪いよ？」

「お前は俺の母さんか。わーったよ、食う食う。俺サラダ好きだもの」

　そう言って目の前の小こ鉢ばちを掻っ込んだ。

「あーっ、ちゃんと噛かまないと駄目なんだよ？」

「ふぁい、ふぁい」

「で、獅し凍とうくんはどうしたの？」

　果か路ろ菜なは咀そ嚼しやくしながら適当に返事をする狛はく矢やを気にしながら、隣で項うな垂だれて寂さみしく麺を突いている風ふう吾ごに尋たずねる。

「狛矢がいじめた。お前は夜一人でトイレにも行けない最低最悪の留年野や郎ろうだって。ううっ……」

「そこまで言ってねえだろ！」

　泣なき真ま似ねをして果路菜にすがる風吾。ただ単に彼女に甘あまえたいだけだ。しかしこれを本気にする女もいる。

「はーちゃん？」

　狛矢に向かって声色を強めた果路菜。しかしこれが彼女の目め一いつ杯ぱいの怒おこり方なのだから全然恐こわくない。

「はいはい」

　と生返事をしておけば、またいつものように頬を膨ふくらませるだけである。

「は……はーちゃん？？」

　突然、聞き慣れた呼び名が隣から聞こえたので驚おどろいて目を向けた。そこでは士し央おが同じように驚いた顔をして食事の手を止めていた。

「あ、ああ……こいつ俺の幼おさな馴な染じみでさ、ガキの頃からの呼び名が抜ぬけきれないっつーか、そんな感じで……」

　士央に説明をしていると、果路菜はまさか彼女が連れだとは思っていなかったらしく不ふ審しんな視線を交こう互ごに向けてくる。

「それで、そちらの方は？」

「こいつは……なんていうか、その……」

　どう紹しよう介かいしていいのか困る。監視されているとはまず言えないし、昨日今日で友達……ってのも不自然だ。ここは普通に話をしていて気が合ってとかなんとか……。

　言い訳を決めて言葉にしようとした時だった。

「あ……愛人だ」

「「はあぁぁぁぁぁっ!?」」

「ぶばっ!?」

　予想だにしなかった答えに狛はく矢やと果か路ろ菜なの声が裏返る。風ふう吾ごに至っては啜っていた汁を豪ごう快かいに吹き出していた。言い放った士し央お本人も頬を赤らめて狼狽うろたえている始末。

「ちょっ、はーちゃん!?　どっ、どーゆうこと!?」

「そ、そう来たか！　それにはこの俺も予想がつかなかったぜ！」

　果路菜は身を乗り出した所で切り分けたハンバーグがプレートからこぼれ落ちたのに気付いていない。風吾に至っては口元を拭ぬぐうことすら忘れている。

　狛矢は身を縮めて士央に耳打ちする。

〈うぉい！　何てきとーなこと言ってんだよ！〉

〈事実を伝えれば私の秘密に必然と繋つながることになってしまうだろ〉

〈それにしたって、他に言いようがあるだろが〉

〈他者から見てお前の近くにいることが不自然でない状じよう況きようを考えた末の結果だ。それにお前にちゃんとした彼女がいた場合、そいつにも迷めい惑わくが掛かからないように配はい慮りよしたつもりだが〉

〈配慮になってねーよ。それから自分で言っといて動どう揺ようするくらいならそんな嘘つくなよな〉

〈なっ……せっかく私が……〉

　そこまでが内ない緒しよ話ばなしの限界だった。

「はーちゃん、そうゆうのはお母さんに紹介してくれないと駄目なんだよ？　ほら息むす子このことはちゃんと知っておかないと」

　椅子に掛け直なおし、にこやかな落ち着いた表情を繕う果路菜だったが、目が笑ってないように見えるのは気のせいだろうか？　とにかく紹介だけはしておいた方がいいだろう。

「えーと、四十崎士央、元繰術科。同じ一年だ」

「で、本妻の方はいつ紹介してくれるのかな？」

「いねーよ！」

　突っ込みを入れた所で果路菜が士央の前に手を差さし伸べてきた。

「私、長なが月つき果か路ろ菜な、救護科の一年だよ」

　その手にビクついて身が退けたのを狛はく矢やは見み逃のがさなかった。差し出された右手をじっと見み詰つめ、戸と惑まどいの表情を見せている。このままでは、

「触さわるな、失うせろ！」

　とか、

「こちらにその意志はない」

　とか、言い出しかねない。本当に。

　そこで狛矢はそっと耳打ちする。

〈果路菜とは長い付き合いだ、悪い奴じゃない。俺が保証する〉

〈……お前が保証しても何の信用にもならないがな〉

　士し央おはそう囁ささやくと微かに震ふるえる手を待っている果路菜に伸ばす。そのまま誰もが極ごく普ふ通つうの握あく手しゆが交かわされるものだと思っていた。だが、二人の指先同士が触れようとしたその時、士央はそこからは手を伸ばすのを止め、代わりに二本の指で果路菜の人差し指を軽く摘つまんだのだ。

「??」

　果路菜は思わずきょとんとしてしまった。しかしそれが彼女なりの好意の表し方だと気付いた果路菜は柔にゆう和わな笑みを返す。

「よろしくだね」

　その穢けがれ無き微笑ほほえみを真正面から受けることが出来ず、士央は目を逸そらしてしまう。

「あーっ！　俺も俺も！　獅し凍とう風ふう吾ご、研究科一年。狛矢の父です」

「……」

「お前までくだらん事を言うな」

　乗のり遅れちゃならないと父気取りの風吾もすかさず自己紹しよう介かいする。そこで士央は果路菜の時と全く同じ握手を交わしたのだった。

　今も困こん惑わくし続ける士央の姿を見ながら狛矢は思う。彼女は人との接し方が分からないだけなのだと。それが何に起因するものなのかは分からない。だけど決して人が嫌いなわけではないことは近くにいて分かる。これは勝手な推測だが、本当は同い年の友達と遊んだり、彼氏を作ったり、そういうふうに同年代の女の子が送る普通の学生生活を心の奥おく底そこでは望んでいるのではないかと思う。しかし、そうできない何かが彼女の中にあるのだ。

　何かが……。

　今の狛矢にはその答えを見つけ出すことはできなかった。







　前言撤てつ回かい。

　狛はく矢やは寮りようの自室で項垂れていた。士し央おがこの部屋に居付いて早数日。何かの反動か、はたまた自身を守る為の防ぼう御ぎよ反応か、段々と態度が傲ごう慢まんになり始めているような気がする。

　この部屋で狛矢の寛くつろぎ空間としての定位置だったソファーベッドも今や彼女に占せん領りようされている。寝ねる時も勿論その場所を使うので、狛矢は必然的に床で寝ることになる。最も早はや、この家の住人は完全に逆転していた。

「私は紅茶でいい」

　キッチンでインスタントコーヒーでも入れようかと湯を沸わかしていると、視線もくれずにそう言われた。どうやら深夜帯のテレビショッピングに夢中らしい。

「でいい？　でいい、と申されましたか？」

「ああ言った」

「くっ……」

　二つのマグカップにそれぞれ投入済みのコーヒー顆か粒りゆう。それを憎にく々にくしく見詰めた後、「また瓶びんに戻すと湿し気けるよなあ」と思い渋しぶ々しぶ自分のカップに流し入れる。後は紅茶の捜そう索さく。まるでメイドにでもなった気分だ。これで外に行くと急に縮こまったようになり、狛矢の陰に隠れてしまう。それが自分にだけ心を許してくれている証というのならばもう少しなんとかして欲しいと切に願う。まあ最近では風吾と果路菜にも少しずつ慣れてきているようだが……。

「ほれ」

　奇き跡せき的てきに買い置きを見つけることに成功したティーバッグ紅茶。お湯の注がれたカップを差し出すと彼女は無言でそれを受け取り、すぐに口元にもってゆく。

「ぬるいな」

「うっさい」

「しかも安っぽい味がする」

「いらんなら返せ」

　苛いら立だちをぶつけながら自分の手にある異様にドス黒いコーヒーを啜る。

「う……」

　さすがに二杯はい分は濃こすぎた。

　狛矢は渋しぶい顔をしながら辺りを見み渡わたし自分の居場所を探す。彼女の視界の妨さまたげにならないようにソファーベッドの背後にできた僅かな隙すき間まを潜くぐり抜け、窓際へと出る。そこへ転がっていたクッションを引っ張ってきて遠えん慮りよがちに腰を下ろした。

　マグカップを片手に彼女の姿を煽あおり見る。その姿は男物のシャツ一枚を羽織っただけ。無論それは狛はく矢やのものだ。ここに居付いて以来、学校の制服と下着以外はそうやって狛矢のものを拝借し続けている。せめて下に何か穿はいてくれと頼たのんだが、「大きめなのだからスカートと大して変わらない」と突つっぱねられたのだった。今はまだバレてはいないが、この様子を見れば同居している事実は隠せないだろう。それは寮の契けい約やく的にもまずいし、果か路ろ菜なや風ふう吾ごだって顔を出すこともあるしで色々と考えなくてはならない。

「……っていうか俺の監視に来てんじゃないのか？　お前は」

　両手を横に広げて心の叫さけびを口にした。すると彼女は冷めた視線をこちらに寄よ越こす。

「無論、こうして監視を続けている」

「めちゃめちゃ寛いでんじゃねーか！」

「そんなことはない。現状こうして秘密は守られているということはその機能がきちんと果たされている証しよう拠こだ。それよりも私の目の届かない場所で留年男や幼馴染みに漏もらしてはいないだろうな？」

　彼女の太股でメスが燦きらめく。

「してねーよ」

　まったくこの生活の現状は良くなるどころか悪化の一いつ途とを辿るばかりだった。

　彼女はローテーブルにカップを置くと、あれだけ熱心に見ていたテレビをそっちのけで何やらそわそわとし始めた。

（今度はなんだよ）

　不安に駆られながらそこで待っている。というか他に居場所が無いのでその場に居続けるしかないのだが。

「そ、そのことで一つ提案があるのだが……」

　彼女はそう切り出した。

「そのこと？」

「監視のことだ。最近学校で私達が一緒にいることが俄にわかに噂うわさになりつつある」

「すでに俄どころじゃないがな」

「これでは私達の関係は不自然極きわまりなく外部に映るだろう。その状態が続けば自おのずと怪あやしむ者も現れる。そうなれば分かるだろ？　注目を浴びることは私の本意ではない。そこで先日言ったアレを留年男や幼馴染みだけでなく広く公おおやけのものにしようと思う」

「アレ？」

「愛人だ」

「ぶぼぉっ!?」

　狛はく矢やは含ふくんでいたコーヒーを吹ふいた。

「こっちに向けて飛ばすな、穢れる」

「うっさい、お前が突然変なこと言うからだろ！　ああっ、何か拭くもの拭くもの……」

　探す狛矢の眼前に一枚のハンカチが差し出される。

「あまりに不ふ憫びんで見ていられないので貸す」

　それは無地で光すら通さない真っ黒なハンカチ。

「なんだお前、この葬そう式しきみたいなハンカチは」

「文句があるならいい。それに葬式でのハンカチは通常『白』だ」

「でも、いいのか？」

「私に撥はねたのも拭いたから、どのみち一緒だろ」

「なるほど……」

　狛矢は彼女の手からそれを受け取る。

　とりあえずそれで突とつ発ぱつ的てき惨さん事じは回復を見た。

「それで話を戻すが……」

「えっと……なんだっけ？」

　士し央おは憎々しげに狛矢を見詰める。

「愛人の話だ」

「ああ……」

「もちろん都合上の設定だ。しかしそうなれば誰も私達を怪しむ者はいなくなる」

「いやまあ……お前的にはそれでいいのかもしれないがな」

　そこで士央は諭さとすようにゆっくりと首を横に振った。

「これからは『お前』ではなく、名前を呼び捨てでいいぞ。その方がより自然だからな。私もお前のことは今日から狛矢と呼ぶことにする」

「そりゃちょっ、お前……」

　言いかけた所で鋭するどい視線とメスの切っ先が同時に光る。

「おっ、おーけー士央……。それちょっとしまおうか？」

　こいつは冗じよう談だんではなく本当に刺さしかねないような奴だから気が気でない。

「しかし愛人というのはどうだろう？　それもそれで現実味の無い設定だが？」

「それもそうだな。では普通に恋こい人びとで行こう」

「──で行こう」という簡単な乗りで、これが狛矢と士央が偽いつわりの恋人同士になったその瞬しゆん間かんだった。

「それとこの家の合あい鍵かぎを作っておいてくれ」

「合い鍵？　なんでそんなものが必要なんだ？」

「その方が私の監視生活の利便性が上がるからだ」

「それは監視とは関係無く、お前の私生活の利便性だろうがっ」

「彼女が持つアイテムとしても不自然さは無いと思うが」

　これ以上何を言っても無理そうだった。

「へいへい、作っておけばいいんでしょ」

　それで納なつ得とくしたのか彼女は再びテレビショッピングに熱心な眼まな差ざしを向け始めたのだった。

　狛はく矢やは嘆たん息そくすると彼女の前から空いたカップを回収し、キッチンに立つ。それをそのまま洗い、二つ並べてザルに置いた。そこで丁度良い機会とばかりに予かねてから考えていたことを彼女に伝えることにした。

「それはそうと、明日俺おれに付き合ってくれないか？」

「な、なんだ突とつ然ぜん」

　頬ほおを紅潮させ急に落ち着かない様子を見せる士し央お。

「ちょっと確かく認にんしたいことがあるんだ。明日の学科別授業が始まる少し前でいいんだ。研究科の実習室に来てくれ」







　明くる日。午後からの学科別授業が始まる十数分前。専門学習棟とう三階にある研究科の実習室に狛矢と士央はいた。実習室内には実際に医い療りよう現場で使われている元繰医い療りよう器きのモデルや大型スキャニング機器などが置かれていて、さながら企き業ぎようの研究施し設せつのようでもある。しかし今はまだ授業前なので二人以外の存在は無く、室内はひっそりとしていた。

「一体ここで何をするというのだ」

「脱ぬいでくれ」

「……!?」

　いきなりの頼みに士央は目を丸くしオドオドとしだす。

「なっ、ななな、いきなりなにを!?　確かに狛矢とは恋人同士だが、そ、それは一応、形の上だけであって……」

　狛矢は言ってみてそれが誤解を招く表現だったと今更ながらに気付いた。

「あ……ああ、そういう意味じゃなくてさ。その、肩かた口ぐちだけでいいんだ。これで確認したいだけなんで」

　彼女に向かって見せたもの。それは一見するとブローバック方式の拳けん銃じゆうのようにも見える。しかしそれと大きく違ちがうのは銃じゆう口こうと呼べるものが一いつ切さい無く、代わりにそこへ円形の金属板のようなものが嵌はめられていることである。また本来ハンマーがある部分には円えん筒とう形けいの容器が取り付けられており、その中には透とう明めいの液体が揺れていた。

　狛はく矢やの手の中にそれを見た途と端たん、士し央おの表情が変わった。酷ひどく尖とがった拒きよ絶ぜつの表情。

「なんのつもりだ、それは」

　じりりと彼女の足が後あと退ずさるのを見る。

「お前まだ病院行ってないだろ？　だからさ調べるだけ調べてみようと思ってさ。ここならこういった物も拝借できるし」

「必要無いと言ったはずだ」

「そうもいかないだろ、あれだけの事があったんだ。それにお前、あの後足あし下もとふらついてただろ？　ま、調べてみて何も異常が無いならそれでいいじゃないか。すぐに結果もでるし」

　狛矢が手に持つ物。それは人体の闇やみ汚お染せんの有う無むを判定する判定器チエツカーである。細さい胞ぼうに僅かでも闇やみ因子があれば、容器の中の液体が黒く濁にごるようにできている。有う無むだけを判定する簡易的なものだが、これによって早期に感かん染せんを見つけ重度になる前に抑よく制せい治ち療りようが受けられた患かん者じやもたくさんいる。

「いらないと言ったら、いらない！」

　あまり強い感情を表に出すことはなかった彼女が何い時つに無なく声を荒あららげた。狛矢はそれで少したじろいだ自分を客観的に知る。だが──

「医者に診みせたくないって言うんなら、この俺が診てやる。どうせ監視されてる身なんだからこれ以上何を知ったって一いつ緒しよだろ？　それにこれは研究科の生徒として……いや、将来退闇庁医い療りよう部ぶに入り人の命を闇から守ろうとする人間として。どんなに拒こばもうが俺は無む理り矢や理りにでもお前を調べるからな！」

　誰もいない室内に狛矢の声だけが響ひびいた。動きあるものは窓まど際ぎわの天てん井じよう近くに設置された換かん気き扇せんが風の力で弱々しく回っている姿だけ。士央は瞳を震わせて黙だまり込み、狛矢も言い放ったきり言葉を噤つぐんだ。静せい寂じやくが支配する。

　粛しゆく然ぜんを破ったのは士央だった。何も言わずブレザーを脱ぎ捨すて、ブラウスのボタンを上から外してゆく。僅かに襟えりを落とし、白い砂さ丘きゆうのような肩が狛矢の前に露あらわになった。

「はやくしろ」

　短く呟つぶやいた彼女は視線を明後日の方へと向け頬を染めている。狛矢は判定器を彼女の肌はだに近付ける。

「すぐに済む」

　肩に反応面の金属が触れると、その冷たさに士し央おの口から微かな声が漏れる。間をおかずトリガーにかけた指を引く。答えはすぐに出た。

　反動と共に容器内の液体に気き泡ほうが立つ。透明な試験液は──

　透明なままだった。

「ふぅ……」

　狛はく矢やは思わず安あん堵どの息を吐ついた。士央自身も緊きん張ちようが解けたようで硬こう直ちよくしていた肩が弛ゆるんだように見えた。

「これで一安心だな。ありがとう、手間掛けさせちゃってすまない」

「うむ……」

　士央はそれきり俯うつむいたままだった。

　引ひっ掛かっていたものが取れた狛矢は清すが々すがしい気分で満たされていた。そんな折、実習室の戸が開く音がした。

　士央と狛矢は条件反射で戸口を見み遣やる。と、そこには戸に手を掛けたままこちらを見み据すえて固まっている風吾の姿があった。研究科の授業の為に現れたのだろう。

　彼かれは狛矢から士央へと視線を移し、その肩口がはだけているのを確認した直後、大きく目を見開いた。

「失礼！　お邪じや魔まさまっ!!」

　バチンッと勢い良く戸が閉まる音。

「うおいっ!!」

　狛矢は廊ろう下かを一目散に逃にげ走る風吾を全速力で追いかけた。







　数分後、実習室では研究科の授業が行われていた。

　そんな中、隣となりのグループの席からニタニタとした笑みをこちらに向けてくる者がいる。風吾である。あの様子では誤解は解けてないらしい。ここでムキになるのも逆効果なので今は授業に集中しようと思う。

　教室内では生徒達が全員制服の上から白衣を身に付け、これから始める実習内容について講師の話に耳を傾かたむけている。

　研究科。それは闇生物ヴアイラスの生体そのものを研究し、闇生物ヴアイラス駆く逐ちくに有効な方法を構築する研究者と実際に闇やみ汚お染せん者しや治ちり療ようを行う専門医を養成する為の学科である。

　本日の課題は元繰医療器の核かくとなる光こう輝き元素の性質を学ぶ実習だ。先さき程ほどから教きよう壇だんに立ちその説明を行っている教師。ふんわりとしたセミロングの髪、出る所は出、引っ込む所は引っ込んだ抜ばつ群ぐんのプロポーションからは大人の女の魅み力りよくが醸かもし出されている。その体を甘かん美び且かつ知的に引き締しめるのは纏まとわれた白衣。肉付きの良い足には先を辿たどればこの場に不ふ釣つり合いな赤いハイヒールがある。これほどの美び貌ぼうを目の前にしても生徒達はその部分に興味らしい興味も見せず、ただルージュの厚く引かれた唇くちびるから漏れる言葉に熱心に聞き入っている。それは彼女が研究科の生徒にとって欲念を超こえた憧あこがれの存在だからだ。

　八や代しろ　紅こう。彼女は本来この学校の教師ではない。退闇庁医療部から特別講師として臨時出向してきた人間だ。そして退闇庁医療部が誇ほこる最高医療集団『アスクラピウスの手』の一人であり、この世界に於おいて現在唯ゆい一いつの闇やみ汚お染せん治ち療りよう法ほう、その第一人者でもあるのだった。そんな人物から直接講義を受ける機会などたとえ退闇校の生徒であっても滅めつ多たに無い。だからこそ、その一言一句を聞きき逃のがすまいと皆みな必死なのだ。

「じゃ、模型を使って説明するわね」

　プラスチックで出来た正八面体の模型を紅は掲かかげた。それは闇を退ける絶対にして唯一の存在、光こう輝き元素の二十万倍の模型だ。その模型を二つに割って見せる彼かの女じよ。中には極ごく小の四種四色、八面体の粒つぶ。それらが複雑に絡み合いながらも規則正しいラインを描えがきびっしりと詰まっていた。それは言わずもがな紅こう焔えん、蒼そう水すい、碧へき風ふう、錆せい土どの四元素を表している。なぜ内部構造がこんなことになっているのか？　それは光こう輝き元素というものが元繰糸スレツドを持たない者に対して魔ま法ほう元素を知覚視し認にんし触ふれることを可能にした人工魔法元素だからだ。四元素を化学合成して作り上げたこれは正確には魔法元素ではないのだが、便べん宜ぎ上そう呼ばれている。

　紅は模型を持ちながらモニターに注目するように促うながす。そこには実際に闇やみ汚お染せんを光こう輝き元素が食い止めている様子が映し出だされている。元繰顕けん微び鏡きよう内で撮さつ影えいした映像だ。

「──と、こんなふうに四元素合ごう成せいによって生まれた蝕しよく糸しは進入する闇を捕ほ獲かくする性質にあります。この蝕糸の先には約十六万の繊せん毛もうがあり、それぞれが最大三百から四百の昇天アセンシヨン行動を繰くり返しています。これにより──」

　それが恰あたかも万ばん能のうで完かん璧ぺきなものであるかのように唱える彼女。だが狛はく矢やはそれが本当に人類を真に救えるものではないことを知っている。

　──しかしながら、今はそれにすがるしかないのが人の世の現状だった。

「──よって闇やみ汚お染せん治ち療りようの医療現場に於いて光こう輝き元素の存在は非常に有要です。では今日は先週予告しておいたように光こう輝き元素の特とく徴ちようと特性を間近で捉とらえてもらう為ため、元素に実際に触れる実習を行います。自信のある人は絡らく糸し作業にも挑ちよう戦せんしてみて下さい。あと最後に、元素体は非常に安定性の高いものですが各自気を付けて実験を行って下さい。では始め」

　手を叩く音と同時に生徒達は一いつ斉せいに一人一台与あたえられている元繰顕微鏡を覗のぞく。

　そこにあるのは先程の模型と同じ白光の表面を持つ元繰医療の礎いしずえとなるもの。光こう輝き元素だ。これを複数用意し、これらの表面にある蝕糸同士を手作業で繋ぎ合わせ結んでゆく作業を絡らく糸しという。それは元繰術士スレツドスピナーが元繰糸スレツドを使い魔術絡糸を行う一いつ瞬しゆんの行こう為いを全すべて手作業で行うに等しいことだ。そんな地道な作業が闇汚染治療の為の元繰医療を作り上げる。

　狛はく矢やは顕微鏡を覗きながら髪の毛けよりも細いピンセットの先でその蝕糸の先に触れる。その時だった。

　ボンッ

　という軽い爆ばく発はつ音おんが室内に木こ霊だました。見れば隣のグループから白はく煙えんが立ち上っている。それだけで狛矢はすぐにその原因を作ったのが誰の仕し業わざなのか理解した。

「せんせー獅し凍とう先せん輩ぱいがまたやらかしました」

　グループの一人が手を挙げてそう告げる。風ふう吾ごは狛矢以外からは先輩と呼ばれているが、それがまた痛々しくてならない。大方、身みの丈たけに合わない複雑な元素絡糸に挑戦して暴発させた口だろう。安定性が高く、医療向けに作られた光こう輝き元素はちょっとやそっとで物理干かん渉しようを起こすような力を発現させることはないのだが……そこはある意味の才能があると言える。

「はいはい、落ち着いて。怪け我がした人はいないわね？」

　紅こうは周囲を一通り見て回ると、青い顔をした風吾の前で足を止める。

「じゃあ先生は獅凍君とお話がありますから、皆さんは実習を続けて下さい。後、レポートの提出も忘れずお願いね」

　そう言って教室を出てゆく紅。その後に続いてゆく風吾の姿には物悲しいものを感じるのだった。







「レポート集めてきました。ここに置いときます」

　狛矢は研究科準備室で机に向かっている紅の傍そばにレポートの束を置いた。微かに香かおる香こう水すいの匂におい。

「ありがとう」

　手を休め、柔和な笑みを見せる彼女は見た目二十代前半に見える。だが誰も彼女の本当の歳としを知らないでいた。噂ではまだ十代だとか色々言われているが結局のところ年ねん齢れい不ふ詳しようのままだ。

　事を終えた狛矢は早々に退室しようとする。踵きびすを返し、扉とびらに向かって歩く。だが二歩進んだ所で背中から声がかかった。

「あ、そうだ玖く珂が君」

「はい？」

　不意に呼び止められ振ふり向むいた。

「お一ついかが？」

　そう言って彼女はお盆ぼんの上に載せられた見慣れぬ物体を差し出してきた。それは長さ十五センチ、厚み三センチ程ほどの棒状の黒い物体。それがピラミッドのように積み重ねられている。

「なんですか？　これ……」

　そこで彼女が僅わずかに目を丸くしたように見えた。

「え？　これを知らないの？　麩ふ菓が子しよ」

（麩菓子……ああ、そういえばそんなものあったなあ）

「最近の若い子は知らないのかしら？　麩菓子っていうのはお麩ふに黒糖をまぶしたもので……それよりお麩から説明した方がいい？」

「い、いや……いいです。分かります」

　狛はく矢やは麩菓子の理解よりも別の部分で驚いていた。勧すすめたお菓か子しの反応がいまいちだったことに不満だったのか、彼女は「かりん糖」だの「芋けんぴ」だの「変なゼリーに砂糖を塗まぶした物」だのと渋過ぎる菓子を次々に出してきたのだ。それが見た目の若々しさと相反して年齢不詳さに拍はく車しやをかける。そして何よりも、医療の世界で高みに立っている彼女に感じていた完璧さと、そこから来る近付き難がたさからはギャップのある異様なお菓子好きの一面。それでも普ふ段だんと同じ厳然とした態度で棚たな一いつ杯ぱいに詰まっているお菓子を整理しているのだから更さらに狛矢を悩なやませる。

「先生って……甘い物好きなんですね」

「意外かしら？」

「意外と言えば意外ですね。もっとお堅かたいイメージがあったから」

　狛矢は麩菓子を囓かじりながら尋ねた。

「そう？　私だって人間よ。糖分は普ふ通つうに摂せつ取しゆするわよ。大体人の体っていうのは──」

　そこから栄養学やら生物学の長々とした話に内容が飛ひ躍やくしたところで、やはりこの人は八や代しろ　紅こうだと狛矢は納得した。

　麩菓子を二本食べ終えた頃ころ、丁度その話題にも区切りがついた。

「そういえば」

　そこで紅が思い出したように口にする。

「玖珂君は三年前の生き残りなんですってね」
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「え……」

　思いがけずその話題を出され──

　それで心臓が強く鼓こ動どうを打つのを感じた。格かく闘とう技ぎの試合で始めの合図も、構えも取っていない状態から正せい拳けんを胸に貰もらった感覚。鳩尾みぞおちの辺りで何かが詰まり息苦しくなる。

　三年前と言えばあの事件をおいて他に無い。それくらいの出来事だった。

「よくあの中で無事だったわね。大変だったでしょう？」

　彼女は狛はく矢やの内心の動揺には気付いていない様子で労ねぎらいの表情を浮かべている。

（無事？　生き残りは自分の他にも何人かいた。でもそのほとんどが後で感染が判明して……）

「頑がん張ばったのね」

（頑張った？　ああ、頑張ったさ。でも……）

「妹さんも無事だったんですって？　それも運が良かったわねえ」

「あ、え、ええ……」

　妹の事まで話題に出されて返答するだけでも精せい一いつ杯ぱいになる。

　それでも息苦しさを振り切きるように聞きたかった言葉がやっと口を突いて出る。

「な、なんでそれを？」

「いえね、光輝元素を利用した新しい取り組みのヒントになるんじゃないかと思って、丁度昔の記事を読み返していた所なのよ。そうしたらどこかで見た名前があるじゃない？」

　彼かの女じよ越ごしに見えるＰＣのモニターには当時のデータらしきものが映っている。それは今から三年前に起きたネオプラズム拡大現象の記事。




　十六年前、木き更さら津づ市しを中心に発生したネオプラズム。何の前まえ触ぶれも無く現れたその異性空間によって市は壊かい滅めつ。以後、周囲には日々闇生物ヴアイラスが闊かつ歩ぽする場所になってしまっていた。奴やつ等らの目的。それは人間を捕ほ食しよくし、次の世代へと命を繋いでゆくこと。『生きる』ただそれだけの本能で奴等は人を襲おそい周辺へ被ひ害がいを増やしていった。

　この頃ころからハーモニカ建設の準備が始まり、それに対する人々の期待も高まった。そして期待通り完成したハーモニカによって日常が守られつつあったのだが──

　三年前のある日、突とつ如じよネオプラズムがその領域を拡大し始めたのだ。拡大現象は瞬しゆん刻の出来事だった。瞬またたく間まに闇の空間は市から房ぼう総そう半島を覆おおい尽つくすほどに膨ぼう張ちよう。そこに住む人々をも飲み込んでいった。

　今現在では内うち房ぼう線と外そと房ぼう線を結んだ枠わく内ないは完全にネオプラズムに支配されており、進入を禁止されている。それに伴ともない千葉・幕張から成田にかけての人口密集区域は都心部への緩かん衝しよう地帯となっており人の住まない廃はい墟きよとなっている。都心を守る形で建つハーモニカは日々活発化する闇生物ヴアイラスの進行を食い止める為、この千葉・幕張緩衝地帯と名付けられた地区と海上を警けい戒かい監かん視ししているのだ。




　当時、舞まい浜はまの一角に家があった狛はく矢やは出かけていた先でこの拡大現象に巻き込まれた。悲鳴を上げることさえなく闇に飲み込まれてゆく人達。全てが紙細工のように押おし潰つぶされ黒い塩となって消えてゆく。恐きよう怖ふを感じるよりも現実味が感じられず、ただ日常だけが無む惨ざんに破は壊かいされてゆく。それは記き憶おくの中から消し去りたくても消えない瘢はん痕こん。これが闇生物ヴアイラスと呼ばれる人ならざる者だけのせいであれば、まだこの傷きず痕あとも疼うずきを増やすことはなかっただろう。

　──では、それ以外の悪因とは何か？

　上總かずさ詠えい士じ。

　人でありながら人の道を外れた狂きよう人じんと呼ばれる男。なぜなら、この拡大現象は彼が自らの手で引き起したとされているからだ。

　詠士はかつて目の前にいる紅こうと同じ退闇庁の最高医療集団『アスクラピウスの手』の一人だった。二人の立ち位置は対照的で、喩たとえて言うなれば紅が『光』で詠士は『闇』のような存在として世間に認にん知ちされていた。

　なぜそう喩えられるのか？

　紅は光輝元素を操あやつるが故ゆえに光の存在として認にん識しきされていた。対して詠士は禁きん忌きの領域、闇の存在、闇あん冥めい元素に手を出したのだ。しかもその研究だけにとどまらず、自らも実験台となり、その結果が彼を狂人たらしめている容よう貌ぼうへと変化させた。

　鈍にぶい紅を放つ柘ざく榴ろ石いしのような異形の眼め。

　噂ではその右目は自らの手で闇生物ヴアイラスから移植したものとも言われている。事件後、彼は当然の如く世間から汚きたない言葉を投げ付けられ、迫はく害がいされ、今は何ど処こかへ失しつ踪そうしてしまっている。それだけのことをしでかして、多くに人々の怨おん念ねんに晒さらされても尚なお、生きようとするその姿勢は別の意味で人ならざる者なのかもしれない。

　だが──

「どうかした？」

　その声で我に返った。記憶の迷めい宮きゆうの真ん中で出口すらも探そうとせず、ただそこに茫ぼう漠ばくと立たち尽くしていた狛矢の耳に囁きが届く。

「い、いえ、なんでも」

「そう？　随ずい分ぶん思おもい詰つめた顔してたから……」

　紅こうは下から狛はく矢やの顔を覗き込み心配する素そ振ぶりを見せる。

「いや、ほんとに大だい丈じよう夫ぶです」

「なんか悪いこと聞いちゃったみたいで御ご免めんなさいね」

「そんなことはないです。突然で驚いただけですから」

「心因性の心しん拍ぱく異常は時に大きな事故を引き起こすものよ？　たとえ若くてもね。昨今ではその辺が軽かろんじられている面があるけど……って話してる場合じゃないわね。よかったらここで落ち着くまで休んでいきなさい」

　そう言って彼女は壁かべに収納されている簡易ベッドを開こうと立ち上がった。研究科ならではの設備である。

「いやいや、ほんとにもう大丈夫ですから。これで失礼します」

　遠慮ではなく本当に落ち着きを取とり戻もどしていたので丁てい寧ねいに断りを入れる。もしその言葉に甘あまえていたとしても、この場所はなんとなく落ち着かない雰ふん囲い気きなのは確かだった。

　廊下へ飛び出し一礼する。閉じようとする戸の隙間でこちらを見ている彼女の顔が俄に微笑んだように映った。

　戸を閉めたと同時に長息する。

　──教室に戻ろう。

　そう決めて身を反転させた──直後だった。

「何をしていた」

「うおっ!?」

　身を翻ひるがえした目の前に士し央おの顔があったので驚おどろきの余り退いた。

「士央こそ何してんだよ」

「それは言わずもがな分かっているだろ。授業が終わった彼かれ氏しを待つ殊しゆ勝しような彼女を演じている。それより中で何を話していた」

「な、なんでもねーよ」

「あやしい」

　目を細め、横目で睨にらんでくる。

「レポート提出して、それで世間話を二言三言交わしただけだ」

　それで間ま違ちがってはいないはずだと自分を納得させる。

「そこで余計なことは喋しやべっていないだろうな？」

「ああ、そこで出てくる話題でもないだろ。それより、もうすぐ次の授業始まるぞ」

「選せん択たく授業だろ？　私は何も選択していないからいいのだ」

「偉えらそうに言うな、ただのさぼりだろ」

　彼女の眉み間けんに皺しわが寄る。

「そういう狛はく矢やはいいのか？」

「どこにも所属してないからな」

「なんだ一緒ではないか」

　今度は狛矢の眉間に皺が寄った。

　選択授業というのは学科別専門学習を更に大きく広げたものである。授業という枠わくに捕とらわれず積極的に自身の力で理解、習得、開かい拓たくして行くことを目的に週一で設けられている。専門分野内で細かくグループが作られており、そのどこかに所属し学習して行くのが基本だ。平たく言えば普通の学校の部活動に良く似ている。実際、授業外でもこのグループで行動している生徒も多くいるし、名前も『部』だったり『研究会』だったりしてそれと大して変わらない。勿もち論ろん、どこのグループにも所属せず、独自に目的を見つけ学習を進めてゆく選択も許されている。狛矢はそれであり、どうやら士し央おもそうらしい。

「一緒じゃねーよ。俺には俺のやることがあるんだよ」

「ほう、ではその見学を今日の私の授業としよう」

「俺の今日の予定はオーバーホールに出してあるブツを取りに行くだけなんだが」

「ブツ？」

　士央は首を傾かしげた。

「俺の元繰紡術機だ」

「む、いつの間に。私の目を盗ぬすんでそんなことをしていたとは」

「別に盗んだわけじゃないぞ。移動教室の合間に渡わたしておいただけだ」

「私が知らない行動があることが問題だ。今度そんなことがあれば遠慮無く……」

　スカートの裾すそに手が伸のびて、ホルスターに嵌はまる銀色のものがちらつく。

「俺にプライベートはねえのかよ」

「ない」







　思い切り否定され何も言えなくなった狛矢はその足で技術科のあるフロアへと向かっていた。技術科は元繰術士スレツドスピナーが使う元繰紡術機の製作技術者を養成する学科だ。狛矢は先週、自身の元繰紡術機を技術科のとある部へメンテナンスに出していたのだ。

　士央と初めて出会ったあの日、久しぶりに元繰術を使った狛矢。闇生物ヴアイラスと直接対たい峙じする機会などそうそうあるわけではないが、一応身近に持っておいたものが役に立った。特に調子が悪いわけでもないが、しばらく調整を怠おこたっていたのでこの機会にと持ち込んでおいたのだ。

　足を止めたのはいくつかある技術科実習教室を通り過ぎた最さい奥おう。一見すると行き止まりのように見えるその突き当あたりは防火シャッターが下りているだけで実はその奥おくにも廊下が続いている。壁かべ際ぎわにある腰こしの高さほどの通用戸を開けて中に入るのだ。

「こんな所で活動しているのか？」

　戸を潜くぐりながら士し央おが訝いぶかしげな顔で尋たずねてくる。

「元繰術科のくせに知らないのか？」

「知らない」

　答えを聞いてそれもまあ無理もないかと思い至る。相手は一ひと癖くせも二癖くせもある奴やつだから仕方ない。噂が広がってもそんな面めん倒どうな場所の事など途と中ちゆうで立ち消えてしまうだろう。

「じゃあ普段はどこで見てもらってるんだ？　第二実習室の紡ぼう機き部とかか？」

　元繰術科の生徒は皆どこか気に入った部で元繰紡術機の製作と調整を頼むことが常になっている。紡機部はその中でも最大勢力でほとんどの生徒のそれを引き受けている。人員の数を生かした仕事の速さ、壊こわれてもすぐに直してもらえることもあって依い頼らいのスタンダードになっている。速さに比例して質もそれなりのものになってしまうのだが、それでも普通はなんら問題はない。

「私のは……別に」

　士央はスカートの上から手を置き、言いにくそうに言葉を濁してしまう。

「まあ俺も人のことは言えないんで、突っ込まないさ」

　シャッターを潜った先は薄うす暗ぐらい廊下。その先に一つだけひっそりとした教室がある。その戸口には『全力で活動中！』と書かれたの木製プレートが掲げられていた。それだけでも周りの雰囲気に合わないのだが、そのプレートに書かれているへたうまな絵はもっと違い和わ感かんがあった。正体不明の紫むらさき色いろの生き物から吹き出しが出ていてそこには『一見さんお断りだよっ☆』と書かれていた。そんな教室の戸を叩たたく。

「はーい、罵ば倒とうされない自信がある奴は勢い良く入りやがれ」

　耳を疑うような台詞せりふがなぜか期待に満ちた声こわ色いろで聞こえてきた。狛はく矢やにとってはいつものことなので構わず入室する。

「ちーす」

　途端に電子臭しゆうが鼻に付く。

「ん、なんだ狛矢かー」

　室内のどこからか上がった声は訪おとずれた者が狛矢と分かるや否いなやそれが失望の色に変わる。声の主ははっきりとその姿は窺うかがえないが、目の前にある山のように積まれた電子部品と配線の合間で小さな体が動いているのが分かる。

「ちょっと待ってて、今手が離はなせないんだよね」

「はいよ」

　返事をすると暇ひま潰つぶしに周囲を見回す。普通の教室と同じくらいの広さのそこには部屋の大部分を専有して大型の元繰加工機が置かれている。その前に置かれた幾いくつかの作業机の上にはパソコンとモニターが何台も置かれていてその全てが光の明めい滅めつとファンの音を響かせていた。その合間を足の踏ふみ場ばもないくらいの書類の束とケーブルが埋うめ尽くしている。壁には配線図が無数に張り付けられていて壁かべ紙がみ自体が窺えなかった。

　士し央おはといえば初めてくる場所で落ち着かないのか辺りを頻しきりに気にしている。

「あいかわらず汚いなー」

　狛はく矢やは足下に散らばるおびただしい数の部品を見てそう呟いた。そのどれもが鉛えん筆ぴつ程ほどの細さを持った透明の管で長さは三センチ程。それは元繰の糸を通す為に使う元繰紡術機の部品だった。

「間違って踏み砕くだいちゃうぞ」

「そう思うんだったら整理しといてよ。もうちっと時間かかるからさー」

「まじか？」

「マジだ」

　見えぬ相手にそう言われ、ただ待っていても仕方ないのでそれを片付ける事にした。

「おい、士央、手伝え」

「なんで私が」

「いいから、どうせやること無いだろ？」

　むすっとしながらも彼女は屈かがみ、足下の一本を手に取った。すると遠くからまた声が上がる。

「あ～それから、二十本単位でまとめておいてね、それ。あと微び妙みように細さが違うのが混ざってるから気を付けるんだずぇー」

「ええっ？　めんどくせーなあ」

「大丈夫、机の上に溝みぞの入った箱があるでしょ？　それに大おお雑ざつ把ぱにばーっと入れれば一箱できっちり二十本になるから、わざわざ数えなくてもへーきだし、形が合わない奴は外に除よけておいてくれればいーから」

　狛矢は間近にある机の上から言われた小箱を見つけ手に取った。確かに中には溝が刻まれており、これに入れればかなり手間が省けそうだった。

「しかし、なんでこんな所に無造作に積まれてんだ？」

　士し央おと共に手を動かしながら尋ねる。

「整理しようと思ってぶちまけたんだけど、めんどくさくなっちゃってさー」

「はあ、なるほど……」

　彼女の性格を考えて納得する。

（元繰紡術機の製作には異常な集中力を見せるけど、こーゆう単純作業苦手だもんなあ……あいつ）

　それは丁度、目の前の部品がすべて片付いた頃ころ合あいだった。

「おっまったせー」

　そんな脳天気で明るい声が室内に響いた。士央はそれに反応するように身をピクリと震わせる。四方八方にのたうち回るコードを踏み分わけながら現れたのは、この場所に似合わないツインテールの少女。背せ丈たけは士央よりもずっと小さく、見た目も幼いがこれでも技術科の二年生である。彼女の名前は春はる城き璃り音おん。この場所を一人で維い持じしている人間だ。乱雑でお世辞にも綺き麗れいな場所とはいえないここで日々籠こもるようにしている彼女。機械にしか興味が無く、機械そのものを偏へん愛あいするような性せい癖へきの持ち主だが、黙っていれば間違いなく美少女の部類である。

「アクラルでしょ？　仕上がってるよ」

　さばさばとしていて気きっ風ぷの良い喋り口調。それが彼女と気き兼がねなく語り合える一因でもある。アクラルは彼女が製作時に銘めい々めいしてくれた狛はく矢やの一ひと振ふりの名だ。

「おう、いつも仕事早いねー」

「ったりまえじゃん」

　璃音は伝票を見ながら壁へき面めんに据すえられた引き出しのラベルを確認している。その全てにここで一から仕上げた元繰紡術機が詰まっている。いわゆるそれは武器管理庫だ。元繰術科の生徒は基本、技術科で製作された元繰紡術機を使うことが決まりになっている。互たがいに欠点である部分を指し摘てきし合い、共に向上することを促す為である。中でも彼女の作る元繰紡術機は校内一の品質であると狛矢は思っている。だから製作を依頼してくる生徒も少なくないのだが、彼女は自分が認めた相手以外の武器製作を行わない方針でも有名だった。狛矢も昔その辺の所で揉もめたこともあったのだが……今は互いに信しん頼らいできる仲となっている。

　璃音は開けた引き出しの中から布に包まれた狛矢のモノを取り出していた。

「最終チェックするから、そこ座すわってー」

　そこだけがクリーンに保たれている製作台の上に置かれる塊かたまり。その前に用意されている椅い子すに狛矢と士央は座る。と、そこで璃音はわざと士央に初めて気付いたように振る舞まった。

「おやおや、今日は女連れですかい？　お客さんも隅すみに置けないねえ。げっしっしっ」

「げっしっしっ……って、その笑いはやめろって。それからこいつはそんなんじゃ……おふぅ」

　脇わき腹ばらをメスの先で突かれて悶もん絶ぜつする。

「おやおや惚のろ気けですかい？」

（脇腹が痛いだけだっ）

「でもわざわざここで否定するってことは私にもまだ脈があるってこと？」

「いつ脈ができたことがあるんだ？」

「やだねぇ、私と過ごしたあの月夜の晩のことを忘れたとは言わせないよ」

「それに団子とススキを足したようなイベントなら過ごした覚えがあるぞ」

「二人は誰だれもいない神社の境けい内だいで月明かりの下……ああっ、あの夜の満月は本当に綺麗だったね」

「人の話聞けよ！」

　璃り音おんはどこか遠くを見み詰つめ有りもしない思い出に浸ひたっている。横を見れば士し央おがこちらに軽けい蔑べつの目を向けていた。

「いいから早くしてくれ」

「んもうっ、早くだなんって、せっかちでございますね」

　身を縮めて赤面してみせたりする璃音だが、幼い容姿と相あい俟まってませた子供がお飯まま事ごとでもしているようにしか見えない。

「俺は昔からせっかちなの！」

「つまんなーい。しょうがないなあ、もう……」

　口を尖らせた璃音は布を解いた。中から現れたのは狛はく矢やの所持品である元繰紡術機『アクラル』。傷一つ無い、洗練された形。一目みただけで分かる質の良さ。刀身は変わらぬ銀色を湛たたえていた。

　璃音は精密ドライバーを取り出し、表からは見えない隠かくし螺ね子じを半時計回りに外して行き、柄つかの部分の装そう甲こう板を開ける。

「それでは御かーいちょー」

　中には表面から考えられないほどの細かい電子回路が密集して存在していた。人の目では追いきれないほどの細さで無数の足を生やすチップ群。その中央で光源を無視して常時影かげを揺ゆらめかせている立方体は超ちよう小こ型がたの元繰増ぞう幅ふく炉ろ。

「ああっ……いつ見てもたまんないねえアクラルちゃんはあ。この素子の輝かがやき、心震ふるわす電位の勾こう配ばい。増幅炉に至ってはもう見てるだけで胸が高鳴るわあ。私の最高傑作だよお」

　璃り音おんの大きな瞳ひとみに集積回路の密画が映り込む。恍こう惚こつの表情を湛え、一人ブツブツと呟き続けている。

　彼女がよく口にする言葉がある。元繰紡術機の全ては剣けんや槍やりを代表する武器の形をしているが、それは斬きる為でも突く為でもない。あくまで魔法を魔法として具現化する為の一助であるだけだ、と。

　この中身を見ればその言葉の意味が良く分かる。人の手によって作られたこの技術が狛矢の中の元繰糸スレツドをはっきりとしたものに変えてくれる。元繰紡術機とは、いわば元繰糸スレツドの増幅装置ブースターの役割を成しているものなのだ。

　電極を差してテスターで数値を測り、中の様子を一通り満足が行くまで見回すと、彼女は再び装甲板を戻した。

「最終チェックＯＫ。あと完全分解バラしてもみたけど特に問題は無かったよ？　まああんまり使った形けい跡せきが無いってのもその要因だけれども……。ただたまには糸を流してあげないと、いざって時に線せん輪りんの反応にラグが出るかもよ？」

　線輪とは元繰糸スレツドを紡つむぐあの円えん盤ばんのことである。通常はその線輪に元繰糸スレツドの力を借りてコンパクトに収納しているのだが……。

　彼女はこれまでと違って真しん剣けんな眼まな差ざしでそれを指摘した。

「そのいざって時の為にここがあるんだろ？」

「そりゃ私の作るものに間違いは無いよ。でもそんなこと言うといくら狛はく矢やでも怒おこるよ？」

　璃音の瞳に鋭するどさが増す。狛矢はこの目を知っていた。何度となく目にし、そしてぶつかってきた。でも今は昔と違う。それは自分が一番分かっている。

「わーったよ、俺が悪かった」

「そう」

　謝あやまったことに対してなんともあっさりな返事が返ってきて拍ひよう子し抜ぬけする。

　そんな時、狛矢の袖そでが引っ張られた。士し央おである。

「なんだ？」

　彼女が目配せするので璃音に対して二人で背を向け縮こまる。

〈なんだよ？〉

〈そういえば狛矢は研究科なのにどうして元繰紡術機を持っているんだ？〉

〈それはだな……〉

「護身用だ」と冗じよう談だんめいた言い方で言いかけたその時だった。

「それはこいつがヘタレだからだ」

「「うわあっ」」

　すぐ間近で声がして狛はく矢や達たちは驚いて声を上げる。身を起こせばそこに立っていたのは眼鏡の中に不敵な笑えみを浮うかべた人物。神こう月づき　燎りようだった。

　どうやら今の内ない緒しよ話ばなしは聞こえてしまっていたらしい。

「今のお前にはそんな物はいらないはずなんだがな？　どうしてこんな所にいる」

　彼は一いつ旦たんアクラルに視線をやると、わざと焚たき付つけるような言い方をしてくる。相手にする気は更さら々さら無いが、一応その姿を見据えた。

　何なに故ゆえ彼かれがここに現れたのか？　それは彼もまた璃音の常客だからだった。多分、メンテナンスか何かで尋ねてきたのだろう。よりにもよって間が悪い。

　ここはいつものように適当にあしらった後、早々に立ち去ろう。何を言われようが慣れている。そんなのは知ったことではないのだから。

　だが今日はいつもと違ちがった。士し央おの存在である。彼女はいつの間にか狛矢の前に立ち、強い険相で燎に対して目を剥むいている。そんな彼女の対応に一番驚いたのは燎でも璃り音おんでもなく狛矢だった。

　士央は静かに、それでいて力の籠もった声で呟く。
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「撤てつ回かいしろ」

「は？」

　燎は何を言われたのか分からず、素で聞き返した。

「撤回しろと言っている。少なくとも私の知りうる限りでは狛矢はそんな奴ではない」

「何のことだ？　まさかヘタレ発言のことを言っているのか？　だったら勘かん違ちがいも甚はなはだしい。だってそれは事実だからさ」

　それで士央の顔付きが変わった。それは今にも獲え物ものに飛びかかろうとする狼おおかみの如き相そう貌ぼう。指先は既すでに太ふと股もものホルスターに触れようとしている。

　それでも燎は動じる様子を見せない。寧むしろ彼女の存在を黙もく殺さつするように狛矢へと訴うつたえる。

「最近、よく一緒にいるようだが？　お前が目を付けるんだからどれ程のものかと思って調べてみたんだが、たかがシフト２とはね。一体何を考えている」

　狛矢と燎の視線が一瞬だけ交わる。だが自分からそれを外すと製作台の上からアクラルを取り上げ、士央の肩かたに手を置いた。

「おしっ、帰るぞ士央」

　そう伝えて戸口へと向かう。促された士央は僅かに戸と惑まどいを見せたが、視線を燎に残しつつそれに続いた。

「ありがとな璃音先輩」

「ほいよー」

　璃り音おんもその振る舞いを気にするわけでもなく机の前で呑のん気きに手を振っている。

　だがその存在を完全に無視された上、彼が素す直なおに行かせてくれるわけがない。廊下に踏み出た狛はく矢やの背中に燎りようが放った言葉が突つき刺ささる。

「戻ってこいよ」

　思わず足が止まる。璃音はそんな二人が放つ空気を真剣に見定めている。傍にいる士し央おは心配そうにこちらを見ていた。

「お前のいる場所はそこじゃないはずだ」

　重い空気が漂ただよう。数瞬の間が空き──

　狛矢は何も言わず戸を閉めた。
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「おーい、狛はく矢や」

　呼ばれたので振り向いた。それだけなのに額に衝しよう撃げきが走る。

「いてっ、なにすんだよ！」

　痛みがじんわりと広がる場所を抑おさえて、その原因に目を向ける。そこにはを屈くつ託たく無い笑みを浮かべる風ふう吾ごがいた。

　とある日の放課後の教室。そろそろ帰ろうかと荷物をまとめている時の不意打ちだった。

「わりぃ」

「謝るならなぜやる？」

　時々こいつの行動は分からない時があるから困りものだ。そんな彼の手元には丸められた冊子がある。恐おそらくそれで叩かれたのだろう。

「ま、ほんとは用があったんだけど」

「なに」

「これこれ」

　風ふう吾ごは丸めていた冊子を広げて見せる。そこには退たい闇あん校こう学園祭『調ちよう和わ祭さい』の文字。

「学園祭？　そんな時期か？」

「お前はほんっと祭りごとに興味ねーな。中等部の頃から毎年やってただろ？」

　別に興味が無い訳ではない。毎年春に行われる学園祭は退闇校をより知ってもらう為、広く公開する意味で行われている。それが『調和祭』であり、もう一つの祭事が退闇庁が秋に行う開庁祭である。

「んで、それがどうしたの？」

「いやね、ちょっとクラスの出し物で狛はく矢や達に手伝ってもらいたいと思ってさ」

「達って……お前」

「そうそう、その通り！　士し央おちゃんと一いつ緒しよにこれをお願いしたいんだわー」

　こちらが答える前に紙切れを渡される。その紙にはクラスでやる出し物に必要な備品リストがびっちりと書き留められていた。

　そう、風吾はこれでも学園祭の実行委員を任されているのだ。表向きいい加減そうな……いや実際いい加減な彼だが、こういうお祭り事には信じられないくらいの才能を発揮するから驚きだ。クラスの皆もそれを知っているからこそ彼を選んだというのもある。

「なんで俺おれが行かなきゃならんのだ。お前の仕事だろ？」

「他にもやること一いつ杯ぱいありすぎて許容オーバーなんだよ。二組と四組のプロデュースも頼たのまれちゃってるし」

「できないんなら引き受けるなよっ」

「そこをなんとか頼むよー」

　掌てのひらを合わせて懇こん願がんされる。そうされるとついつい甘くなってしまうのが悪い癖だ。

　狛矢は大きく溜ため息いきを吐いた。

「んで……何をやればいいって？」

「我わがクラスが喫きつ茶さ店てんをやるのは知っているな？」

「知らん」

「知っとけ！　まあ……話が進まんから続けるぞ。それで仕入れ先とか時前にチェックしてきて欲ほしいのだよ。数量的に大丈夫なのか？　とか、値段とか、当日ＯＫなのか？　とか備品周りも色々」

「めんどくさいなー」

「大丈夫、二人でやればなんでも楽しい時期でしょ？」

　そう言って薄うす笑わらいを近付けてくる風吾に対して苛いら立だちが募つのる。

「それはそうと、なんで士し央おなんだよ」

「どうせ一緒なんでしょ？　今・日・も」

「なんか言い方がむかつくな。殴なぐっていいか？」

　その事に対しては彼は完全に無視をした。

「それに品物選びには女の子からの視点も大切っしょ」

　風ふう吾ごから見ればあまり多くを語らない士央は、大人しくて清せい楚そな別の意味での『しおらしい』女の子に見えるのだろう。

「まあ……一応その理り屈くつは間違ってはいないわな」

「まあそういうことだ。お迎むかえももう来てるようだしな」

　風吾に背中を押されて無む理り矢や理り教室から出される。と、そこには士央が廊ろう下かの窓辺で佇たたずんでいた。ぼんやりとした瞳を窓の外に向け、壁にもたれかかっている。狛はく矢やがじっとそれを見ていることに気付くと彼女は照てれ臭くさそうに視線を外した。

「んじゃそーゆーことで頼むわー」

　廊下に出て満面の笑みで見送る風吾を背に、狛矢達は学校をあとにした。







　歩きながら士央に事情を話し、ハーモニカ第二層にある商業区に向かうことになった。狛矢達は軌き道どうエレベーターで第二層に上がると、ハーモニカ内を走る定期循じゆん環かんバスに乗ってサウスショッピングエリア前で下車する。歩いてもさほどかからない距きよ離りだが、バスは頻ひん繁ぱんに走っているし料金も無料なので利用しない手はない。

　ステップを降おりた途と端たん、空の眩まぶしさに眩暈めまいを起こしそうになる。それもこのハーモニカ特有の構造が関係する。

　角度をずらしながら重なり合う層。その層に於いて庇ひさしの影えい響きようを受けない直角の四よ隅すみ。そこに商業区はあった。東西南北の突とつ端たんにそれぞれ同じようなショッピングエリアを持つ第二層だが、狛矢達はこの南エリアに降り立っていたのだ。普段から集光器の明かりに慣れていると本物の日差しは春であっても痛いくらいに感じる。

　バス停前から何本も走る街路。そのどれもが商業区への入り口であり、それぞれの路地の両りよう端はしにはいくつものお店が道に沿って延々と続いている。どの店も綺麗に区画化されており、それはさながら巨きよ大だいなショッピングモールのようだ。そこへついた途端、普段無愛想な士央も目をキラキラさせながらその店先に心を奪うばわれているのが見て取れた。そんな時、

「あっ、モニカちゃん」

「え」

　突とつ然ぜん上がった日常では聞いたことのないマイルドな口調に狛はく矢やは驚きの声を漏もらす。対して反射的に店先に並んでいたウサギのぬいぐるみを掴つかんでしまっていた彼女は、

「べ、別に、興味があるわけじゃ……た、たまたま、知ってるものがあったから……」

　そんなことを言いながらも彼女の瞳は確かに手の中のそれを愛めでるものだった。

　このピンク色のウサギだが、その毛むくじゃらの手には皆みなハーモニカを持っており、どれもが邪じや気きの全く感じられない笑みを浮かべていた。これはここに住む者ならば大体の人間が目にすることになるハーモニカのマスコットキャラクター、その名も『モニカちゃん』だ。ハーモニカの周知理解とイメージアップの為に作られたものだが内外でそこそこ人気のあるキャラクターである。ここはそのグッズを販はん売ばいする店で、ぬいぐるみの他にもマグカップや文ぶん房ぼう具ぐ、ジグソーパズルやモニカちゃん饅まん頭じゆうなんてのも売っている。狛矢もこの『モニカちゃん』の存在は知っていたが、さほど興味があるものでもなかった。

「うわ、なんか出た。ほらほらこれ見て」

　士し央おはさも嬉うれしそうにゴム人形の一つを手に取って、狛矢に向かいその腹を押して見せた。「ぶびゅっ」という奇き妙みような音と共にモニカちゃんは白目を剥き、口からは粘ねん性せいのある緑色の物体が飛び出す。押した指を戻すとそれが綺麗に口の中に戻ってゆく、かなりシュールな玩具おもちやだった。趣しゆ味みの悪いこの玩具のどこが良いのかと思いつつ、そんなもので子供みたいにはしゃぐ士央を微笑ほほえましくも思う。何かを見つけては狛矢の所に持ってきて、「見て見てこれすごいよ」「あれ目め茶ちや苦く茶ちやかわいいー」とか自分を取り繕つくろうことを忘れて普通の女の子のように振る舞う彼かの女じよ。普段は何かに抑よく圧あつされていて自分を殺しているようにも見えるが、これが本来の彼女の姿なのだろうか？　と感かん慨がい深ぶかく思う。

　そうこうしている内に士央の興味の対象は既に別の場所へと移っていた。向かいの店のショーウインドウに張り付き、中身を物もの欲ほしそうに眺ながめていたのだ。

「おい、俺おれ達たちは頼まれ事で来たんだぞ？」

「わかっている」

　言われた士央はむすっとした表情を浮かべ、そこから口くち惜おしげに離れる。そこで狛矢は失言だったと悔くやんだ。

　今、士央が心奪われていたショーウインドウ。そこには初夏を匂におわせる純白のＡラインワンピースを着たマネキンが立っていた。ノースリーブのそれは背景に掲かかげられている朝顔畑のポスターと相俟って、清純さの中に儚はかなさが現れている。

（いつまでも俺の服って訳にもいかないか……）

　狛矢は考えを決め、行き過ぎる彼女の腕うでを掴んだ。

「入ろう」

　急に出された案に士し央おはきょとんとした。狛はく矢やは彼女の手を引きその店へと入った。

　ショーウインドウを見ていた時の士央の顔を思い出す。モニカちゃんグッズや他の店に向けられていたものとは違う眼差し。そんな彼女の顔を見るのは初めてだった。どうせならもっと見ていたい、いや、見させてあげたい。そう思ったのかもしれない。

　店内は表向きの華はなやかさと違って意外にこぢんまりとしていた。小こ振ぶりでお洒しや落れといった雰囲気の内装にシンプルな型の洋服がシングルラックに掛かけられ並んでいる。どれもこれも白を基調とした服ばかりで、これがこの店のコンセプトスタイルなのだろうと感じる。

　見れば士央は花か壇だんに咲さく花でも見て回るようにハンガーの合間でにこやかにしていた。一通り堪たん能のうすると彼女はやっぱり気になるのか、あのマネキンの前で止まる。それは店内側からも見られるようになっていて、暫しばしその傍かたわらで視線を下から上へと何度も往復しては微かすかな吐と息いきを漏らしていた。そんな時、控ひかえめなグレーのスーツに身を包つつんだ女性店員が彼女に近付いてきた。

「宜よろしければ御ご試し着ちやくしてみますか？」

「え？」

　そう言われて士央は戸惑った表情を見せる。

「着てみればいいじゃないか」

　笑みを崩くずさない店員に狛矢は助力する。それで彼女の戸惑いは増した。

「似合うと思うぞ」

　だが狛矢のその一言で彼女の心は決まったようだった。マネキンから脱ぬがされたそれを持ってそそくさとフィッティングルームへと向かう。狛矢はその前で待ちながらそれを着た士央の姿を想像した。

　普通に似合っていると思う。元来からのスタイルの良さはあるし、これに限らず何を着てもそれなりに着こなすだろう。それくらいに思っていた。

　だが数分後、開けられたカーテンの向こうに立っていた彼女は狛矢の想像を超こえていた。ただ服を着き替がえただけなのに制服の時の彼女より数段、可か愛わいく見えた。純白のワンピースと彼女の艶つややかな黒くろ髪かみとのコントラストが上品さを引き出しているのだと思う。袖から伸びる細ほそ腕うでは生き地じの色に映はえて白さと瑞みず々みずしさが増している。そして堅く引ひき締しめられた唇くちびるが微かに開く。

「ど……うだ？」

「……う、うん。い、いんじゃないか？」

　まるで爆ばく発はつ音おんでも聞こえてきそうな勢いで士央の顔が上気する。
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「そう……か」

　彼女は壊れかけたロボットのような片言な返答をすると再びカーテンの中へと消えて行った。







　狛はく矢や達は散策路を歩いていた。そこは商業区街路の突き当たり。それぞれの街路が突き当たった場所で一箇か所しよに集約される。本当の意味でそこは第二層の最突端。層の角を縁ふち取どるように伸びる散策路はその整然さは然さる事ことながら、何よりもそこから見み渡わたせる縹ひよう渺びようとした海うな原ばらが絶景の場所だ。そんなスポットだからこそカップルの姿も多く見受けられる。

「いやーそれにしてもあそこまで似合うとは思ってなかった」

「やめろ、いつまで言っている」

　士し央おは頬ほおを朱しゆに染めたまま狼狽うろたえ続けていた。その手にはあの店のロゴが入った紙かみ袋ぶくろが大事そうに抱かかえられている。

　狛矢はあれから風吾に頼まれた箇所を回りつつも事ある事にからかいの言葉を口にし士央の反応を見て楽しんでいた。

「いや本当だって。モデルとかのオーディション受けてみたら結構いいとこまで行くと思うぜ？」

　半分は囃はやし立てだが、もう半分は本当に心奪われたことへの照れ隠しだったのかもしれない。しかしそのような内面的事情が彼女に伝わっているはずもなく……そろそろ止めようとしたその矢先だった。

「……こ……ろす」

「え？」

　肩を震わせ俯うつむいていた彼女が再び顔を上げた時には、その手に愛用のメス型元繰紡術機『メルファ』が殺意の燦きらめきを見せていた。

「こ、これ以上、私を愚ぐ弄ろうすれば永遠にその口を封ふうじることになるぞ」

「ちょっ、ちょっと待て！　はやまるな!!　俺が悪かった！」

　メルファの切っ先が狛矢の鼻先に突き付けられる。今いま更さら詫わびても照れの限界を超こえた彼女には何の言葉も通じないだろう。

「もういい！」

「なにが、もういいんだよっ!?」

「死んでっ！」

　一旦メスは鼻先を離れ引き戻された。そしてそれが再び突きとなって狛矢の腹に突き刺ささろうとした時だった。彼女の動きが止まった。

「??」

　士し央おの視線は狛はく矢やを越えてどこか遠い別の場所にあった。

　その方角に何があるのか？　そう思って振り向むいた時には彼女は狛矢の脇わきをすり抜ぬけ、転落防止柵さくに向かって走っていた。

「あっ、おい」

　彼女は呼び止める声も聞かず柵の前まで行くと、そこに屈み何かを抱だき上あげる。急にどうしたのかと狛矢は小走りに後を追い、後ろから彼女の腕の中にあるものを覗のぞき込んだ。

　しなやかな士央の細腕の上には、ふんわりとした雪のように白い羽う毛もうを持つ鳥が横たわっていた。翼つばさの色は水すい墨ぼく画がの薄うす墨ずみの如く優ゆう麗れいな灰を湛えている。ウミネコ。そいつはぐったりとしたその身を彼女の胸に完全に預け、潤うるんだ瞳を時折瞬またたかせる。それは明らかにどこかに異常を抱えている様子。それでもそこは野生の生き物。狛矢が近付くと羽を一、二度はばたかせ僅かに怯おびえた挙動を見せる。士央はそんなウミネコを抱きながら自身に何が出来るのかを探さぐっていた。たとえば外傷はあるのかとか、そういった類たぐいのこと。だがどんなに血ち眼まなこになって探そうとも原因となるようなものは見つからず、彼女の表情は見る見る不安に落ちてゆく。

「貸してみろ」

　そう言って狛矢が横から手を出すと躊躇ためらいの瞳に見詰められる。

「こういうのは研究科である俺の方が幾いく分ぶん詳くわしいもんだぜ」

　その言葉が躊躇いを期待に変えた。腕の中の脆ぜい弱じやくな生き物を差し出した士央。手から手に渡る小さな温ぬくもり。それを受け取ると近くのベンチの上にそっと寝ねかせる。途端、狛矢の顔色が真剣なものに変わった。触しよく診しんの開始。

「羽色、瞳の色、嘴くちばしの状態。どれを取って見ても衰すい弱じやくの気が窺える。とすればすぐに考えられるのは通常の栄養摂せつ取しゆが妨さまたげられている可能性。これは……あれの方が早いか……」

　思考を巡めぐらせるのは僅か一時だった。すぐに線せん輪りんを取り出し糸解アンタイドする。中から現れたのは白銀の輝きを湛える片かた刃ば剣けん『アクラル』。迷わずその切っ先をぐったりとしているウミネコへと向ける。

「なにを……!?」

　その行こう為いに彼女が不安を抱くのも当たり前だった。元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きは魔ま法ほうを発現させる為ためのもの。魔法は闇生物ヴアイラスを打うち砕くもの。それは人でも動物でも同じ。全すべてのものを傷付ける存在だからだ。

「まあ……あれだ。見てれば分かる。こんな使い方ってのもな」

　説明するよりも早いと思った。既に意識は動き始めていた。アクラルを介かいして元繰糸スレツドがよりはっきりと感じられる。

　そもそも元繰術士スレツドスピナーは個人個人で得意不得意の元素系統がある。狛はく矢やは紅こう焔えん元素との相あい性しようが良く、主にそれを使用することが多い。だが今紡ぐべきは碧へき風ふうの元素。それを空気中から掻かき集あつめる。

　元繰術は初等部以来、実技訓練を受けてきていない。あるのは研究科で貯ため込んだ知識だけだ。しかし今から行おうとしている事は、だからこそ生まれたものであると言えるだろう。

「全ての糸から紡がれるは──疾風執刀刃アウラ・ムクロ」

　それは一いつ般ぱんの元繰術とは異なる韻いん律りつ。それを囁ささやくように唱えると刃は先さきにまとわりつくように小さな風が巻き起こる。元繰糸スレツドに絡からめ取られた全ての碧へき風ふう元素が一つの機能を果たす為だけに紡がれ、絡らく糸しされた瞬しゆん間かんだ。線輪は風を受けて回る風車のように回転を始める。横たわる体たい躯くの前で空中に線でも引くように軽く一いつ閃せん。描えがかれた線は光の軌き跡せきを残す。そしてそこが境目となって何も無いはずの空間が切り開かれた。

「これは……」

　唖あ然ぜんとした表情でそれを見続ける士し央お。

「空間執しつ刀とうさ」

「く、くう……かんしっとう？」

　ウミネコの体前で暗黒の空間が口を開いている。その中には無数に枝分かれした木のようなものが見え、その枝の一本一本が淡あわい青光を放ち血液のように脈打っている。

「まあ俺が勝手に名付けたんで呼び名とかは適当だけどな。んでこれがプラーナの枝って言って、なんというか……気の流れみたいなもの？　それでこうやって実際にこのウミネコの体調を内部から視し診しんすることができる。で、ざっと見た感じ、ここが怪あやしいな」

　狛矢は枝の一部を指差した。それは目を凝こらして良く見なければ分からないほどの細さい緻ちな異常。他の場所と違って青光の脈動が滞とどこおっている箇所がある。

「消化器系に障害が起きてるな。臓器そのものは機能しているようだから問題はこの流れを止めているもの。それはほぼこの異物のせいで決定だろう」

　滞りのすぐ傍そばにうっすらと見える濁にごりのようなもの。それを指摘する。

「異物ってなんだ？」

「恐らく釣つり糸いとか何かだと思う。釣り人びとが捨てたものを誤って飲み込んじゃったんだろ。あれは消化し切れないからな。それに釣り針ばりらしきものも胃い壁へきに刺さったままだし、これが摂せつ食しよく時に痛みとなって表れるから自然と食べる事を拒きよ否ひするようになったんだろうな」

「それで……」

「治せるのか、ってことだろ？」

　言いかけた彼女の言葉を繋つないだ。それが気に入らなかったのか無言で頬を膨ふくらませる。

「大だい丈じよう夫ぶ、開いただけで閉じるなんてことはしねーよ。まあ見とけ」

　狛はく矢やはアクラルを構え再び元繰糸スレツドを紡ぐ。紅こう焔えん元素で紡がれた溶解カロルによって異物を分解除去。蒼そう水すい元素で紡いだ奔流リヴスによって患かん部ぶの殺さつ菌きんと止血。最後に錆せい土ど元素を用いた雷霆ラフイによって開いた空間を縫ほう合ごうした。

「ついでにプラーナの流れを促そく進しんさせて僅かだが体力を回復させておいた。これで食い物は自分で探せるな？」

　アクラルを下げるとウミネコは自分の身を確かく認にんするように瞬きを二、三度繰くり返かえした。その矢先、弱った体を奮い立たせてウミネコは大きくその翼を羽ばたかせた。瞬またたく間まに飛び上がり、まだ少し飛行にぎこちなさを残しながらも大空へと戻ってゆく。

　士し央おはその姿を追うように柵に張り付いて空を見上げていた。飛び立ったものを見送るその顔は安あん堵どと共に彼女の中にある優やさしさが滲にじみ出でていた。それはあまり見せることのない無防備で無む垢くな姿。

「ふう……疲つかれた。やっぱこれ神経使うわ」

　飛び立ったウミネコを目で追っていた士央は狛矢が吐ついた溜息によってようやく引き戻される。

「なんなんだそれは？　元繰術なのか？」

「ああ、間違いなく元繰術さ。でも元々は闇生物ヴアイラスを倒たおす為の力だから、力の加減を間違うと大変なことになっちまうがな。この繊せん細さいな元繰糸スレツド捌さばきがひじょーに神経磨すり減へるんだよね」

「だよね……って、なんでそんなことができるんだ」

　彼女は不思議な生き物でも見るような目で狛矢を見る。

「その辺はね……色々と思し考こう錯さく誤ごしてたら出来ちゃったって感じ？」

「はあ!?」

　納なつ得とくいかない様子の士央。

　本当はかなりの苦労と苦心を重ねてやっとそれらしいものへと辿たどり着つくことができたのだが……。

　──そこまでして得たかった真の理由。

　それは──

　──一人の少女の顔が脳のう裏りに浮かぶ。

「ま、いいや。俺もう今日は疲れたから他回るの無しね。ちょっとそこで休ませて」

「おいっ、私はまだ……」

　狛はく矢やは逃にげるように近場にあったカフェへと足を向けた。







　そこは海を見下ろせる散策路沿いというロケーションにぴったりなテラス形式のカフェ。野外であっても挽ひき立てのコーヒー豆の香かおりが漂うその場所の一角で狛矢達は暫しの休きゆう憩けいを取っていた。木製のテーブルと椅子。そこに向かい合わせで座り、会話らしい会話もなく、ただ傾かたむき始めた陽ひを横顔に受けながら茫ぼう漠ばくとしていた。

　狛矢は背もたれに身を思い切り預け、両足を投げ出だして項うな垂だれている。そんな風だから士し央おとてかける言葉も無い。ただアイスカフェラテを前にストローを銜くわえ、ふて腐くされた顔をしていた。

「なあ」

「あん？」

　疲れていたというのもあるが適当な返事をしたせいで彼女の顔色が曇くもるのを横目に見た。

「これが恋こい人びと同士の在り方か？」

「そういう設定なだけだろ？」

「まあそうだが……しかし狛矢が提案したのだぞ？」

「俺は愛人っていうのがおかしいんじゃねーかって言っただけだ」

「ふむ……そうか」

　士央は口を横に引き結んで黙だまってしまう。それを狛矢は側目に見ていた。

　こうして見れば彼女はそこらにはそうそういない美び貌ぼうの持ち主である。恋人同士というのがたとえ設定だけのものであっても釣り合あわないのは当然自分の方だろうと思う。それでもなぜか、いつまでもこうしていたいと思う自分がいるから不思議だ。そもそもなんでここにこうして二人でいる今があるのだろうかと考える。出会いは偶ぐう然ぜんだったが、どうしても彼女のことが気になって、それで自分から動いたのが本当の切きっ掛けだった。どうして気になったのだろうか？

　ふと顔を上げる。眼前の彼女はテーブル上に目線を落とし何かを考えているようでもあった。寂さみしげなその姿を見ている内に狛矢はふと思い立って席を立つ。

「どこへ行く？」

　急にそうしたものだから彼女は不安げに尋ねてきた。

「ちょっとな。すぐに戻る」

　ぼんやりとする彼女を席に置いて数分。再び戻ってくると彼女は退たい屈くつそうに頬ほお杖づえを突いて海の方角を見ていた。そんな彼女の前に狛はく矢やは一枚の丸皿を差し出す。テーブルに陶とう器きが当たるコトリという音に反応して彼女はそれに気が付いた。

「これ……は？」

　彼女の目の前に置かれたのはアイシングが施ほどこされたサクサクのオールドファッションドーナツ。生地に練り込まれた甘あまいバニラの香りが手元にまで漂ってくる。

「この前の礼だ」

「この前？」

　狛矢は席に着くや璃り音おんの所での出来事を口にした。

「あの時お前、俺を庇かばってくれただろ？　それだ」

　燎りようとの遣やり取り。それは狛矢にとってはいつものことであり、簡単に受け流す術も心得ていた。しかし彼女はその間に入り、面と向かって対峙した。はなから相手をする気などない狛矢にとっては驚おどろきの行動だったのだ。

「あれは……ただ……その……」

　彼女は下を向いて言葉を濁す。はっきりとしない態度に狛矢はそーっとドーナツに手を伸ばす。

「嫌いやならいいんだ。これは俺が食うから」

　べしっ

「いたっ」

　手の甲こうを思い切り叩かれた。ヒリヒリとした感覚が残る。

「これは貰もらう」

「なんだよ、なら最初からそう素直に……」

「ただし半分こだ」

「はい？」

「それの方が恋人らしいだろ？」

「まだそこに拘こだわってんのかお前は」

「加えて特別にアーンしてあげよう。更さらに恋人らしいだろ？」

「ア……アーン？」

　狛矢は口くち端はを引き攣つらせる。

「さあ口を開け」

「色気も何も無い言葉でそう言われてもな……」

　士し央おはドーナツを真っ二つに割り、その一方を狛矢の口元に近付けてくる。何かが違う気がするし、一口で食べられるようなサイズではない。そして何よりも違和感があったのはドーナツを差し出してくる彼女の手が小刻みに震えていたことだった。手元から視線を彼女の方へ移すと顔を赤くして必死に頑がん張ばっている姿が窺えた。

（そうまでされちゃあな……）

　狛はく矢やは覚かく悟ごを決めた。

「しゃ……しゃーねな。それじゃ……アー……」

　口を開け、なぜか目を瞑つむり、甘いそれが口の中に広がることを想像して待ち構える。

　がしかし、濃のう厚こうで芳ほう醇じゆんな香りのそれは口内に放ほうり込まれることはなく、代わりに頬の辺りにしっとりとした感覚がねじ込まれた。

「ぶほっ、ふぁにひゃってんだ」

「手元が狂くるっただけだ。今度は外さない」

「外さないっ……て、ふごっ」

　今度は鼻だった。

「もういいから無理するな。俺の顔を油塗まみれにする気か？」

「む、無理ではない！　顔はこれで拭ふけ」

　そう言って彼女は自分の持ち物から黒いティッシュを差し出す。
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「なんでティッシュまで黒いんだよ。黒グッズを集めるのが趣味か？」

「趣味というわけじゃないが……他にも黒絆ばん創そう膏こうとか黒綿棒とかもあるぞ」

　それらを机の上に並べて見せつつ……ドーナツの刺さったフォークを手にする。

「さあ再チャレンジだ」

「それはもういいからっ！　とにかく落ち着けってばっあいだだだだだだだっ!?　刺さってる、堅かたいのが刺さってるよ!!」

「狛矢の口が小さいのがいけない」

「とうとう俺のせいかよっ！」

「その口ではスナイパーライフルで狙ねらわなければ無理だ」

「俺の口をピンポイントで攻めるなよ。それにスナイパーライフルってこの至近距離で撃うつ気か？　狙そ撃げきの意味ねーだろ」

　既にドーナツのこととは関係のない方向へと話が進み出したその時分だった。

「あら？　士し央おじゃない」

　テーブルの至近で声が上がった。見るとそこには同年代と思おぼしき少女が目の前に立っていた。三つ編みに眼鏡という知的で真ま面じ目めな容よう貌ぼうをした彼女。士央にも知り合いや友達らしいものがいるのかと僅わずかに安堵しかけたのだが、それはすぐに取り消される。最初は驚いた様子でいた眼鏡の少女は、狛はく矢やの方をチラリと一いち瞥べつすると士し央おの方へ視線を戻もどし、その穏おだやかな表情を一変させたのだ。それは非常に険しい侮ぶ蔑べつの相貌。その険相から出た言葉は士央の心を締め上げるものだった。




「どうしてまだ生きてるの？」




　狛矢は少女の口から出た言葉が最初何を言っているのか理解できなかった。その意味も一秒ごとにじわじわと染しみ込み始め、体の中が熱くなってゆくのが分かる。

　士央は俯いたままどこへとも視線をやれずに硬こう直ちよくしていた。だがその行動は狛矢が知っている他者への拒きよ絶ぜつではない。言われた言葉への恐きよう怖ふと圧あつ迫ぱく。責め立てられた時に受ける震えと、精神の凍とう結けつ。そんな彼女に眼鏡の少女は尚なおも言葉を重ねた。

「まさかデート？　なんでそんなことができるの？　あなたに幸せなんて必要かしら？」

　その時、狛矢には数あま多たの槍が士央の体を串くし刺ざしにするビジュアルが見えた。瞳が潤み、瞳どう孔こうが震える。それは心に亀き裂れつが入り、限界を迎える瞬間。このままではまずいと思った狛矢は椅子を引き、眼鏡の少女の前に立たち塞ふさがった。

「あの……どういう事情だか分からないけど、言葉が少しキツ過ぎませんか？」

　静かに視線を相手に向ける。眼鏡の少女はそれだけで身を退き、僅かに距離を置く。

「あなたは何？　士央に騙だまされてる口？　まあ顔だけはいいものね彼女。でも程ほど々ほどにしとかないと痛い目を見るのはあなたの方よ」

　だからなんなんだと言わんばかりに狛矢は無言で彼女に視線を送るしかなかった。すると少女は居い心ごこ地ちの悪さを感じたのか渋しぶい顔を残し店を出て行く。その際に呟つぶやいた捨すて台詞ぜりふが耳にこびり付く。

「はやく死ねばいいのに」







　狛矢達は寮りようの自室に帰ってきていた。眼鏡の少女と出会った店を出て、暫しばらく二人で商業区を歩いたが、それまでの和なごんだ雰ふん囲い気きは幻まぼろしだったかのように思えるほど、どこかに消えて飛んで行ってしまっていた。ただそこにあるのは気まずい雰囲気だけ。話しかけようにも士央の様子は終始沈しずみ調子でそのタイミングが掴めない。ましてや先さき程ほどの少女のことを尋たずねることなど出来はしなかった。そこで家に帰ろうと提案し軽く頷うなずいただけの彼女を連れてここに戻ってきたのだった。

　今彼女は床ゆかに座り、ソファーベッドに力無く寄りかかって虚うつろな目で窓の外を眺めている。そのまま何の会話もないまま数刻の時が過ぎ、外の景色が藍あい色いろを帯び始めた。そんな頃ころ合あい。

　心配はしていても人間の体は非情だった。そろそろ世間様では多くの人が夕飯を取る時刻。狛はく矢やもそれに混じって空腹が近付いていた。それは士し央おだって変わらないはず。何があっても人は食べなければ生きていけないのだから。

　とにかく夕食だけでも調達してこようと狛矢は玄げん関かんで靴くつを履はく。それに対して今まで抜け殻がらのようになっていた士央がふとこちらに顔を向けた。

　電気も点つけない薄うす暗ぐらい部屋で窓辺に座る彼女は闇に溶とけてしまいそうなくらいだった。しかしその表情だけは淡く白しろ味みを帯びていて朧おぼろ気げに不安の色が窺うかがえる。

「大丈夫、夕飯買ってくるだけだ。すぐ帰ってくるからさ」

　彼女を一人部屋に残すのは忍しのびなかったが、外に行って戻ってきたらいつもの彼女がいて他た愛あいもない会話をしながら夕飯を食べる。そんなことを心のどこかで期待していたのかもしれない。







　スーパーやコンビニなど普ふ段だんの生活に必要な店は商業区まで足を運ばずとも居住区内に一定間かん隔かくで建てられている。狛矢は家を出るとまず一番近くのコンビニへと向かった。

　いつもならば雑誌コーナーに直行の所を今日は素直に弁当コーナーへと向かい適当に二人分の食べ物を見み繕つくろってレジを済ます。後は急いで家に戻るだけだ。

　だが、店を出て数歩の所でその足は止まった。宵よい闇やみに包まれ始めた路面に煌こう々こうと照らされる明かりに一いつ瞬しゆん捕とらわれたのだ。それは今出てきたばかりのコンビニの隣となり。赤あか煉れん瓦が風の建物に緑豊かな生いけ垣がきが配され、未来的な街並みから少しばかり浮いた感じの店。掲げられた木製の看板には『スイーツショップ♪ハーモニー』とある。

「ケーキ屋か」

　長いこと寮に住んでいるのでそこにそれが建っていることは随ずい分ぶん前から知っていたが、とんと甘い物には興味が無かったので立ち寄る機会は皆かい無むに等しかった。だが今いま更さらそれを意識したことには理由がある。

　こんなもので何かを埋められるなんて思っちゃいない。たとえそれが浅はかな考えだと分かっていても再びあの仏ぶつ頂ちよう面づらが見られるならばそれに縋すがってみたくもなる。

　次の瞬間には迷わずケーキ屋の扉とびらを開けていた。中に入ると目の前にメインとなるショーケース。壁へき面めんには焼き菓が子し類などのギフト品が並ぶ。それほど広くないこぢんまりとした店だ。狛矢はショーケースの中身をざっと見渡す。そこには小さな芸術品ともいうべき生菓が子しがまるで宝石の如き輝きを放ちながら並んでいる。これを見れば世の女性が心奪われる理由も理解できるというもの。士し央おが好みそうなものを一つ選び、自分もたまには食べてみようかと二つ目を選ぶ。そして何気なくそのまま流し見していると、とある品物に目が行った。それはカスタードクリームをパイによって何層にも重ねたミルフィーユ。天てつ辺ぺんには小こ粒つぶの苺いちごがのっている。艶つやのある赤々としたそれを見詰めていると彼女のことを思い出す。

（そういえばあいつもこれが好きだったなあ……苺がのったやつは特に）

「以上でお決まりですか？」

　思い耽ふけっていると朗ほがらかな声に覚まされた。前を向けばメイド服に身を包んだ女性店員がにこやかな笑え顔がおで狛はく矢やを待っていた。優しそうなお姉さんといった感じだ。

「あっ、すみません。これもお願いします。この一番下のミルフィーユ」

「はい、かしこまりました」

「えっと、それからそれだけ別にして下さい」

「はい♪」

　おっとりとした雰囲気のメイドさんは嫌な顔一つせずにせっせと箱を組み立てている。

　程ほどなくして包みが二つ出来上がった。

　トレイの上に丁度のお金を置いて包みを貰い、

「ありがとうございましたぁ～」

　という気持ちの良い声を背中に受けて店を出た。







　その足はそのまま自宅ではなく別の方角に向かっていた。すぐにでも家に戻りたかったのだが……。

（数十分の寄り道だけど……いいよな。ここ最近ずっと監かん視しされっぱなしだったから随分と会ってないし……）

　そう思いながら一方の手にあるケーキの箱を前に掲げて見詰める。

　狛矢が向かったのは自宅近くにある軌道エレベーター。そこから第一層へと降りる。目の前に広がるのは居住区とは違うすっきりとした街並み。路面舗ほ装そうがしっかりと成され、道はどれも真まっ直すぐに伸びている。それは主要な建物が大きなものしかなく敷しき地ちも広めに取っているせいもある。少し先に退闇校の校舎群、更にその先に第三層にまで達する高さでそびえ立つ退闇庁の庁舎があり、宵闇に溶けてしまった建物の所々で明めい滅めつする赤い非常灯がその巨大な輪りん郭かくを僅かに伝えてきていた。狛矢はそれらの施し設せつとは真反対の方向へと振ふり向いた。そこにはシンプルな形状を成した四角い建物が建っている。第十三号軌道エレベーターの目前にあるその施設。それは退闇庁付属病院。

　この病院はハーモニカに居住する人々が利用する為の施設である。内科、外げ科か、脳神経外科、眼科、皮ひ膚ふ科か、歯科、精神科まで、他にもありとあらゆる科が全て詰つめ込まれている総合病院。だが、この施設には別の一面が存在する。この建物の地下。要するに海面下には地上部分よりも巨大な施設が併へい設せつされているのだ。むしろ地上の一いつ般ぱん診しん療りよう施し設せつの方が併設されている側と言っても過言ではない。では、この退闇庁付属病院の本来の専門は何か？

　それは対闇やみ汚お染せん治ち療りようである。

　海面下には退闇庁が誇ほこる医い療りよう部ぶとその研究施設があり、紅もこの施設から出向してきている。そこは狛矢の目標とする場所でもあった。その研究施設の更に下にはこのハーモニカの暗部とも言うべき施設が広がっている。その施設の名は──闇やみ汚お染せん者しや隔かく離り病びよう棟とう。

　本土に於おいて闇生物ヴアイラスに襲おそわれ汚お染せんを受けた場合、即そく死しでなければ全ての汚お染せん者しやはまずここに送られてくる。それはここが闇汚染治療の唯ゆい一いつにして最大の医い療りよう施し設せつだからだ。

　狛矢は病院を訪おとずれると面会の手続きをして下層へのエレベーターに乗る。隔かく離り病びよう棟とうといっても患かん者じやを見み舞まう家族や退闇庁職員、退闇校生徒など対闇生物ヴアイラスに関かかわる人間ならば手続きさえすれば中に入ることもできる。面会終しゆう了りよう時刻まであと僅かだったが、長居をする予定は無いので丁度良いともいえる。

　海面下七階。中程度汚お染せん者しや病びよう棟とうでエレベーターを降りる。向かう病室は七‐二十三号室。何度となく足を運んできたから慣れている。

　人気の無い廊下を歩き目的の場所へと辿り着く。目の前の扉を開けると小さなダウンライトが室内を淡く照らしていた。十畳じよう程度の個室。海底よりも深い場所に位置するこの階層には窓は無い。その部屋の中央に頭側を壁かべ際ぎわに付けて置かれたベッドがある。しかしそれは普ふ通つうのベッドとは大きく様相が違う。ベッド自体を大きく包み込むように透とう明めいの硝がら子すがカプセルのように張はり巡らされているのだ。

　狛はく矢やは袂たもとの机にケーキの箱を置き、来客用の椅い子すを出して座すわる。

「どうだ、調子は」

　目の前のカプセルに向かって語りかけた。だが返事は無い。透明の硝子の中には横たわる少女の姿があった。

　歳としの頃ころにして十三歳。見ただけで柔やわらかそうな細い毛質の髪かみ。まだ少女の域を出ていない未発達な骨格。長い睫まつ毛げと薄うすい唇は清せい雅がな印象を与あたえる。そのお淑しとやかで優しい雰囲気の彼女を穢けがすものがある。口元には酸素吸入器を付けられ、生まれたままの無垢な肢し体たいには黒く汚染された皮ひ膚ふを覆おおうように体のラインがはっきりと分かる程の極ごく薄うすの装そう甲こうがまとわりついており、それは一見すると人工皮膚のようにも見える。

　右足、左脇わき腹ばら、右胸、顔の左半分。所々を覆うその一つ一つが薄い光を放ち続けていた。

『光こう輝き甲こう薬やくオクホス』

　それが彼女の命を支える元繰医い療りよう器きの名。光こう輝き元素によって絡らく糸しされた闇汚染治療の為の医療器。治ち療りようと謳うたってはいるがその実は汚染の進行を押おし止とどめているに過ぎず、駆く逐ちくする機能は無い。それはこのオクホスに限ったことではない。現在の人類は闇やみ汚お染せんから人を救う術を何一つ持っていないのだから。

「お前の好きな苺がのってるやつ買ってきたぞ」

　やはり返事は無い。そんなことは百も承知だ。しかし今の自分ではそうしてやることぐらいしか出来ない。

　もっと力が欲しい。彼女を救うことの出来る力が。

　延命を続けるだけでは何の救いにもならない。この方法ではいずれ限界が来る。ただじわじわと汚染が進行して行くのを指を銜えて待っているだけだ。

（なのに……俺はまだ……）

　思えば思うほど悔くやしさが込み上げてきて視界が歪ゆがむ。そんな時だった。

　カツーンというリノリウム張りの廊下を蹴ける音が背後に響ひびいた。静せい寂じやくが支配するこの場所でそれはすぐにこの病室の前だと分かる。振り向けば、そこに立っていたのは唇を横に引き結んだ士し央おの姿だった。

「……お前、どうしてここに？」

　別に隠かくしていた訳ではないが、ここには知り合いを連れ込んだことがほとんどなかった為か僅かばかり気持ちが焦あせるのが自分でも分かる。

「腹が減ったというのに、帰りが遅おそいから様子を見に出たのだ。そうしたら寄り道などしてこれはけしからんと思ってな」

「ずっとつけてきたのか？」

「えっ……い、いや、外に出たらたまたま姿を見かけたから。それでだ」

「ほう」

　恐おそらく一人でいることが不安で狛はく矢やが家を出た直後から後をつけてきていたのだろう。

（だったら声かけりゃいいのに）

　しかし、その強がりで無愛想な形なりは塞ぎ込んでいたものがまた前のように回復してきたようで少しばかり安心する。そんな狛矢の横を通り過ぎ、彼女はベッドの前へと進み出てゆっくりとそこに伏ふしている少女の姿を見定める。

「知り合い……なのか？」

　士し央おは横たわる少女を見詰めたままそう尋ねる。

「ああ、知り合いというかなんというか……」

　僅きん少しようの間。

「……玖く珂が深み雪ゆき。俺の妹だ」

　士央の背中がピクリと動いた気がした。だが丁度良い機会とばかりに狛はく矢やはそのまま話を進めた。

「少し前までは軽度汚お染せん者しや病びよう棟とうの方だったんだけどな……。でもこの病室に移ってからは長い方さ。このまま進行が落ち着いてくれればいいんだが……」

「もしかして、狛矢が研究科にいる本当の理由って……彼女を？」

「……別に隠しておきたかった訳じゃなくて……ただ単に……周りから気を遣つかわれるのが苦手だっただけで……」

　士央は痛々しい姿を晒さらす深雪の体を暫くの間見ていた。だがその間は何かを躊躇ためらっているかのようだった。そして、

「…………闇生物ヴアイラスに？」

　聞いてくる彼女の声はなぜか震えているようにも感じたが、ここからではその表情さえ窺い知れない。

「いいや、ネオプラズムからの直接感かん染せんだ。三年前のあの事件、知ってるだろ？」

　ネオプラズム拡大現象。木き更さら津づ市しに発生したネオプラズムが突とつ如じよその勢力範はん囲いを房ぼう総そう半島にまで拡大したあの事象だ。闇汚染は主に闇生物ヴアイラスの牙きばや触しよく手しゆに接せつ触しよくしたことによって感染する。だが感染経路はもう一つあった。それはネオプラズムの異性境界面への直接接触である。普段からあの暗黒ドームに好んで近付く人間はいない。しかしあの拡大現象は別だった。突然起こった爆ばく発はつのようなものから逃のがれるのは困難極きわまりない。闇の中に飲み込まれ黒塩として消えてゆく多くの人々をこの目で見てきたのだ。

「丁度、出かけた時だった。まさかあんなことが起きるなんて思ってもみなかった。俺は退闇校の中等部に上がったばかり、深雪は小学生だった。それでも、そんなひ弱な俺達だけでもなんとか命があったってことが奇き跡せきみたいなもんさ」

　湿しめっぽい話になるのを避さける為、狛矢は最後に軽く笑って見せた。しかしそれに対しての士央の反応は無い。先程までと変わらず茫ぼう然ぜんとそこに立ち尽つくしているだけだ。

「士央？」

　不ふ審しんに思って背中から呼びかけた途端、彼女は糸が切れた操あやつり人にん形ぎようのようにその場にへたり込む。

「お、おいっ！　大丈夫か!?」

　崩れ落おちる体を支えようと慌あわてて手を伸のばす。だがその手には彼女の体は収まることはなかった。狛はく矢やの手を避けるように自ら身を引いたのだ。そして──

「触さわるな!!」

　拒絶。これは初めて彼女と相対した時に感じた感覚。でも今はその時とは大きく違ちがう何かを感じる。強く言い放った彼女は自分で言ったことを後こう悔かいしたのか悲しげな表情を見せる。

「いや、これはちがっ……その……す、すまない……」

　それは消え入るような声。瞳を伏せ、決して目を合わせようとはしない。両りよう腕うでで自らの細い体を抱き、ただ震えている。一体どうしたというのだろうか？　それでも聞いてみないことには何も始まらない。狛矢は彼女を刺し激げきしないように遠巻きに屈かがみ、ゆっくり語りかけようとした。

「うう……」

　その時、屈んだ狛矢の耳に掠かすれた呻うめき声ごえが聞こえてきた。それは目の前の士し央おが発するものではない。となれば……。

　ハッとなって立ち上がる。ベッドの上から覗くと深み雪ゆきが苦痛に顔を歪めていた。

「どうした？　痛むのか？」

　聞いた所で彼女には答える力は無い。闇に蝕むしばまれてゆく苦しみや痛みを訴うつたえる顔。ただ感じることを微かな表情で伝えるだけだ。だが今は苦痛とは違うものを狛矢に伝えようとしている。それが何なのか？　答えはすぐに分かった。

　突如として現れた強い殺気。一いつ瞬しゆんで周囲の空気が凍こおり付いたように思えた。士央もそれには感付いたようで息を飲むようにして顔を上げる。

　鋭するどい殺気が濃のう密みつに集まる一点。それはこの病室内の隅すみ。二人はそこに目を向けた。

「誰だれだ、あんた。どこから入った？」

　狛矢は初対面の相手にぶっきらぼうに投なげ掛ける。それは一目でこの相手とは普通の対応が成り立たないと感じたからだ。

　病室に入ってすぐの部屋の隅。そこに狛矢達たちと同年代と思しき少年が壁かべに寄りかかり立っていた。いつからそこにいたのかは分からない。ただ気配を感じた時にはそこにそうしていた。洗あらい晒ざらしのシャツに黒いパンツ。切りっぱなしの髪は特に整えた形けい跡せきはない。その風ふう貌ぼうに相反して顔立ちは整ったものだったが、前まえ髪がみの合間から覗く双そう眸ぼうからは見る者を視殺できるのではないかと思えるほどの鋭えい利りな眼光を放っていた。

「ふーん、これが例の」

　意外な程通った声。彼かれは狛はく矢やの言葉を無視し、士し央おの体を舐なめるように品定めする。

「おい、質問に答えろ」

「その質問に答える意味が無い。僕ぼくはそこにいる肉にく塊かいに用があるだけだから」

（肉塊？）

「顔見知りか？」

　狛矢は袂の士央にそう尋ねたが彼女は無言で首を横に振った。

　少年は背中で壁を押して身を起こし、そのまま士央に向かって歩みを進める。嫌な予感がした狛矢はすかさずその間に割って入った。それで彼の歩みが止まる。

「クックックククク……」

　彼は肩かたを震わせて笑った。心底おかしいといった様子で腹の底から漏れてくるようなそんな声だ。口端は引き上げられ、目は生気を失いながらも薄うす笑わらいを浮かべている。

「何がおかしい？」

「おかしい？　おかしいね。そりゃおかしい。君はそこにいるただの肉の塊かたまりを守ろうというのだろ？　これがおかしくなくてなんだっていうんだ。クククッ……」

　少年は口元に手を当てて本気で笑いを堪こらえている。その行動は理解不能だったが、彼が明らかに士央を狙っているということだけは理解できた。そして彼女の方も彼を警けい戒かいしているということは見て取れた。それは今まで消しよう沈ちんしていた彼女が少年に向かってメルファを構えるという気き丈じような態度を見せたからだった。

「おやおや、それは何の真ま似ねだい？　僕は素す直なおに一いつ緒しよについてきてくれることを望んでいるだけだ。肉に意志なんてないんだよ。さあ」

　促うながされた彼女は無言で首を横に振る。

　それだけで少年の理性の箍たがは外れた。

　眉み間けんに皺しわが寄り、怒いかりと憎にくしみが折り混ざったものが彼の体を包み込む。そして突き刺ささるような鋭い視線が向けられる。

「なんなんだよ……。それじゃあ仕方がないじゃないか。うん仕方がない。死んじゃう？　死んじゃっていいよね？　だってしょうがないじゃん。肉の分際でそんな態度を示すんだからさ。だから肉は文字通り、肉にして持って帰るとしてだ……。誰だか分からないけど、君、この際だから殺しちゃってもいいよね？　ね？　必要な犠ぎ牲せいってやつ？　残念だけど」

　少年は殺意の言い訳を重ねる。

「この場所はいい。テネブラエの香りがとても濃こい。全てを始めるには最高の場所だね。そう、そうだよ、ここには始まりが広がっている！　ねえ、肉の君ならばそれが分かるだろ？　ここがどういう場所かを！」

　何を言っているのか意味が分からない。だが士し央おはそれに反応しているようだった。

「その瞳ひとみに刻みつけるがいいさ……」

　少年の拳こぶしが大きく振り上げられる。

「色んなものぶちまけて潰つぶれちゃえよ!!」

　刃は物ものや銃じゆう器きならまだしもそれはあまりにお粗そ末まつだった。少年の腕はさほど筋肉質と呼べるものでもなく、むしろ同年代の男子よりも華きや奢しやな部類だ。それで彼が言っているように人が殺せるとは到とう底てい思えなかった。それに少年の拳は体術や武術のなんたるかも心得ていない素人しろうと丸出しのただ力ちから一いつ杯ぱい殴なぐり付けるだけの拳。

　それでも止めることはしなくてはいけない。狛はく矢やは振り下おろされる彼の腕を余よ裕ゆうをもって掴み、残った手を添そえて力を殺しつつ受け流す体勢に入る。後はこのまま相手の力を利用して地にねじ伏せるというシミュレートを組む。だが、相手の腕を掴んだ所で予想外の異変が起きた。

　掴んだ指の合間から立ち上る沼しよう気きのような闇。その存在を視し認にんした直後、少年の右みぎ腕うでは黒炎のようなものに包まれ──発火したのだ。

「ひゃーっははーっ!!」

　狂きよう喜きに満ちた雄お叫たけびを上げ、腕を掴まれているにも拘かかわらず少年は拳に力を籠こめる。それで黒炎が火力を増し膨れ上がる。不思議と熱くはないが、代わりに強きよう烈れつな圧迫を感じる。目には見えないが腕の周囲にそれが渦うずを巻いているようだ。掴み上げたはずの指先は重力に押し潰されるような軋きしむ音を立てる。だがここで手を離はなすわけにもいかない。このままでは背後の士央までも巻き込まれかねないからだ。狛矢の体はその力に押され摺すり跡あとを残しながらじりじりと後退してゆく。

「ミィィィンチィィィィィィィッ!!」

　圧あつ砕さい、粉ふん砕さい、破は砕さい。ただ砕くだき潰すことへの喜びに捕とらわれた顔が間近にある。指の骨を折られればまともに相手をすることも困難になる。そこで狛矢は隙すきだらけになっている少年の胸目め掛がけて右足を蹴り上げた。と、その足は手て応ごたえ無く空を切る。見れば彼は壁際まで身を退いていた。

　そこで状じよう況きよう分ぶん析せきが甘かったことを後悔する。彼の右腕を改めて見れば手先から肘ひじにかけての部分が闇の炎に包まれ今もチロチロと燃えているのが分かる。指先は通常よりも長く伸び、鋭い爪つめのようになっていた。

「お前、それ……」

　狛矢は目を見開いていた。視線がその腕にいっていることに気付いた彼は手を顔前に持ってきて開いたり閉じたりしてみせた。

「ああこれ？　あんまり好きじゃないんだよね、これ」

　あんなものをまたここで振り回まわされればただでは済まない。

　狛はく矢やは意を決して糸解アンタイドする。片刃剣『アクラル』。それを構えたのを見るや少年はにやりとほくそ笑んだ。

「へー元繰術か。君、使えるんだ」

　彼はそれだけ言って爪を立て、構える。

　またあれが来る。今度は隙を突くこともできない。今出来ることは被ひ害がいを最小に抑おさえること。そうすれば後は……。

　そうしている間に闇の爪は眼前に迫せまってきていた。しかし狛矢も既すでに元繰糸スレツドを紡つむいでいる。

「絡らく糸しするは紅こう焔えんの力。顕けん現げんするは紅炎障壁プロミネンス・ウオール」

　線輪が光を放ち、刃はを横に倒して構えると、綿密に縫ぬい合わされた魔法元素の糸が紅あかい炎の渦を空中に燃え上がらせる。それは狛矢と士央を守るように形成された絶対防ぼう壁へき。斬きり付ければ灼しやく熱ねつの炎でその爪を溶かすだけだ。自らそんな愚おろかなことをする人間はいない。防ぼう御ぎよに徹てつしさえすれば相手は勝手に疲ひ弊へいして戦せん闘とう意欲を無くす。現に炎の壁の向こうは静まり返っていた。紅く滾たぎる壁に覆われてその様子は窺えないが作戦の成功を確信した。

　その刹せつ那な、対流し続ける炎の壁を破って五本の黒い爪が狛矢の眼前に突き立てられた。

「な……んだと!?」

　それで頭を串刺しにされる直前、咄とつ嗟さにかわすもその切っ先が狛矢の肩を掠める。

「ぐっ……」

「狛矢っ!!」

　悲痛の叫さけびが背後で上がる。

　なんとかかわしたものの皮膚の一部を斬られた。上着は鋭利な刃物で切り裂さいたかのようにパックリと穴を開け、中のＹシャツには赤い血が滲んでいる。傷は大したことはないが斬られた瞬間、電気が流れるような激しい痛みが全身を襲った。

　障しよう壁へきを完全に貫つらぬき、肘まで入り込んできていた爪は溶けることも焦こげる臭においを出すこともなく、禍まが々まがしい姿のままでそこにある。それだけならまだしも闇の爪は強固に縫われているはずの魔ま術じゆつ絡らく糸しをその手で引き裂こうとしていた。障壁の内側を掴み、そのまま押し広ひろげてゆく。元繰の糸が炎の中でブチブチを音を立てて切れてゆき、その内の数本が空中で無む惨ざんに舞まう。糸を切られた炎は炎としての形を現実で維い持じできず空気に溶け込んで霧む散さんした。

　魔術絡糸され発現した魔法はその糸の結び付きが強固で確実なものであるが故ゆえ、この現実世界で形あるものとして発現できる。それを力づくで引き裂くなど有り得ない行為だった。

「虚空裂爪アビス・スカー。元繰の糸を掻き切る涜とく神しんの爪だよ」

　少年は驕おごるでもなく自らの爪とその力を嫌きらうように吐いて捨てた。

「さぁーて、どれくらいの大きさまで潰せば持ち運びやすいかなあ」

　丸まる裸はだかにされた状態で二人を守るものはもう無い。闇の爪は高く掲かかげられている。狛はく矢やはアクラルを持つ手とは違う側の腕で士し央おの体を引き寄せ真横に避ける。数瞬前までいた場所に犀さい利りな爪が振り下ろされる。しかし避けたことで安心はできなかった。

　その名の如く爪が虚空を切り裂いたのだ。空中にぽっかりと口を開けた闇。そこから追つい撃げきの疾しつ風ぷう刃ばが放たれる。たちまちタイル張りの床が捲まくれ上がり、破砕。その周囲にも鋭利な傷きず痕あとを残す。

（ここが地下だって分かってるのか!?）

　もしアレが壁を崩そうものならたちまち海底下の緩ゆるい土ど砂しやが流れ込み生き埋うめになる事は明白。しかも地下四階より上は海の中に建っている。海水の流入だって起きかねない。そのリスクは当然目の前でそれを振り回す本人にも同じだけある。

（何考えてんだ）

　そこへ床を抉えぐっていた爪が再びこちらに牙を剥むいた。

　激げき突とつ音。咄嗟にアクラルの刀身で受け止めた。だがそこに生まれる空間の裂け目め。そこから刃物のような鋭利さを伴ともなった風が吹ふき付つける。

「くっ」

　刀身に細かい傷が無数に作られて行くのがわかる。反射的に元繰術で障壁を作り出すもそれはすぐに糸いと屑くずとして消える。

　弾はじき返すと今度は吹き返しの風が吹く。それは切り裂かれた空間が空間として安定維持できない為、元の状態に戻ろうとすることから生じるものだった。

　咄嗟の判断でしたことだったが、アレを受け止めることは考えない方がいい。でなければこちらの身が持たない。避ける事に徹するべきだと考えた。

　尚も絶え間なく斬り付けてくる爪を士央を守りながら受け流す。身体能力は高いがでたらめな体捌き。その一つ一つの攻こう撃げきは良く見ればかわすことができるものだったが、如何いかんせんその爪から放たれる追撃の疾風が狛矢の動きを鈍にぶらせる。このままでは体力をじわじわと削けずられるだけで結果は目に見えている。何か新しい手を見つけ出さなくては──

　逃げ回りながら新たな思考に手を付け始めていた時だった。

「なっ、なんの騒さわぎですかこれは!?」

　狛はく矢やの背後でそんな声が上がった。振り向いたそこは病室の入り口。居たのは蒼そう白はくな顔を浮うかべた若いナースだった。どうやらこの騒ぎを聞きつけてやってきたらしい。あれだけ室内で暴れ回っていればそれも当たり前だった。しかし不運にもそれは闇の爪が頭上から振り下ろされようとしていた瞬間だった。狛矢には今からでも避けることは容易たやすい。だが抱かかえて避けるには士し央お一人だけで精せい一いつ杯ぱいだ。背後の彼女までは完全に許容オーバー。途端、ナースが肉にく片へんになって飛び散る映像が脳裏を掠める。

（くそっ！）

　狛矢は一人心の内で決断する。

　右みぎ眼めの虹こう彩さいを取り巻くように紅い光が漏れる。

　直後、視界に靄もやが掛かかり、右目の奥おくで何かが発熱するような感覚を覚える。

　けれども──

　発はつ露ろの光はそのまま消失した。

　なぜなら少年が振り上げた爪から黒炎が消え去っていたのだ。腕は元の姿を取とり戻していて、残ざん虐ぎやくさに支配されていた表情は今では苦く悩のうしているようにも見える。

　廊ろう下かにはバタバタと多くの足音が近付いてきていた。

　少年は胸前に腕を隠すようにして怒ど鳴なる。

「どけ！」

　彼は人目を避けるように目を丸くしているナースを無む理り矢や理り押おし退のけて廊下へと飛び出す。その際ナースは尻しり餅もちを突つき悲鳴を上げた。狛矢が彼女の体を抱き起おこした時には少年の姿は既になく、室内には潰されて床に転がる無惨な形のケーキがあるだけだった。







§　第四糸・賭かけノ贖あがない　§







　それは極ごくありふれた四人家族が過ごす日曜日だった。商社に勤めるサラリーマンの父。専業主婦の母。小学校に通う妹の深み雪ゆき。そして元繰糸スレツドの陽性判定を受け退たい闇あん校こうに通う狛はく矢やはこの春、中等部に進級したばかりだった。初等部の頃からハーモニカの寮で暮らしてきた狛矢は休日ともなると実家に戻り家族でこうして過ごすことが日常になっていた。今日は全員で少しばかり家から離れた河原へ出向いてのバーベキュー。もともとこういったものが好きだった父が買い集めては揃そろえていったアウトドアグッズが総動員されていた。そんな父は今、大型のグリルに炭を敷しき詰め火を起こすことに没ぼつ頭とうしている。母は家で下準備をしてきた食材を広げている所だった。まだまだ肉が焼ける匂においがしてくるまでには相当時間が掛かりそうな雰囲気だったので手伝いもせず狛矢と深雪は共に川辺まで遊びに出ていた。父親としての威い信しんをかけての火起こしらしいから仕方がない。

　川は浅く緩やかな流れを目の前で湛たたえていた。遠くを見み渡わたせば、向こう岸でも同じようにアウトドアに興じる家族連れや河か川せん敷しきでボール遊びなどをしている子供達の姿が見える。

「おし、何回いけるか勝負だ」

　手ぶらで来ていた狛矢は手て持もち無ぶ沙さ汰たになって足あし下もとの小石を拾い上げた。平たい石をサイドスローの形で構える。水切りの構えだった。

「え～やだよぉ、勝負とかー。私がかなうわけないの分かってやるんだもん」

「そりゃやってみなければ分かんないぜ？　単純に力とかじゃなくこーゆうのは技術だと思うんだよ」

「そんなこと言っても騙されないよ？　いっつもそれで半分こだったお菓子取られちゃうんだもん」

　深雪は膨れっ面つらで狛矢を睨にらみ付ける。しかし元来円つぶらな瞳は目め一いつ杯ぱい睨にらみを利きかせても柔にゆう和わなままだ。

「一体、いつの話をしてんだ？　今はそんなことしねーよ。ほれ、先にやってみな」

　手から手へ小石が渡わたる。素直に受け取った彼かの女じよはぎこちないながらも狛矢の形を真似してそれを投げた。

　ポチャ

　ただ一つだけ耳に届く水面を穿うがつ音。

「ぶっ……ぶっはっはっはははは」

「むー」

　水面に広がる一輪の波は紋もんが消えるや否いなや、狛はく矢やは腹を抱えて爆ばく笑しようした。深み雪ゆきはむくれた顔で悔しそうにしている。

「ごめんごめん、ちゃんと上う手まいやり方教えてやるよ」

　すぐに詫わびて、持ち方から投げるモーションまでを逐ちく一いち指導する。数分のレッスンの後、再チャレンジ。

　ピチャ、ピチャ、ピチャ、ポチャ

「うわっ、できた！　ほんとにできたよお兄ちゃん！」

　僅か数回水面を跳はねただけだったが、それでも彼女は大喜びで今も自分が投げた跡を指差して感激していた。

「ふっふーこれも俺おれの指導があってのことだな」

「うん、そうだよ。すごいよお兄ちゃん」

　そうやって兄の事をうっかり信じ切って尊敬してしまう妹を不ふ憫びんに思いつつ、そんな何でもない日常に愛いとおしさを感じていた。

　玉たま響ゆら、不意に気温が下がったのか肌はだ寒さむさを感じた。冷気のようなものが体を撫なでてゆく。

　何かがおかしい。

　体がそう訴えている。空にある雲は制止ボタンを押したかのように形を変えず止まったままであるし、周囲でしていた小鳥の囀さえずりや河流の音も含ふくめ自然音がどこかへ吸収されてしまったように無くなり静まり返っている。それにはさすがに深雪も感付いたようで辺りを不安げに見回している。

「お兄ちゃん……？」

「戻ろう。なんかやばい気がする」

　元繰糸スレツドを持つ者としての勘かんか？　狛矢自身の本能的なものか？　何かは分からないが胸むな騒さわぎがする。とにかくここに居続けることが良しと思えなかったので父達がいる場所まで戻ろうと促したのだった。川辺に背を向け小走りに砂じや利りを蹴り始める。

　刹那──

　背中に大きな影かげを感じた。思わず振り返るとそこには空を大きく覆う暗黒の津つ波なみ。ビルよりも遥はるかに高く、空にあったはずの太陽すらも今はもう見えない。それだけじゃなく、その闇はこちらに向かって進行してきていた。現に対岸で余よ暇かを過ごしていた人達はその闇に飲まれ消えてゆくのがここからでも視認できた。中にはまだ家族を連れて逃げ惑まどう人。彼女を先に逃がして自分は闇に片足を掴つかまれた青年の姿。さっきまでボール遊びをしていた子供達が今まさに黒塩となって消えてゆく瞬しゆん間かん。そういったものが悲鳴と共にこちら側にまで響いてきている。
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「闇生物ヴアイラスなの!?」

　怯おびえる深み雪ゆきの顔がすぐ袂にある。闇は川を越こえ始めていた。

「分からない……でも急ぐぞ！」

「う、うん」

　何が起きているのか？　それは分からない。事情が分かった所でどうにかなるわけじゃないが、心を落ち着かせる何かが欲ほしかった。焦りが思考を妨さまたげる。

　来た道を帰るのでは遠回りになる。それに直線距きよ離りで向かわなければ間に合いそうにない。心を決めて草の刈かられていない道を選ぶ。背せ丈たけほどまで覆い茂しげる雑草を掻き分わけるとすぐに小さな土手が現れた。こっちで正解だった。ここを登れば目的の場所は目前だ。深雪を先に上らせて、その後に続く。そこでこちらに向かって伸ばされた手があった。それは父の手だった。異変に気付いて母と共に迎むかえに来てくれたのだ。

「大丈夫か？　車まで走るぞ」

「ああ」

　そこからは四人で固まって走った。せっかく準備したバーベキュー用品の横を通り過ぎ、息が上がりながらも走り続けると目の前に大きな堤てい防ぼうが見えてくる。堤防の上には我わが家やの車が止まっていた。

「あっ」

　見慣れていたものが視界に入り、安あん堵どの気持ちが生まれた時だった。すぐ後ろを走っていたはずの母親が小さな声を上げたのだ。見れば砂利に足を取られ挫くじいたのかその場で蹲うずくまってしまっている。しかもその数十メートル後ろにはいつの間に距離を狭せばめたのか、もうあの闇が迫ってきていた。小石を爆はぜながら黒い粒りゆう子しを撒まき散ちらし無む尽じん蔵ぞうに全てを飲み込んでゆく。

「狛はく矢や、行けるな？」

　それが何を意味する言葉なのかは父から渡されたもので分かった。それは車のキー。

「お前は昔からなんでもそつなく出来る子だった。深雪を頼たのむぞ」

「父さん!?」

　父は鍵かぎだけを渡すと母親のもとへと走って行く。威い厳げんに満ちた声を残して。

「早く行け!!　父さん達もすぐに行く！」

　今はその言葉を信じるしかなかった。

「深雪、行くぞ！」

「で、でも……お母さん達が」

「大だい丈じよう夫ぶだから！」

　深み雪ゆきの腕うでを無理に引っ張り走り出す。駆かけながらチラリと背後を見み遣やると母が父の肩を借りて立ち上がった所だった。もう彼らの背後数メートルに闇は迫っていた。今からでは到とう底てい逃のがれられない距離である。それは本人達が一番悟さとっていた。父達はそこから逃げようとする素そ振ぶりさえ見せないどころか、互たがいに強く抱だきしめ合い迫り来る闇を静かに煽あおり見ていた。

「……お兄ちゃん!?」

「振り向むくな!!」

　それは自分に言い聞かせた言葉だったのかもしれない。不安に怯える深雪に大だい喝かつし、一気に堤防を駆け上がった。狛はく矢やは運転席に乗り込み、何も言わずして深雪も助手席に座った。

「運転したこと無いなんて言ってらんないよな！」

　キーを差すとセルモーターが回る。しかしエンジン音より先に隣で叫び声が上がった。

「きゃっ!?」

「なんだ!?」

　闇は既に車の左半分を侵しん食しよくしていたのだ。深雪はシートに座りながらも汚お泥でいのようなドス黒い空間に沈んで行く。手を伸ばしそこから引っ張り出そうとするが、それよりも早く狛矢の体は闇に飲み込まれた。

　辺りは一片の光も存在しない闇だった。闇は肺の中まで入り込み、胃や内臓の隅すみ々ずみまで行いき渡る。それらが体内の酸素という酸素を食い尽くしていくかのようだった。

　──苦しい。

　思う感情はただそれだけだった。それでも狛矢は何かの糸口を探そうと冥々の空間を見回す。すると光が皆無の場所でなぜか深雪の姿だけがそこにはっきりとあるのが分かった。

（深雪っ……！）

　叫ぶが声は出ない。彼女の体は既に闇に汚染され右の足先と左の手先で黒塩化現象が始まっている。

　助けなくては。自分が救わなくては。その思いに重なるように父親の顔が浮かぶ。

（何ができる？　今の自分に何が）

　苛いら立だちが拳の握にぎりを強くする。そこで自身の右手に線せん輪りんがあることに気付いた。迷わず糸解アンタイドし、中から取り出したのは簡素なデザインの短たん剣けん。銀色を放つそれは、

　元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機き。

　技術科の生徒が組み立てた練習用のキット品。中等部に上がってすぐに与えられたものだ。

（そう、俺は……闇と戦える力を持って生まれてきたんだ。ここでそれを使わなくて……どうする！　その為の退闇校にも通って……何を勉強してたっていうんだ！　何もせずに終わるのか？　それは……嫌だ!!）

　救いたい。

　救いたい。

　救いたい。

　深み雪ゆきも、父も、母も、全てを──。

（我は紡ぐ──）

　狛はく矢やは元繰の糸を紡いだ。この闇しかない空間で。

　元繰術。それが狛矢に授さずけられた力であり残された力。

（それでこの闇を断たち斬る！）

　不思議と研とぎ澄すまされた感覚。元繰紡術機を通して伸びる元繰糸スレツドの一本一本が自分の手足のようにはっきりと捉とらえられる。

（いける……！）

　そう思った。今自分が持てる全ての力が集約された魔ま術じゆつ絡らく糸し。それが完成されようとしたその時、周囲に伸ばした元繰糸スレツドの全てが瞬またたく間まに闇色に染まってゆく。見えていたはずの糸が闇に溶けてゆく。同時に強い痛みが右眼を襲った。

（ぐうわぁぁぁっ!!）

　瞳に入り込んだ何かが燃えるような熱を発する。そこから発火して全身が焼やけ爛ただれてしまうのではないかと思えるくらいに。眼球を押さえた指の間からは紅い光が漏もれる。苦痛に脳が揺ゆさぶられ、自分の意志とは無関係に新たな魔術絡糸が成されてゆく。

　何が起きようとしているのか？

　それを見ぬまま狛矢の意識はそこで途と絶だえた。
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　嫌な夢にうなされて目が覚めるとそこは病院の処置室だった。先程の戦闘で傷を負ってしまった狛矢はここで手当をしてもらい、かすり傷程度だったのですぐに帰ろうと思っていたのだが、少し休んでゆくようにと医師に勧すすめられ仕方なくぼんやりとしていた所、ついウトウトとしてしまったらしい。

　室内は四つ程のベッドと小さな椅子がいくつかあるだけで他には何もない清潔な空間。患者は誰もおらず、遠くの方であの時のナースが器具の手入れをしている。窓の外は暗かったが、建物や外灯の明かりがちらほらと窺えたのでそこが海面上であることは分かる。

　どのくらいに時間が経たったのだろうか？　時計は無いが、とりあえず夜は明けてないようなのでそんなには時間は経っていないと判断する。

　寝ね惚ぼけ眼まなこがはっきりとしてくるとそこに士し央おがいないことに気付く。

（確か処置を受けていた時は傍そばにいたはずなんだけどな……外にでも行ってるのか？）

　探るように辺りを見渡しているとその様子に気付いたナースが近付いてくる。

「あら、お目覚め？」

「ああ、なんか寝ねちゃってたみたいです。どれくらいそうしてたか分かります？」

「うーん一時間くらいかなあ」

「そうですか、そんなもんか……」

「それより！　もうあんなことしちゃ駄だ目めですからね？」

「えっ？　あ、ああ……すみません」

　何のことかと戸と惑まどったが思い出した。さっきの病室内での騒ぎは学生同士の喧けん嘩かっていう線で話が落ち着いていたのだ。本当のことを伝えても話がややこしくなるだろうし、士央もそれを良しとしないだろうから。それに『本当のこと』というのも狛はく矢や自身知らないのだから説明のしようがないのも確かだった。

「本来は学校と親おや御ごさんに連れん絡らくする所なんですからね」

「それはもう重々……大変申し訳なく思ってます……ハイ」

　狛矢はベッドの上に土下座し、平ひら謝あやまりを繰くり返す。

「反省しているなら、良し」

「あ、それはそうと連れの女の子がここにいたと思うんですが、今どこにいるか知りません？　長い髪でちょっとばかり無愛想な……」

「ああ、あの子ね。あの子なら帰ったわよ」

「帰った？」

　その言葉に違い和わ感かんを感じる。

「そうよ、君が寝ちゃってからすぐに。あなたの彼かれ氏しじゃないの？　って尋ねたら、違います。知らない人です。って言って出てっちゃったわ。私はてっきり彼女を巡めぐっての男同士の闘たたかいかと思ってたのにぃ」

　苦笑いを浮かべつつ士央のことを考える。

（どういうつもりだ、あいつ……）

　とにかく様子がおかしいのと、良く分からん奴やつに狙われているのは確かだ。そんな状態で一人にさせておくわけにはいかない。

「すみません、俺帰ります！」

「えっ？　ちょっと、もう平気なの!?」

「ありがとうございました！」

　そのまま病院を出る。その足で迷わず向かったのは寮の自室。玄げん関かん先さきの小窓から明かりが漏れてきていないことに不安を覚えながらもドアを開ける。

　中は真っ暗だった。無論、士し央おの姿もない。

　電気を付け、一応クローゼットの中やトイレまで確認してみるが当然の結果があるだけだった。

「ったく、手間かけさせんなよな……」

　吐き捨てるが手立ては無く、ただ六畳じよう間の真ん中で茫然と立ち尽くしていた。すると玄関の方でこの部屋に近付いてくる足音が聞こえる。まさかと思いそちらに意識を向けるも、その足音は狛はく矢やの部屋の前を通り過ぎ、隣の家の扉が閉まる音で完結した。

　期待していた自分に嘆たん息そくし、項うな垂だれる。が、そこでドアポストの中に白い紙が入っていることに気が付いた。家を出る前はそんなものは無かったから夕食を買いに出た後に投とう函かんされたものだと考えられる。ということは……

　狛矢はドアポストに飛び付き、蓋ふたを開ける。直後、チャリンという音と共に鍵が玄関の土間に転がる。だがそれを拾い上げることもせず、紙に書かれた文字を追った。

『ご迷めい惑わくをおかけしました。お世話になりました』

　味気無いただそれだけの一文だった。裏返してみようが、隅まで探さぐってみようが、それしかない。

「……らしくないことしやがって」

　足下から拾った鍵を握り締しめると、部屋に戻り携けい帯たいを取り出す。履り歴れきの頭にあるやつを選んで発信。数回のコールで相手は出た。

《もしー？　なに、どうしたの？》

　学校で散々耳にしている調子の良い声が聞こえてくる。風ふう吾ごだ。

「あのさ、四十崎の家の場所、お前なら分かるんじゃないかと思って」

《おおっ!?　家まで乗り込む気か？　大だい胆たんだねえ。てか、お前ら付き合ってる癖くせに知らない方がどうかと思うのだが》

「いいから、調べられるのか？」

《分かるよー？　俺を誰だと思ってんの？　退闇校の主ヌシとまで呼ばれてるんだぜ？》

「嫌いやな呼ばれ方だな」

《他クラスだけでなく他学年の名めい簿ぼまで全部ゲットしてるからお任せあれ。ちょいまち》

　数分後、彼から一つの電話番号を聞き出すことが出来た。それが士し央おの家のものらしい。ついでに住所まで教えて貰った。

「すまん、助かる」

《礼には及およばんよ。健けん闘とうを祈いのる》

　と言って彼は一方的に通話を切った。

「さて」

　狛はく矢やはメモを片手に考える。保護者の名前は四あ十い崎さき静しず恵え。母親だろうか？　とにかく彼女が行きそうな場所が他に思い付かないのでその場所に縋るしかない。狛矢は再び携帯を開いた。

　電話口に出たのは教えて貰った名前の女性だった。その声こわ色いろから最初は穏おん和わなイメージを抱いていたが、士央のことを口に出した途と端たん、彼女の態度が豹ひよう変へんした。そこからは「ここにはいない」の一点張りで、それでも何とか食い下がり聞き出せたのは別の住所と彼女が士央の遠い親しん戚せきであるということだけだった。

　最初に風吾に教えて貰った時からその住所には違和感があった。退闇校に通う者ならばハーモニカ内の寮や居住区に住まいを構えるのが普通だ。しかしその住所は本土のものだった。しかも毎日通うのにも無理がある場所である。狛矢の家に転がり込む前にそこに住んでいたとは考えにくい。一方、突っぱねるような口調で教えられた住所はハーモニカ内の退闇庁職員居住区のものだった。

（とりあえずここに行ってみるしかないか）

　狛矢は部屋を飛び出した。







　居住区の一角に退闇庁に勤務する職員の為ために造られた区画がある。これといって他の居住区とは見た目も内容も変わらないが本庁舎に通い易やすい場所、いわゆる層中心部に確保されている。それでも退闇士ステラライザーのほとんど、中でも元繰術士スレツドスピナーなど危急的な仕事に携たずさわる者は連れん絡らく橋きようのある一層目に居住を構えている場合が多い。よってこの場所に住む者はその他の部署の人間が大部分である。

　狛矢はその居住区画に来ていた。区画といっても特に柵さくがある訳でもラインが引かれている訳でもなく一いつ般ぱんの人間も普通に足を踏ふみ入いれることの出来る場所である。

　辺りには狭せまいハーモニカ上で合理的に居住空間を確保する為に建てられた高層マンションが碁ご盤ばんの目のように並んでいる。どれも全く同じ色形を成しているので敷地前に掲げられた棟とう番が無ければ目的地に辿たどり着つくことは容易ではない。

　目的の場所はてっきりこの中にあると思っていた。しかし住所の通りに行ってみると意外にも戸建ての住宅街へと出た。同じ様式の建物が数十軒けん並んでおり、どれも鉄筋コンクリート製の無む味み乾かん燥そうな建物だったが、造り自体は豪ごう奢しやでこのハーモニカ上においては考えられないほどの広い敷地を持っていた。唖あ然ぜんとしながらもその光景を見ている内に思い出す。それは退闇庁の中でも要職に就ついている人間が住む居住区だった。そんな場所とは全く以て無む縁えんだったので頭から抜ぬけ落ちていたのだ。

「まじかよ……」

　それは場ば違ちがいな場所に戸惑う声のはずだった。だが目的の一軒の前に立った所でその意味が変わる。

　狛はく矢やは目を見張った。

　声は出なかった。

　眼前にある頑がん丈じようそうな門。そして門柱から続く敷地を囲うコンクリート塀べい。そこに所ところ狭せましと張り紙が貼はられ、中には直接スプレー塗と料りようやマジックで落書きが為されていたのだ。その全すべてがここに住む者を蔑さげすみ、恨うらみ、罵ののしる言葉だった。

『死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね……』

　罵ば詈り雑ぞう言ごんと誹ひ謗ぼう中傷が隙すき間ま無く埋め尽くす。そんな怨おん念ねんに満ちた文字の波に気分が悪くなる。

（なんなんだよ、これは……）

　異様な雰ふん囲い気きに飲まれそうになりながらも門柱のインターホンを押す。返事は無い。門は開いていたので恐る恐る庭を進んで玄げん関かん前まえへと向かう。

　敷しき地ち内ないまでは荒あらされてはいなかった事に僅かばかり安堵し、恐る恐るドアノブに取り付いた。鍵は開いていた。

　一時躊躇ためらいつつも薄くドアを開き中の様子を探る。居住しているような気配が全く無い。そこには薄うす暗ぐらい空間が広がっているだけだ。明かりは点ついていなかったが、外から差し込む外灯の光で僅かに中の様子が伝わってくる。

「……おじゃまします」

　靴くつを脱ぬいで壁を伝いながらゆっくりとした足取りで廊下を進む。ようやく電気のスイッチを見つけてそれを入れると中の様子が露あらわになった。

　まるでモデルルームのような整然とした室内。圧あつ倒とう的てきに物が少なく、生活感が感じられない。置かれている家財も埃ほこりっぽく、暫しばらく人が触ふれたり出入りした形跡が見受けられない。唯一、人の気配を感じたのはダイニングの食しよく卓たくの上に大量に積み上げられた『モニカちゃんパン』の空き袋ぶくろの山だけだった。

『モニカちゃんパン』、通つう称しよう『モニパン』はハーモニカのマスコットキャラクターであるモニカちゃんをモチーフにした菓か子しパンで、緑色の得体の知れないクリームと何種類かのオマケシールが付いているのが特とく徴ちようだ。

「これは……士し央おのやつ……か？」

　確かに彼女はモニカちゃん好きだが……この有様ではこれが主食の勢いだ。だがそれは確かに士央が今までここに住んでいたと思わせる形跡であり、彼女の気配を残すものだった。

　狛はく矢やは希望を抱いてまだ見ていない部屋を探る。

　足を踏み入れた部屋はスチールの机と同素材の本ほん棚だな、そしてベッドがあるだけの無味乾燥な部屋。

　しかし、

「!?」

　そのベッドに力無くもたれかかっているものがあった。それはまさしく──

「おいっ!?」

　士央が白いシーツの上で上半身をうつ伏ぶせにし、足を床ゆかに投げ出して倒たおれていた。その体勢は明らかに異常を伝えるものだった。

（まさか、さっきの今であの少年に襲われたのか!?）

　最悪の予感が狛矢の身を貫く。

　すかさず駆け寄よって腕に抱き、仰あお向むけにさせる。

　──そこで更さらに大きな衝しよう撃げきが狛矢を襲った。

「血……なのか？」

　士央の口元から流れ落ちるそれに確信が持てなかったのは、狛矢が知る血液とは違う色を成していたからだった。

　黒血。

　墨すみよりも更に深い黒。それが滴したたり落ち、シーツの白を染めている。

　見たところ外傷も無い。室内に進入された痕こん跡せきも、争あらそった跡も無い。

（襲われた訳ではない？　ということは……内部からの出血？）

　ふと彼女が伏していた傍かたわらにあの黒いハンカチが落ちていることに気付く。それを拾い上げると表面は僅かに湿っていた。

　触れたことで指先に付着する黒色。

「カムフラージュか……黒血を隠す為の……」

　知識の範はん疇ちゆう外にあるものを目にし自分でも戸惑いが収まらないのが分かる。しかし今は士し央おの容態の方が優先だ。狛はく矢やは彼女の体をそっとベッドに寝かせ診しん察さつを開始する。

　呼吸、正常。脈みやく拍はく、正常。瞳孔、収縮運動を確かく認にん。外傷無し。気を失っているだけのように見えるが吐と血けつの原因が気になる。全てが正常であるというのに体温はかなり低くいようだし、血の流出は止まっていないようにも見える。

　おかしい。

　直感的に上着を脱がし、ブラウスの前を弛ゆるめて胸むな元もとに指腹を当ててみる。先程手首で脈を測って正常だったはずなのに心音に乱れを感じる。試ためしに頸けい動どう脈みやくで測ってみるもこちらでも不整脈がある。もう一度手首で測るとこちらは正常だった。

（部位によってバラバラ？）

　吐血の原因として考えられるのは胃内部からのものが有力だが、こうも常識が通じない症しよう状じようではそれもどうかと思う。こればかりはレントゲンやＣＴ、ＭＲＩないしは切開してみなければ確かめられない。それにはそれなりの設備が必要だが救急車を呼んだとしてもこれは退闇病院の医師でも対応は難しいだろう。

　人間の常識が通用しない症状。現状でそれが考えられるのは一つだけ。それは闇汚染。

　思い返してみればその前兆はあった。足下のふらつき、そしてもっと確信的なものは闇生物ヴアイラスとの接触。だがそれは既に判定器で陰いん性せい反応が出ていたはずだ。

　はっきりとしない要素はたくさんあるが考えている暇ひまは無い。

　狛矢は線輪を糸解アンタイドしアクラルを手にする。それでやることはもう決まっている。

　──空間執しつ刀とう。

　切っ先を地に向け、逆手に持ったまま両手を添えて横に引く。

　銀の刃は迷わず中ちゆう有うの世界を切きり裂いた。

　横たわる士央の数センチ上方に口を開けた異性空間。その中に青い燐りん光こうを放つプラーナの枝が現れる。それは人の形に伸びる樹木のよう。そのどれもが正常な流れを示す中、丁度下腹部の辺り、細さい緻ちに枝分かれしていて肉眼で追うことが厳しい先せん端たんで青光の漏れを見つけた。

（ここか……？）

　だが驚おどろいたことに既に自己修復が始まっているようでこのまま放っておいてもいずれ止血されるであろうことが見込めた。そこが決けつ壊かいし易くなっている部分であるというのなら他の場所にバイパスすることも考えたが、今はまだ正体の知れないものに手を出すのにはリスクが高いと判断し、止血を確認した後そのまま閉じることにした。







　士し央おは深く眠ねむっていた。物音一つしない静かな深夜、その部屋だけが煌こう々こうと明かりを灯ともしている。

　彼女の容態が安定し一段落したのを見計らって狛はく矢やは床に腰こしを下ろし、今後のことを考えていた。

　闇の手を持つあの少年。さすがに逃とう走そうしたばかりのこのタイミングで襲ってくることは無かったようだが、いつまた彼が現れるかは分からない。と、すればこんな場所に彼女を置いておくのは安全とは言えない。ここは自分の部屋に連れ帰った方が得策だろう。

「にしても……ここは」

　何も無い殺風景な部屋を見渡す。灰色が支配するようなあっさりとした空間。本棚には医学書やそれに関する資料が背表紙を揃えた形で並べられており、机き上じようには一台のＰＣがあるだけだ。

　狛矢の家に来る前はこの場所で暮らしていたのだとしても、ここには生活感がまるで感じられない。

　家族はどうしたのだろうか？

　独りなのだろうか？

　外の落書き、殺さつ伐ばつとした食生活、狙ねらわれた身、黒血──

　どんな理由にせよ彼女を取り巻く環かん境きようが普通ではないことは確かだった。そんな彼女がそれでもこの場所に戻ってきた訳──

　ふと無味な書き置きの言葉が頭を過ぎる。

「迷惑なんかじゃないっつーの」

　呟きが室内に響く。

　傍で眠る彼女の耳にその声は届かない。

　穏やかな眠りにつく彼女はまるで白しら雪ゆき姫ひめのようでもあった。透すき通とおるような肌はだが霊れい気きをまとって淡あわく輝かがやいているようにも見える。暫くそうして静かに見蕩れていると今まで放置していたことに今いま更さらながらに気付く。

「あ……」

　先程心音を調べた際に開いた胸元がそのままだったのだ。第三ボタンまで外されたブラウスの合わせ目から白い肌と薄水色の下着が覗のぞいている。このまま目でも覚まされたらどやされるのは確実である。そうならない内にとそっとボタンに手をかけた時だった。

　彼女の緩やかな膨ふくらみの上、丁度鳩尾みぞおちの辺りにタグペンダントが転がっていることに気付く。普通ならばそのまま素す通どおりしてしまう程度である。だが狛矢はそこに不調和さを感じた。

　チェーンの先にある親指大の金属プレートをそっと掴み上あげる。見た目は何の変へん哲てつも無いタグプレートだが、よくあるものよりも厚みがある。この厚みに違和感を覚えたのだった。少し力を加えると案の定上下にスライドすることが分かり、中にマイクロＳＧカードが仕込まれているのを発見する。

「これは……」

　何の為に？　何の意図があってこんな場所に仕込む必要があるのか。狛はく矢やの中で思考が活発に動き始める。

　あの少年はこれを狙っている？　いや、彼は士し央お自身が目的のように思える。しかしこの中に幾いく何ばくかの秘密が隠されている可能性は非常に高い。

　この家に起きていることも、あの少年のことも、士央のことも……そして、彼女の体のことも分かるかもしれない。

　その一方で思うのは、知ってしまったら戻れないかもしれないということ。

　平へい穏おんな日々、士央との関係、それらが全て崩くずれ去さってしまうのではないかという恐きよう怖ふ。

　だが、知らなくては進めないのも事実。純じゆん粋すいな興味もあるのは確かだったが、もし士央にまた同じような症状が出たら対応し切れるかどうか分からないという不安もある。ここにその対処の手がかりがあれば、又またはそれに同等する可能性があれば縋すがりたい気持ちは嘘うそではない。
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　なぜそんなふうに思うのか？

　何かを必死に守ろうとしている彼女の姿が思おもい浮かぶ。

　同年代の男の家に住み着いてまで監かん視しを続ける姿。昔の知り合いに酷ひどい言葉を投げ掛けられても尚、頑がん張ばろうとする姿。得体の知れない外敵に狙われ、それでも立ち向かおうとする姿。親族にも煙けむたがられ、住んでいた家も周囲から厭いとわれ、安住の場所を失ってもまだ他人の身を案じる姿。そして──

（こんな……黒血まで吐はいて、しかもそれを隠し通そうとするような馬ば鹿かだ。

　そんな馬鹿を放っておける訳がないじゃないか！

　頼たよれよ!!

　そして、進もう──

　──一緒に）

　心に決め、ペンダント裏からカードを引ひき剥はがす。そしてこの中身を閲えつ覧らんする為に机上に置かれていたＰＣの電源を入れる。デスクトップが表示されるのを待って先さき程ほどのカードを本体のカードリーダーに差し込む。

　表示されたのは無数のフォルダ。そのどれもが何かの研究資料のようだったが、暗号化されていて閲覧不可能なものも多々あった。開けるものの中には理解の範疇を超こえる通常の体系を成さない固有の計算式で埋め尽くされているファイルもある。不可解さを感じながらも閲覧を続ける内に見知った名前が目に入る。

［退闇庁医い療りよう部ぶ・対闇やみ汚お染せん治ち療りよう課主任　上總かずさ詠えい士じ］

　ここにある全てのファイルは狂きよう人じんと嘲ちよう弄ろうされた彼の研究レポートだった。

「なんでこんなものが……？」

　だが士し央おと彼との繋つながりを見み出いだせない。ただ不安な気持ちだけが膨れ上がり、狛はく矢やを取り囲む医学書の壁がその気持ちに拍はく車しやをかける。そんな中、とあるフォルダに目がゆく。

　タイトルは『完全抗こう体たい被ひ験けん者しやデータ』。フォルダ内には１から順に並ぶファイル群。

　第六感的な感覚がマウスを握る手を自然と震ふるわせる。ポインタが『経過報告書１』のファイル上で躊躇ためらうように制止する。

　──ダブルクリック。

　強い鼓こ動どうが胸を叩たたき上げた。狛矢の見開かれた瞳に映ったもの。それは『完全抗こう体たい』と呼ばれるものの被ひ験けん者しやとなった士央の実験経過報告書だった。

　狛矢は落ち着かないままに文字を追ってゆく。それは詠士の言葉で綴つづられていた。




　■経過報告書１■

［実験開始に於いて］

　光こう輝き元素での闇やみ汚お染せん患かん者じや治ち療りように限界を感じた私はここに新たな治ち療りよう法ほうを提案する。予かねてから進めてきた闇生物ヴアイラスからの臓器移植に一定の成果を得た私は自らの右眼を闇生物ヴアイラスのそれから移植することにした。移植後の経過は良好とは言い切れないが、これにより人類が感知できない闇あん冥めい元素を不安定ながらも知覚できるようになった。以後の研究データはこの能力を有していることが前提で報告する。

［完全抗体の特徴］

　この治療法は従来の病原体に使用されるワクチン投とう与よ型の免めん疫えき生成とは全く異なるものである。無論、闇汚染前にこれを接種することで未然に感かん染せんを防ぐ効果はあるが、抗体そのものを接種することで汚染後に於いても闇やみ浄じよう化か能力を発揮する点が大きな違いとなっている。尚なお、この抗体は理論上、闇生物ヴアイラス駆く除じよに対しても有効であり、悪性腫瘍ネオプラズムの放ほう逐ちくにも有効であると考えられる。

［完全抗体の生成］

　実用接種可能な状態の『完全抗体』を生成するには別記載に挙げる縫ほう合ごう式によって絡らく糸しされた闇あん冥めい元素魔ま法ほう体と闇生物ヴアイラスから採取した体たい細さい胞ぼうを混合し培ばい養ようする必要がある。培養には人体を利用する。培養期間は概がい算さんで八十日。

［被験者データ］

［完全抗体被験者］

　名前・四あ十い崎さき士し央お

　年ねん齢れい・十二歳

　性別・女

　身長・１５６センチ

　体重・３６キロ

　健康状態・心身共に良好。

［経過報告］

『初日。抗体材料を被験者に投与。特別変わった様子は無し。時折笑え顔がおも見せる。精神面も良好』




　■経過報告書１４■

『投与十四日目。人体内で滞とどこおりなく生成活動が行われていることを確認。被験者の健康状態も特段変わった様子も無く順調』




　■経過報告書３７■

『投与三十七日目。血液検査を行ったところ赤血球に染色の傾けい向こうが見られた。赤血球自体の構造変質は認められなかった為、恐おそらく色素タンパク質そのものが黒色化したものと考えられる。この現象は推計外である為、別べつ途と調査が必要』




　■経過報告書６２■

『投与六十二日目。血液の染色濃のう度どが上がってきており、ほぼ黒血になる。本日、被験者が吐血、発ほつ作さ反応を起こす。どうやら抗体が変質を繰り返かえしながら完全なものへと成長し続けているらしい。発作は一定期間ごとに訪おとずれる変質時の副作用か？』




　■経過報告書８６■

『投与八十六日目。当初の抗体完成概算日数を得るがその予兆無し。観察を続ける』




　■経過報告書１０４■

『投与百四日目。おかしい。予定を大おお幅はばに過ぎても尚、抗体が完全に近付く兆候が全く見られない。概算日数を大幅に修正する必要がある。今日もまた吐血を伴う発作が起こった。おかしい』




　■経過報告書１２０■

『投与百二十日目。駄目だ。これほどまでに手間取るとは意想外だ。抗体は変化し続けているが完成の目め処どが立たない。私に残された時間ももう僅かしか無い。あと最近Ｓ．サイガ・Ｍ．メディカル・Ｅエレクトロニクスの奴やつ等らが周囲を嗅かぎ回っている。奴等は相変わらず終始穏おだやかな調子だが注意が必要だ』




　■経過報告書１２６■

『私は失敗を犯おかした。これもＳ．Ｍ．Ｅの連中のせいだ。分かっていてこの失態、非常に腹立たしい。以後の経過を綴ることが不可能となったがこれで『完全抗体』の存在が泡うた沫かたとなって消えたわけではない。いずれ時は必ずやって来る。それまで彼女は決して闇には染まらない。全てを我が娘──




──士し央おに託たくす』




　報告書はそこまでのファイル番号で止まっていた。

「士央が……」

　その最後のファイルを読み終えた狛はく矢やは暫しばし放心していた。闇に染まらない体、黒い血、頑かたくなに秘密を守り通そうとする行こう為い。そのどれもがこの中の士央と、傍らに眠る彼女とに繋がる。頭の中が真っ白になり、どうしてよいのかが分からない。思し惟いを他に向けることで心の安定を保つのが精一杯だった。気がかりなのは報告書内にあった名前。

（Ｓ．Ｍ．Ｅって……退闇庁と技術提てい携けいしてる闇汚染治療専門のあの医い療りよう機器メーカー？　どういうことだ……？）

　混乱に拍車が掛かる。

（だ、だめだ……とにかくこいつを）

　狛矢は頭かぶりを振り、震える手で携帯のメモリーカードにデータのバックアップを取る。手早くそれを終わらせるとカードをペンダント内に元通りにし、彼女の胸元をそっと整えるのだった。







§　第五糸・寡か言げんノ想おもい　§







「おとうさん……くるしいよ……」

　幼き士し央おはベッドの上で白いシーツと白い布ふ団とんに包まれて横たわっていた。呼吸は意に反して絶え絶えになり、体は芯しんから寒さが襲おそってくるのに汗あせが溢あふれていた。このまま死ぬのではないか？　そうとさえ思えた。

　と、そこへ士央の額に触れる大きな掌てのひらがあった。その手の持ち主は彼女を穏やかな顔付きで覗く。

「大丈夫、大丈夫だよ」

　綺き麗れいに整えられた黒くろ髪かみ。士央を見み詰つめる柔和な瞳。大人の男としての落ち着きの中に若き青年の精せい悍かんさがある。

「今日は麻疹はしかのワクチンを打ったからね。その影えい響きようだろう」

「？」

　小さな士央には何のことだか分からない。

「もし、これから先の未来で士央の中に悪いウィルスが入ってきて悪さをするかもしれない。その時の為に今、士央の体が一いつ生しよう懸けん命めいその悪者に立ち向かう為の武器を作っているんだよ。それは本当に辛つらくて大変なんだけれど、みんな士央の為に頑張ってくれているんだ。だから大丈夫。ほんの少しの間だけ。良く眠って、明日になればまた元気になるからね」

「ようちえん、いける？」

「ああ、行けるようになるとも。その為にも今はゆっくりお休み」

　士央の額から掌が離れると、代わりにそこへ冷たい氷ひよう嚢のうが載のせられる。温かい手は今は布団の上に置かれ子こ守もり歌うたのようなリズムを刻んでいる。

「おとうさん、おやすみ」

「おやすみ」

　帰ってくる答えに安心して士央はその瞳を閉じた。
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「ねえ、お母さんはいつ帰ってくるの？」

　まだ小学校に上がったばかりの士央は書しよ斎さいで机に向かう白衣姿の父、詠えい士じにそう尋たずねた。彼はゆっくりと椅い子すを回転させてこちらへ向くと、ほんのりと優やさしい笑えみを浮かべながら答える。

「母さんは帰ってはこないんだよ」

「え……でも、前にお父さんが……お母さんは遠くに行っているから……って」

「あれは嘘だ」

「う……うそ？」

　士し央おは戸惑いの表情を見せた。

「そう、嘘だ。士央を心配させない為のね。でもそれももういいかなって思っていた所だ」

「じゃあ本当は？」

「本当は死んだんだ」

「し……んだ？？」

「そう、死んだ。士央が生まれてすぐ、跡あと形かたもなく塩になってね」

　まだ事が受け止め切れていない士央を前に彼はなぜか温和な笑みを崩さない。

　なぜ笑っていられるんだろう？　そんなことを口にしながらも、なぜ？

　士央はそう思った。

　立たち尽つくし駭然とする彼女を置いて、彼は徐おもむろに部屋の壁へき面めんに据すえ付けられている金庫の前に立つ。慣れた手付きでダイヤルを回し扉とびらを開けると、中から両手の上に乗るくらいの木製の小箱を取り出だした。金庫の中にはそれ以外入ってはいないようで、彼はそれを士央の前に差し出して見せた。

「このオルゴールは母さんの持ち物だ。父さんと結けつ婚こんした時に実家から持ってきてね、母さんが一番大事にしていたものさ」

　詠えい士じはそっと小箱の蓋を開ける。しかし音は奏かなでられなかった。発条が捲まかれていないからなのか、壊こわれているのか、それは分からないが音が無ければそれはただの木箱でしかない。中を見れば仕し掛かけ部分の隣となりに小さな窪くぼみがあって小物入れになっている。そこに流れる一ひと掴つかみ程度の黒い砂。

「分かるかい？　これが母さんだよ」

　さも嬉うれしそうに彼は黒い砂──いや、黒塩を紹しよう介かいする。士央は後あと退ずさりし、自分の顔の皮ひ膚ふが引き攣つるのを感じた。

「こんなに黒くても化学的にはＮａＣｌ塩化ナトリウムと何ら変わりないっていうんだから面おも白しろい」

　彼が小箱を傾かたむけると黒塩が中を漂ただよい、結けつ晶しようの一粒つぶ一粒がキラキラと燦きらめきを見せる。その姿は黒塩を優しく労ねぎらっているようにも見えた。

「父さんはね、こう考えるんだよ。母さんは死んだ。それは変わらない事実。いくら大事にしていてもこれはただの塩に過ぎないし、母さんだって戻もどってはきやしない。じゃあ残された者はどうすればいいのか？　何をすべきなのか？　ってね。運良く私にはこっち方面の才があるらしい。だったらその力を生かして母さんと同じ運命に直面している人達たちを救えるんじゃないかって思ったのさ。それが残された者の、父さんの使命じゃないかって考えている」

　それはそうなのかもしれない。だが、いきなりそんな事を言われても気持ちの整理がつく訳がない。

「父さんは嬉しいんだ。多くの人を救える喜びが体に満ち満ちている。そしていずれは母さんをこんな目に遭あわせた奴等に思い知らせてやるんだ。だから今はその為の研究をしている。士し央おも母さんのことを知ったんだ、これからは父さんのやることを良く見ていなさい」

　そう一方的に言い放った詠えい士じは呆ぼう然ぜんとする士央を置いて再び机に向かう。ＰＣのモニターを見詰めるその眼まな差ざしは鋭えい気きに充じゆう溢いつしたものであり、正しく真まっ直すぐなものに士央の瞳には映った。だが──

　彼はモニターに視線を置きながら傍らに置いたオルゴールの中に人差し指を突っ込むと、指先に付着した黒塩を口元に持って行き、舌先で嬲なぶるように味わった。

　その顔は愉ゆ悦えつに満ちていた。
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「賭けをしよう。これはとても大きな賭けだ」

　自宅地下に設けられた研究室で詠士はこれから起こることに期待の笑みを浮かべていた。室内は薄暗く、明かりといえば周囲にひしめく電子機器のＬＥＤ光かモニターから発するものくらい。床に影を作るほどの強いものは天てん井じよう近くにある小窓から漏れる月明かりだけだった。

　硬こう質しつなもの以外存在しないひんやりとした無機質な空間で、十二歳の士央は金属製の寝しん台だいの上に仰向けに寝かされていた。着ているのは白いスモック型の検査着。その下には下着の一いつ切さいを付けておらず金属の冷たさが綿の布地を通して直接伝わってくる。そんな彼女を覗き込むように詠士の顔が上から現れる。

「滑こつ稽けいではないか、決して逃れられない手て慰なぐさみなんて」

　紅い異形の右眼が闇の中でギョロリと蠢うごめいた。口元は笑みを浮かべたままだ。

　何がそんなに楽しいのか分からない。でも……

「──ッつ」

　頬ほおに触れた彼の手の冷たさに思わず体が縮こまる。

「お前の中で時を経へて『完全抗体』は完成する。さあ、共に興じよう」

　詠えい士じの掌が頬を離れた時、自分の体が震えているのを自覚した。覚かく悟ごを決めていたのに体は正直だ。でもこれは自分で考え、自分で判断し決めたこと。それが今いま更さら揺ゆるぎはしなかった。

　士し央おは唇くちびるを引き結び、小さく頷うなずいた。

　それを受けて詠士はワゴン上の金属トレイに載せられたメスを取り上げる。切っ先はそのまま士央の喉のど元もとに突き付けられ、その小さな刀身で線せん輪りんは赤い熱光を放つ。その赤よりも鈍い紅を放つ詠士の右眼が士央の捉えることの出来ない何かを探るように頻しきりに視線を彷徨さまよわせ始める。

「これが完成した時、お前はその結果を知ることは無いだろう」

　その後に続く言葉を耳にする前に、天井から無数の闇の糸が降ふり注ぎ士央の体を包つつみ込む。身も心もその闇に液体となって溶とけ、深く底まで沈しずんでゆくような感覚。

（ああ、これが……）

　何かを理解した瞬間、視界も意識も闇に閉ざされた。
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　士央が目を覚ますと、そこは見慣れた部屋のベッドの上だった。空色のソファーベッド、雲形のローテーブル。青い無地のカーテンは開け放たれているが外は雨模様のようで薄暗い。そしていつも生活の中にあったこの匂い。間ま違ちがいなくここは、狛はく矢やの部屋だ。

（なぜここに？）

　真っ先に士央はそれを考える。面識は全く無いが、自分を狙ってきた闇の手を持つ少年。恐らく彼は自分の中にある『完全抗体』を狙ってきている。このまま一いつ緒しよに居続ければ狛矢にまで危害が及ぶ。そう思ったからこそこの場所を離れたはずだったのに……。

　それに……自分には彼と一緒にいる資格は無いのだから。

（こうしてはいられない）

　そう思って身を起こすも体が怠だるい。別に歩けない程ほどではないが、これは発作の後の症状だと思い出す。

　半身を起こすとすぐにいい香かおりが鼻先を擽くすぐる。それはキッチンの方から流れてきていたが、その匂いに乗ってこの部屋には普ふ段だん存在し得ない異質の香りが士央のもとに届く。

（これは多分……）

「あ、目が覚めた？」

　士し央おの予感が確信に至るよりも早く、香りの主はこちらに気付いてキッチンの仕切りから顔を覗かせる。柔やわらかで温容なその微笑ほほえみは狛はく矢やの幼おさな馴な染じみ、果か路ろ菜なだった。ふんわりとした優しい感じのワンピースに身を包んだ彼女は士央の目覚めを確認するや否やコンロのスイッチを切ってこちらに飛んでやってくる。

「駄目だよ、ちゃんと横になってなきゃ」

「え……あ、ああ」

　なんで彼女がここにいて、こうなっているのかが分からない。薄掛かけの布団を被かぶせながらニッコリと笑顔を見せる彼女に当とう惑わくしながらも士央は再び身を横たえる。

「長月さ……ん」

「ん？　なあに？　果路菜でいいよ？」

「か、果路菜……は、なんでここに？」

「え、ああ、私？　はーちゃんに頼まれたんだよ？」

「狛矢に？」

「そう、はーちゃんがね、士央ちゃんが風か邪ぜひいて寝込んでるから面めん倒どう見みてやれって、朝一番で電話してきてね」

「その狛矢は今どこに？」

「それがねー学校に行ってくるーって言って私と入れ替かわるように出て行っちゃったんだよ。今日は休日だっていうのに何を熱心にやってるのかな？　士央ちゃん知ってる？」

「い、いや……」

　それで狛矢がここに運んでくれたのだと確信した。だがそれは同時に自分の身元がバレてしまったのではないかという不安も起こさせる。

「何か狛矢は言ってなかったか？」

「ううん、何も？　何か言付けでも？」

「あ、いや別に、無いならいいんだ」

「そう」

　どちらにせよもうこれ以上ここには居られないのは確かだ。だが狛矢に会って一つだけ確認したいことがある。それで全ての踏ん切ぎりが付く。そう思っていたその時、

「あ、お腹なか空いたでしょ？　そのくらいの時間かなあと思って今お粥かゆ作ってたとこなんだよ。食べるよね？　食べよ？　食べないと元気でないしね」

　そんな感じで口を挟はさむ余よ裕ゆうさえも与あたえられず彼女はキッチンから鍋なべ敷しきと土ど鍋なべを持ってきてテーブルの上に置いた。蓋を開けると玉手箱のような湯気と共にほのかな黄き色いろ味みを帯びた卵粥がゆがお目見えする。憎にくいことに浅あさ葱つきまで添えられている。思わず食欲をそそられてしまった。

「じゃあちょっとだけ起きようね」

　果か路ろ菜なが枕まくらを腰の下に支えになるように置いてくれて半身を起こす。そこで気付いたのだが、いつの間にかパジャマに着き替がえさせられていることに気付く。薄ピンク色で所々にフリルをあしらったそれはどう見ても女物だったので狛はく矢やの持ち物ではない。多分目の前の果路菜が用意してくれたものだろう。焦あせって胸元を確認してみるが、そこにはきちんとタグペンダントが下がっており、ひとまず安心する。

　そうしている間に果路菜が小こ鉢ばちに取り分けた粥をレンゲで掬すくって待ち構えていた。それだけでなくふーふーと息を吹きかけて冷ましたりもしている。

「まだ熱いからちょっと待ってね」

「そ、そこまでしてくれなくていい……。自分で食べられる」

「まあまあ遠えん慮りよしないで、さあもういいかな？　はい、あーん」

「あ……あーん」

　鼻先に食欲をそそる匂においを掲かかげられると意志に反して口が開いた。丁度良い塩加減に包まれた米が卵の旨うま味みと相あい俟まって口の中に広がる。

「おいしい」

「うふっ♪」

　思わず口を突いて出てしまった言葉に果路菜は穏やかな顔を綻ほころばせた。

「他にも必要なことがあったら何でも言ってね」

「なんで私に……」

「ん？」

「なぜそんなに親切にしてくれるんだ？」

「なぜって、それが救護士を目指す者としての在り方だから」

　あっけらかんとそう言われたが今ひとつ納なつ得とくできない。

「果路菜はどうして救護科に？」

「士し央おちゃんは今、幸せ？」

「えっ!?　そ、それは……なぜそんな事を？」

　尋ねたのに逆に聞き返されて戸惑った。しかもそれは全く掛け離れた質問。

「私はね、人が幸せになるには『自分の存在を信じられるか』が大切だと思ってるんだ。たとえば自分を好きでいてくれる人がいたり、自分の事を必要としてくれる人がいたり、はたまた自分自身に誇ほこりを持っていたり……。それが『自分の存在意義を信じること』。だからそれが救護士っていうものを目指す切っ掛け。でも本当は……はーちゃんのせいなんだけどね」

　彼女はそこまで言って少し恥はずかしそうに俯うつむいた。

「狛はく矢やの？」

「そう、私が小学校に上がってすぐくらいの頃ころの話。はーちゃんはその頃、元繰糸スレツド判定で陽性判定が出てたからね。退たい闇あん校こうの初等部に通い始めた時だった。生まれた時からご近所だったから今までずっと一緒だったのに、その時から離れ離ばなれになって……急に寂さびしくなっちゃってハーモニカまで黙だまって遊びに行った時があったの。今思えば休日には普ふ通つうに会えてたのにね。それでもその頃の私にとってははーちゃんがものすごい遠い所に行っちゃった気がして……。それで……」

　そこで果か路ろ菜なはなぜか口くち籠ごもってしまう。しかしすぐに持ち直し──

「その時はーちゃんにすっごい迷惑かけちゃったの。はーちゃんに守ってもらって、助けてもらって……でも私は何もできなくて……。私にははーちゃんみたく元繰糸スレツドは無いけど、それでも出来ることがあるんじゃないかって。だから……そうなの」

　もじもじとする果路菜を見ながら、彼女が語ってくれた言葉を受け止める。

「あ、ごめんなさい。余計な話しちゃって。お粥冷めちゃうね」

「い、いや……別に構わない」

　適度な温かさの卵粥が士し央おの口に再び運ばれる。そこで果路菜が思い出したように呟つぶやく。

「あ、そういえば士央ちゃん、はーちゃんと同どう棲せいしてるの？」

「ぶっ!?　ぶほっ、えほっごほっ……」

　不意のことで気管に食べ物を詰つまらせて噎むせ返る。

「だ、だいじょうぶ!?　お水、お水！」

「ん、んぐっ……。な、なぜそんなことを？」

「いや、だって士央ちゃんの看病を頼まれたのがはーちゃんのお家っておかしくない？」

「そ、それは……」

　狛矢との彼かれ氏し彼かの女じよの関係は偽いつわりながらも既に公おおやけのものである。無論、果路菜もそれを知っている。だが、それについては彼女の前で肯こう定ていしてはいけない気がした。

「道みち端ばたに倒れていたのを狛矢に発見されて……」

「へーそうなんだ。今時珍めずらしい行いき倒だおれだね」

　顔は笑っているが目が笑っていないような気がする。そんな果路菜に圧あつ倒とうされながらも無言で差し出される粥を前に黙もく々もくと食べ続けるしかなかった。
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　果か路ろ菜なが土鍋から二杯はい目の粥を小鉢に盛っている間、士し央おの視線はふと窓の外へと向いた。

　空は灰色でそこから細かい霧きりのような雨がしとしとと降り続けている。ベランダの柵で跳ねる滴しずくは寂しげな雨音を等とう間かん隔かくに鳴らしていて、それが心にじんわりと染しみ渡っていくようにも思えた。







　休日が開け、士央は体調を取り戻していた。もう少し休んだ方がいいと止める果路菜だったが、居ても立っても居られず登校したのだった。その足は真っ先に狛はく矢やのクラスへと向かっていた。

　士央が狛矢の部屋で休んでいる間、彼は一度も家には帰ってこなかった。学校に行っていることは確かだったが、その行動が解げせない。現に教室内を窺うかがってみても彼の姿はそこにはなかった。

「え？　狛矢？　そういえば何かやってるみたいだけど？　研究棟の方で見かけたって話だぜ」

　周囲の奇き異いの視線などものともせず風ふう吾ごに詰め寄り得た情報。それを基に研究棟へと向かう。

　研究棟は専門学習棟に連なる最さい奥おうに位置する建物である。膨ぼう大だいな資料を抱かかえる図書室の他に学科ごとに必要な研究用の施し設せつが集約されている。放課後や休日に生徒個人で利用できる自習室のようなものである。

　士央は情報管制科や輸送車しや輌りよう科などのフロアをパスして研究科のある階に直行する。こんな時間からこの場所を利用する生徒などはいるはずもなく辺りは静けさに支配されていた。長い廊ろう下かに士央の足音だけが響ひびく。だが最初の角を曲がった所でその音は途絶えた。

　すぐそこの研究室のドアノブに手をかけ、今まさにその部屋に入ろうとしている少年の姿があったからだ。

「狛矢」

　士央が駆け寄りながら叫さけぶと彼はそのままの姿勢でゆっくりとこちらに振ふり向く。その顔には疲つかれの色がありありと見え、瞳ひとみは虚うつろにどこか遠い場所を見ていた。しかし声をかけた人物が士央だと分かるや彼はハッという表情を見せた。

　それで自身の心臓が重い鼓動を打ったのを感じた。同時に体も、骨も、心も、悲しみに染みてゆくのが分かる。

　──嫌だ。

　初めて自覚する気持ち。

　でも、どうすれば……。

「あっ、あの……」

　何か言おうにも言葉が出てこない。肺から絞しぼり出すように求めても握にぎったスカートの裾すそに力が入るだけ。そこに彼の声が降りかかる。

「ごめん、急いでるんだ」

「え……」

　感情の籠こもっていない抑よく揚ようの無い声。それが士し央おの心を突き放はなす。

　狛はく矢やは素っ気なくそう告げた後、研究室の中に籠もってしまった。中からは鍵かぎを閉める音が無情に響いてくる。

　士央はその場に呆然と立ち尽くしながら、胸元にあるタグペンダントを制服の上から強く握り締めた。
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　息が止まりそうになった。

　狛矢は逃にげるように研究室内へ転がり込むと急いで入り口の鍵を閉めた。そのまま扉に寄りかかり大きく息を吐く。その吐と息いきは僅わずかに震えていた。

　どう対応していいのか分からなかった。咄嗟に出た言葉は冷たく、無味なものでしか無かった。

「でも、今はこれを……」

　握りしめた拳こぶしがぎゅっと音を鳴らす。

　六畳じよう程ほどのこの狭い部屋でただ一つの机へと向かう。机上のモニターの電源を入れ、気持ちを落ち着かせるようにそこに文字を流し、見詰める。ブラインドのかかる小窓からは僅かな集光器の光が漏れていた。







　数日後、授業にも出ず、家にも帰らず毎日研究室に籠もっていた狛矢は煮に詰つまった考えを冷やす為に外に出た。久しぶりの外光はとても眩まぶしく、眠ねむ気けも覚めるようだった。ブラインドと扉を常時閉め切った空間に籠もり続けていればそれもそうだなと納得する。

　屋上に出て一息入れようと専門学習棟に足を踏み入れた所で狛矢の頭に疑ぎ問もん符ふが立つ。それはいつになく活気に溢れた雰囲気。やたら飾かざり立てられた校舎内。そしてちらほら見かける生徒達以外の人々の姿。それだけのものが揃そろってようやく今日が調ちよう和わ祭さいの日だと思い出す。

　目の前の教室では技術科の公開展示が行われており元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きや線輪の模型の姿が窺えた。廊下に面した窓から外を見れば、お好み焼きや焼きそばなどのオーソドックスな出店から始まり、細長いワッフル状の生き地じと生地の間に色々な物を挟んで焼く、この場所ならではの品『ハーモニカ焼き』を出店するクラスの姿も見えた。校庭の方では元繰術科が公開演習を行っており多くの人出で賑にぎわっていた。

　ふと風ふう吾ごの顔を思い出し、そういえばうちのクラスはどうなったんだろうか？　と考えたりもしたが、今はそんな賑やかな雰囲気に馴な染じむことも出来ず、逃げるように屋上への階段を上る。上り切った所には二枚の鉄てつ扉ぴ。それが専門学習棟の屋上へと続く扉だった。

　ゆっくりと扉を開けると気持ちの良い海風が傾なだれ込んでくる。そのせいで扉も若じやつ干かん重く感じるがそのまま外に出れば丸く切り抜かれた青が上空に現れる。二重の採光レンズを通して見た空だ。そこで狛はく矢やは視線を降ろし落ち着ける場所を探す。だが、そこには先客がいた。それが普通の生徒ならば気にすることもないのだが、それは狛矢にとって無視できない人物だったのだ。

　フェンスに身を寄せ、遠くの海を眺ながめている少女。潮風に揺れる長い黒髪と周囲を取り巻く独特の空気は背後から見てもすぐにそれが誰だれだか分かる。このまま立ち去ろうかとも考えたが、そろそろ頃ころ合あいかと思っていた狛矢は彼女のもとへと近付き、何も言わずその隣に並び立った。

「……！」

　彼女はそれに数瞬しゆん驚おどろきと戸惑いの表情を見せた。それでも狛矢は構わず顔を前に向けたままフェンス越ごしに海の向こうを望む。

　海うな原ばらを越えた真っ直ぐ先に見えるのは廃はい墟きよと化した千葉・幕張緩かん衝しよう地帯。その奥おくに禍まが々しい姿のままで盤ばん踞きよしているのは三年前に拡大現象を起こしたネオプラズムの巨きよ大だいな半円球体。

　まさに地球という名の体にできた悪性腫瘍。

　一説では人間の体と同じように惑星ほし自体が病にかかったのだとか、寿じゆ命みようが来たらしいとも言われているがその原因は解明されていない。忌いまわしきその姿を見ていると過去の嫌な記き憶おくが沸ふつ々ふつと蘇よみがえってくる。

　二人は海を見詰めながら暫くそうしていた。会話も無く、ただ静かな時と風の音。時折聞こえてくる賑やかな歓かん声せい。

　どれくらいの時間が経たっただろうか？

　大分長くそうしていたように思えたが実際には数分だったのかもしれない。そこで狛はく矢やは意を決したように口を開いた。顔は前を向いたままで。

「お前、上總かずさ詠えい士じの娘だったんだな」

　横目に彼女がピクリと僅かに反応したように見えた。しかし彼女は何も答えない。代わりに重く、気まずい空気が周囲に流れる。

「完全抗体」

　短く唱えたその言葉で初めて彼女はこちらに振り向むいた。狛矢もそれに合わせるように面と向かい合う。

「確かにそれは闇生物ヴアイラスと人間の関係を大きく変えるような凄すごいものかもしれない。でも……その発想といい、概がい念ねんといい……正気の沙さ汰たじゃない」

　士し央おの顔は一いつ旦たん悲ひ壮そうで埋められたが、すぐに強い意志を持った鋭するどい視線が狛矢を見み据すえる。

「そこまでしてどうしてそれを守る必要があるんだ？」

「それは……」

　数瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　そこで初めて彼女は口を開いた。

「それは、人間を闇から救う為」

「自分の身を犠ぎ牲せいにしてまでか？　そんなことを平気でする父親だぞ？　そんな奴のことを信じられるのか？」

「信じる。それが父と交かわした約束だから」

「馬鹿な」

「父は世間で言われている通り狂人と呼ばれても仕方のない人間だった。でも、いつも病人の事を考え、人間の行く末を気に掛かけるそういう人間だった。その心は本物だ。優しかった父、その部分は今でも信じている」

　士央ははっきりとそう言い切った。揺るがない瞳、動じない心。彼女が信じるものの力が目に見えて分かるようでもあった。絶対的な信しん頼らいを前に狛矢が口を出す隙すきなどありはしない。




　────それが彼女が守りたかったものだから……。




（でも……俺は……！）

　もどかしい気持ちが体の隅すみ々ずみに広がる。

　と、その時────

　キィィィィィィィンッ

「これは!?」

「!?」

　突とつ如じよ、金属が発するような高音が鼓こ膜まくを劈つんざいた。狛はく矢やと士し央お、二人共が反応する。すぐに状じよう況きようを理解した。

　──ハーモニカの音色。

　校庭を見下ろせば公開演習を行っていた元繰術科の生徒達の間でざわめきが起きているのが窺えた。

　闇生物ヴアイラス発生を伝える警報が鳴なり響いたのはそれからすぐのことだった。







§　第六糸・虚きよ無むノ子供　§







　校内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦か中ちゆうにあった。どこから進入してきたのか、数体の闇生物ヴアイラスが退たい闇あん校こう敷地内に現れたのだ。本土防衛の要であるこの場所での思いがけない出来事。学園祭の賑やかで楽しい雰囲気は今では悲鳴と怒ど号ごうで埋め尽くされている。出口へ殺さつ到とうする人々、そしてそこから生ずる混乱。その中で退闇校の生徒達はそれぞれに来客の避ひ難なん誘ゆう導どうに奔ほん走そうしていた。

「こちら側は現在危険防止の為、封ふう鎖さしています！　西側に回って下さい！」

「怪け我がをなされた方はおりませんか？　初等部体育館に救護室を設けていますので申し出て下さい！」

「落ち着いて、落ち着いて下さい！　前の人を押おすと大変危険です、こちらの安全は確保されてますからゆっくり進んで下さい！」

「避ひ難なん車しや輌りようは余裕を持って用意されていますので安心して下さい。無理に駆かけ込まないようにお願いします！」

　拙つたないながらも普段から危機管理に努めてきた成果がここにきて表れていた。

　一方、校庭の真ん中では恰かつ幅ぷくの良い体たい躯くを持った男が苛いら立だちを露わにしながら携けい帯たいを片手にどこかへ連絡を取っていた。

「正門に中型が二匹ひき、高等部の校舎裏に正確な数は把は握あくできてないが小型が数すう匹ひき進入した。早く管制に伝えろ！　避ひ難なんが遅おくれている！」

　元繰術科一年の教師、支はせ倉くら　功いさおである。彼かれは鉄拳ブラスナツクル型の元繰紡術機を朝礼台の鉄板にキリキリと押し付けながら、時折怒いかりに任せて足を踏み鳴らしていた。叱しつ責せきが飛ぶその周囲で元繰術科の生徒達はそれぞれの思いでそこにいた。

「おい、なんでこんな所にアレが出てんだよ。監かん視し網もうを抜けてきたってのか？」

「知らねえよ、この前だって台場まで進入を許したって言うじゃないか。そんなの闇生物ヴアイラスに直接聞かねえとわかんねえだろ。それより俺おれ達たち実戦になるのか？」

「まだ私、魔ま術じゆつ絡らく糸しですら確率低いのに……」

「やるしかないでしょ？　アルビノが来てくれるまで待ってたら大変なことになるもの」

　実戦もまだな未熟な生徒達の間で不安に満ちた声が上がる。そこへ通話を切った先程の教師が雄お叫たけびのような声を張り上げた。

「おし、これからお前らに指示を与える！」

　それだけで生徒達は口を閉じ、身を引き締めた。

「お前達一年は現在正門付近で交戦中の先生方、及び三年生の後方支し援えんに当たる。後方といっても気を抜くな！　三年共もまだまだひよっ子だ、撃うち漏らしなんてのも普通にある。それに相手は中型クラスだ、シフト５でも苦戦することもある。もし無理だと思ったらすぐに退け、いいな!!」

「はいっ!!」

　歯切れの良い声が校庭に轟とどろいた。







《こちらは退闇庁管制局です。現在、ハーモニカ第一層、退闇士管理養成校付近に於おいて闇生物ヴアイラス発生に伴ともなう第一種避難警報が発令されました。当とう該がい区域におられる方は速すみやかに該がい当とう箇か所しよから離はなれて下さい。繰り返します。現在──》

　狛はく矢やと士し央おの立つ屋上まで避難警報のアナウンスが聞こえてくる。この場所でその声を聞くのは初めてのことだった。ここから見える正門付近でそこに植えられた木々の合間から元繰術の閃せん光こうが時折漏れてくる。恐らく元繰術科の先生方が戦っているのだろう。

（面めん倒どうなのが出てきてるみたいだな……）

　狛はく矢やは上着の上から手を置き、懐ふところにある線せん輪りんを確かめる。

（……行かなきゃ）

　心の赴おもむくままに身を翻ひるがえした時だった。

　気配を感じさせる間も無く、階下から飛び上がってきた黒い塊かたまりがフェンスを飛とび越え屋上に着地する。足下を揺るがす震しん動どうが建物全体に伝わり破は片へんと粉ふん塵じんを辺りに撒き散らす。ちょっとした小岩くらいの大きさの塊が三体、狛矢達の周囲を取り囲むように存在した。止とめ処どなく流動する闇の体皮、複数の紅眼、屈くつ折せつした細い足。それは三体が三体共同じ姿の蜘く蛛も型闇生物ヴアイラスだった。

「どんだけ入り込んでんだよ」

　驚きはそれだけではなかった。目の前の蜘蛛型闇生物ヴアイラスはどう見み繕つくろっても飛行型には見えない。ということはネオプラズムから地上を這はってきたことになる。では緩衝地帯に広がるアルビノの監視網を潜くぐり抜けてきたというのだろうか？　それにしては数が多すぎる。これだけの数を易やす々やすと逃のがすような人達ではないはずだ。

「転移……」

　背後にいた士し央おがそう呟いた。

「どういうことだ？」

「私があの蟷かま螂きり型に出くわした時がそうだった。突とつ然ぜん何も無い空間に黒い物体が現れて……」

「!?」

　闇生物にそんな能力があるなんて聞いたことがない。もしそれが本当で都市部に転移なんてことになれば、そこは甚じん大だいな被ひ害がいを受けるだろう。

　狛矢の中に不安が押し寄せる。だが今はそれに捕とらわれている暇も無い。

　蜘蛛は狛矢達を捕ほ捉そくするや否いなや、不可視の障しよう壁へき『邪殻カプシド』を威い嚇かくするかのように震わせる。目には見えないが、空気が波は紋もんを打った。

　敵の規模と数を把握する。それが戦いを優位に運ぶ為の鉄則である。しかし今はそれも儘ままならない状態。とりあえずは目の前の三体を何とかするのが先決だ。

　狛矢は線輪を手にした。

「糸解アンタイド！」

　円えん盤ばんが反応して糸を解き放つ。手に残ったのは白銀の片かた刃ば剣けん、元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機き『アクラル』。それに吸い寄せられるように自然と背中合わせに立っていた士央もその手に『メルファ』を構えていた。

　狛矢は思考する。たとえ小型であっても三体を同時に相手にするのは相当の無理がある。一体ずつ仕留めたい所だが……。

　だったら──

　戦力を分散させればいい。

　蜘蛛は牙きばをカチカチと鳴らして攻こう撃げき態勢へと入っていた。その後にやってくるのは決まって糸吐き。それが蜘蛛型闇生物ヴアイラスの特徴だ。牙を打ち鳴らす音が鳴りやんだかと思った瞬しゆん間かん、三方向から一いつ斉せいに糸が放たれる。それは普通の蜘蛛の糸とは違ちがう黒色のもの。無論これに人間が触れれば闇やみ汚お染せんされる代しろ物ものである。狛はく矢やと士し央おは予測済みといった具合で別々の方向に飛び退のく。すかさず身を返し、そこで狛矢は元繰の糸を紡つむいだ。

「──絡らく糸しするは紅こう焔えんの力。顕けん現げんするは火粒華フリントロツク！」

　刃は先さきから閃光が走る。それは三体が吐いた糸同士が絡からみ合あう中心で炸さく裂れつし、目ま映ばゆい火花を散らす。まるで地上で大玉花火が華はな咲さいたようだった。

　それは本来初心者が練習用にと絡糸する攻こう撃げき性せいの低い魔法。だが、魔ま術じゆつ絡らく糸しの容易たやすさとそれに伴う早さ、この場ではそれが有効に働いた。

　弾はじけた火花が吐いた糸に引火したのだ。それは導火線のように瞬またたく間まに糸上を走り、蜘蛛の口内に溜たまる糸の塊に燃え移って発火する。蜘蛛は己の口の中で無限に燃え続ける元繰術の炎ほのおにそれぞれが悶もだえ苦しみ、堪たまらず分散する。それが可燃性が高いことを狛矢は知識の上で知っていたのだ。
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「火葬炎刃インシネレート・エツジ！」

　狛矢は休むことなく矢や継つぎ早ばやに行動する。奴等が動きを止めている今が最大のチャンスだからだ。即そく時じに紡ぎ上げた元繰術がアクラルの刀身を包む。それは斬きった対象を瞬しゆん時じに燃やし尽くす炎の魔ま法ほう剣けん。

　地面を蹴けって跳ちよう躍やくし、一体目。身を捻ひねって逆方向に切り上げ、二体目。ブスブスと音を立て不定型な闇が燃え、焦こげる臭においを残し、それぞれが断だん末まつ魔まの叫びを上げることなく消しよう滅めつする。そして三体目は少し離れた場所──

「ちっ！」

　狛矢は舌打ちした。顔面で燃え続ける炎に苦しむ三体目は狂くるったように暴れ、その大きな体躯ごと士央に倒れかかろうとしていたのだ。対する彼かの女じよは魔術絡糸を開始していたが、それが完成し放たれる前に押し潰つぶされるのは目に見えている。もし間に合ったとしてもその元繰術が通用するとも思えない。

　狛矢は駆けた。まだ間に合う。手首を返し、下段に構える。炎を引き摺ずりながら対象を攻撃可能圏けん内に捉える。だが柄つかを持つ手に力が籠もった瞬間、突如上空に感じた魔ま力りよくにその身を制止させた。

　キシャァァァァァァ

　あまりに不自然な局所的雨が眼前に降り注ぐ。それは蜘蛛を取り巻く円えん陣じんの如き雨あま脚あし。大おお粒つぶの滴を浴びながら苦しみの咆ほう吼こうを上げて熱湯を浴びた氷細工のようにその体を溶かしてゆく。士し央おもその光景に驚いて目を丸くしていた。

　これは高度な絡らく糸し技術を要する蒼そう水すいの元繰術『闇滅雨流ステラ・レイン』。こんなものを使える人物は狛はく矢やが知りうる限り一人しかいない。

「鈍にぶったか？　随ずい分ぶんと手間取ってるじゃないか」

　眼鏡の中に失しつ笑しようを浮うかべながら屋上への入り口の上に立つ人物。それは神こう月づき　燎りようだった。

　彼の手にあるのは白銀の輝きを湛える長槍やり型元繰紡術機『フェントス』。気高さをまとった直線的な刃やいばを矛ほこ先さきに持ち、柄の部分までの全てが金属の煌きらめきを放っている。

　燎は構えを解くと、その表情を真しん剣けんなものへと切り替えた。

「正門の辺りが手間取ってるらしい。行ってやってくれ」

　そう言われて真っ先に頭に浮かぶ存在がある。

「アルビノは？」

「緩衝地帯で捕捉された別の群れと交戦中らしい。すぐには戻ってこれないだろ」

「お前はどうすんだよ」

「校舎裏にまだ細かいのが数すう匹ひき潜ひそんでるみたいなんでな。俺おれはそっちをやる」

「楽な方を選びやがって」

「ふん、お前が華はな々ばなしく復活するいい舞ぶ台たいをわざわざ用意してやろうって言ってんだよ。本来なら俺が全生徒の前で格好良く決めるところなんだからな」

「だったら譲ゆずってやるよ」

　そう投なげ掛けると燎は分かり切った事のように鼻先で一いつ蹴しゆうする。

「フッ、馬鹿言うな」

「しゃーねーな。じゃ、そっちは任せたからな」

「俺を誰だと思ってる？」

　燎は自信に満ちた笑みを残し、本校舎の屋上へと繋がる渡わたり通路へ向かって走って行った。

　狛矢はその姿を最後まで見送ることなく階下への階段に足をかける。五、六段下りた所で背後に気配を感じ煽り見た。そこに立ち尽くすのは迷いを顔に浮かべる士央の姿。狛矢は彼女の瞳を見据えると一言だけ、低く落ち着いた声で呟いた。

「ついてこい」

　返事を待つ事無くそのまま足を進めると、付けてくる足音が背中に響くのを感じた。







　三階に下り、長い廊下をひた走る。後はその先にある階段を一番下まで下りれば正面玄げん関かん。そこを出ると目的地の正門は目と鼻の先だ。ここからでも魔法の炸裂する音が時たま耳に入ってくる。先生方も苦戦しているようだ。生徒達などは初めての実戦で腰が退けているに違いない。

　急がなくては。そう思って駆ける足に力が入る。

　だが──

　行く手を阻はばむように廊下の真ん中に立ち、こちらに嘲ちよう笑しようめいた視線を送っている者がいた。忘れる訳がない。その人物の右手は既すでに闇色に包まれており、薄うすく黒炎が揺らめいている。病院で士央のことを狙ってきたあの少年だ。

「今はそれどころじゃないんだがな」

　狛はく矢や達は少し距きよ離りを空け、彼の前で足を止めた。

「分かってるよ。だからこそ会いに来たっていうのを理解して欲ほしいなあ」

「理解したくないね」

　少年はそれに動じることなくシャキシャキと爪つめを鳴らし、にやりとする。

「ほら、外は大変なことになってるよ？　助けに行った方がいんじゃないの？　こっちは僕ぼく達たちだけで済む内容だしさ。それが退闇校にいる者としての務めじゃないの？　それとも多くの人間よりも、たった一つの肉にく塊かいの方が大事っていうのかい？　だったらそれは元繰術が使える者が言うような台詞せりふじゃーないね。そりゃ問題だね。大問題だ」

「そう思うのならばお前がそこをどけばいい。それですべて丸く収まるんだからな。邪じや魔まをするっていうのなら仕方がない。排はい除じよするしかないが」

「できるの？　君が」

　そこで狛矢は黒炎が揺らめくそこをちらりと見み遣やる。

「その右手、そうそう使う訳にもいかないんだろ？」

　誘さそうように問いかける。だがそれくらいで乗ってくるような相手ではない。腹の底から湧わいてくるような不気味な笑い声が返ってくるだけだ。

「ふふふふふ、そうかな？　そんなことはないよ？　いくらだって使ってやるさ」

「それはどうかな？　病院での時、俺にはお前がわざと力を抑おさえたように見えたんだけどな」

「ああ、それ？　だってあの時は不意だったじゃない？　事故みたいな結果で終わる殺しは気持ちが悪いんだよ。特にあの時は吐き気けがした。────殺しは故意でなくちゃいけない。分かる？　殺したい奴を意識的に殺す、それが堪らないんじゃないか」

「そんな理由で、か？」

「不満かい？　別に僕ぼくは何十人、何百人殺したって構いやしないんだ。どうせ僕はＵ．Ｃ無存在者だし、その現実は事実にはならないんだしね」

「Ｕ．Ｃ無存在者？」

「おっと、余計なことを言い過ぎた、まずいまずい。さあ、さっさと頂くものだけ頂いて帰ろうかな」

　士し央おを見詰める少年の双そう眸ぼうが獲え物ものを捕捉した野や獣じゆうの如き先鋭さを湛たたえる。しかし狛はく矢やは落ち着いた態度で言葉を重ねた。

「なぜ完全抗体を狙う。目的は何だ」

　少年の眉まゆが微かすかに動いた。

「なんだ、どうやって調べたの？　ご苦労だねえ。でもそれでますます後あと戻もどりできなくなっちゃったねえ」

「いいから答えろ」

「なんなんだよ、ウザいなあ。まあ、それじゃあ仕方ないか」

　少年は鼻先で息を吐き、悪態をつく。

「ああそうだよ、僕にはそれが必要なんだ。僕の名前を取とり戻す為にもね」

「名前？　お前、名前が無いのか？」

「あるよ？　蓮はす村むら紫し弦づるっていう、ちゃんとした名前がね」

「じゃあなんで？」

「こいつのせいさ」

　紫弦と名乗った少年は右手を体の前に翳かざした。黒炎に包まれた指先から肘ひじまでを冷気のように闇が揺らいでいる。関節のない指はそれ自体が爪であり、異様な長さでそこにあった。

「こいつが僕の名前を奪うばった」

　紫弦は憎にく々にくしく自身の右手を見詰める。

「三年前、僕はネオプラズム拡大現象に巻き込まれたんだ」

　心臓が握り潰されんばかりに収縮し、震えた。

「その際、何の因果か、気付いたら右手がこんなんなっちゃっててねえ。こういうのを闇生物ヴアイラス変容体っていうらしいけど、お偉えらいさん達は何か疚やましいことがあるのか僕達みたいなのを世間から隠かくしたいらしくてね。Unauthorizedアンオーソライズド Childチヤイルド、略りやく称しようＵ．Ｃ無存在者ってことにして世間では死んだことにされてるって訳。でも『完全抗こう体たい』があればまた表の世界にも出られるし、忌いま々いましいこいつともおさらばできるしで万ばん々ばん歳ざい」

「その為には何でもすると？」

　紫し弦づるは横目で士し央おを見る。

「当たり前じゃないか。彼女はただの肉なんだよ？　『完全抗体』を育てるだけのただの培ばい養よう液えき。人じゃないんだ、殺したって誰も哀かなしまないよ」

「でもそれを今手に入れた所で何にもならないぜ？」

「知ってるよ。まだ『完全抗体』はその名の通り『完全』じゃない。っていうんだろ？　でもそこは大だい丈じよう夫ぶ。すぐにそれを使えるものにできる伝つ手てがあるからね」

「それはＳ．Ｍ．Ｅか？」

「さあね」

　彼はそれ以上答えない。逆に不敵な笑みを浮かべて尋ねてくる。

「そういえば病院にいたあの子、深み雪ゆきちゃんだっけ？」

「！」

　不意にその名前を出されて顔を顰しかめる。

「君の大切な妹なんだってね」

「どうしてそれを？」

「何言ってんの。そんなのちょっと調べれば分かることでしょ？　それより『完全抗体』があればその深雪ちゃんだって助かるんだよ？　いい話だと思わない？　今なら僕の顔で紹介してあげてもいいよ？」

　背中に士央の視線を感じる。しかし狛はく矢やは小さく笑った。それで紫弦もにやけた顔を引っ込めた。

「お前、騙だまされてるんじゃないのか？」

「なに？」

「すぐに『完全抗体』を完全なものにする。そう言ったよな？　まさか抗体を彼女の体から取り出そうなんてつもりじゃないだろうな？　俺はこれでも研究者の卵なんでね。ここ数日、研究室に籠もって独自に調べたのさ。それで分かったことは『完全抗体』はある程度の培養期間を必要とするものであること。培養期間中は変へん貌ぼうと安定を繰り返しながら成長してゆくということ。その度に発作が起こるということ──」

　士央はハッとした目で狛矢を見ている。

「──そしてこれが一番大事だ。『完全抗体』は士央の体内以外の場所ではこれを完全にする方法は理論上──無い、ということ」

　紫弦は目を剥むいた。

「捏でつち上げだね」

「捏ち上げなんかじゃない。士央の体内から取り出した時点で『完全抗体』は安定を保てず消滅する。これは元繰医療の見地から見てのことだ」

「それは実際に試ためしてみれば分かることだよ」

「性急だ」

「君こそ、なぜ拒こばむ」

「今そんなことをすればどうなるか、目に見えてるからだ。彼女の中で強固に結び付いている抗体を無理に引き剥はがすということは彼女自身にもダメージを与えることになる。その結果は──」

　一拍ぱくの躊ちゆう躇ちよ。

「──死」

　互たがいに睨にらみ合い、空気が張はり詰める。

　そして沈黙──

　士し央おは自分の身に起きていることを知っていて尚そうしてきたのか、その告知に微び動どうすらしないままそこに立っていた。

　逆に紫し弦づるはその事実にただ冷嘲を向けるだけだった。

「だからなに？　そいつが死ぬとか死なないとかそんなの僕には関係ないもの。ただ『完全抗体』が手に入ればそれでいいんだよ」

「無理だ。『完全抗体』は誰も手に入れることはできない」

「なんだって？」

「もし時が来て士央の中で『完全抗体』が完成したとしても、誰も取り出すことは出来ない。複雑に絡み合った元繰の糸で縫ぬい付つけられている『完全抗体』は不用意に引き抜ぬけば簡単に壊れてしまい二度とは元に戻らない。それが出来るのはこの世でただ一人、元繰糸の緻ち密みつな縫ほう製せいを行った本人──

　上總かずさ詠えい士じ、その人だけだ」

「なっ……!?」

　紫弦の顔が引き攣るのが分かる。

「だが……可能性はもう一つある」

　狛はく矢やの双眸は強こわ張ばる紫弦の顔を真正面に捉とらえる。

　決意の目だ。

「ここからは俺の頼たのみだ。俺は俺の持てる力と知ち恵えと技術を全て注ぎ込んで必ず『完全抗体』を完成させ、取り出して見せる。無論、士央も死なせはしない。深み雪ゆきも救う。そして蓮はす村むら──」

　言われた紫し弦づるは何事かといった表情を浮かべる。

「──お前のその手も治してやる。その時まで俺に預けてくれないか？　だから今は退いてくれ」

　その申し出に紫弦は躊躇ためらいを微み塵じんも見せなかった。逆に嘲笑が漏れる。

「ヒヒヒ……そんなの天てん秤びんにかけるまでもないじゃない。たかが退闇校の一生徒でしかないお前に何を託せっていうの？　馬鹿じゃない？　自うぬ惚ぼれ過すぎじゃないの？　何をどう考えたら君が上總かずさ詠えい士じの代わりを務められるなんて思えるのさ。もし君が言ってることが本当ならば本人を捜さがした方が早いんじゃないの？　あ、なんかまた笑えてきた。ククク……」

　嘲あざけり笑う声が一ひと頻しきり響いた後、彼は仕切り直しとばかりに闇の爪を研といだ。指先同士を擦すり合わせた音は金属板を引っ掻かいたような不快なもの。

「覚えておいたほうがいいと思うよ。それを待てない人間もいるってことをね。明日だって無い者もいるんだ」

　それには狛はく矢やも言葉が無かった。

「さあもういいよね？　めんどくさいし、死んじゃえばいいと思うよ？」

　それを言った時には紫弦は既に跳躍していた。狛矢の眼前に現れる爪。咄とつ嗟さにアクラルを横に構えそれを受け止めるも後から追ってやってくる衝しよう撃げき波はに体ごと吹ふっ飛ばされる。その体は廊下にあるコンクリートの柱に亀き裂れつを走らせて止まった。

「ぐっ!?」

　背骨に走る衝撃。そこから全身の骨へと力が伝でん播ぱし軋きしむ音を立てる。雷らい撃げきのような痛みが走り、内臓はその中心で大きく揺さぶられ体は自おのずと噎せ返りを起こす。すかさずそこへ追つい撃げきが迫せまる。しかし、間に分け入る者がある。士し央おだ。

　彼女はメルファを構え、迷わず元繰術を紡ぐ。

「──絡らく糸しするは碧へき風ふうの力。顕現するは突風ブラスト！」

　小さな刃先から風が巻き起こる。だがそれはあまりに脆ぜい弱じやくな絡糸。

「へーそれで何とかなると思ってるの？　いいねっ!!」

　紫弦に向かって放たれた突風は彼の一掻きによって霧む散さんする。それはまるで残のこり香がのような糸いと屑くずとなって儚はかなげな緑光を放ちながら辺りに漂う。その寂せき寥りようの間も僅かに、突風ブラストと共に切きり裂さかれた空間からはあの疾しつ風ぷう刃はが追撃の牙を剥く。

「きゃっ」

　機き敏びんに反応し防ぼう御ぎよ体勢を取るも、彼女の体は宙に浮き上がりそのまま十数メートル後方に吹き飛ばされた。挙げ句、そのまま廊下の壁かべにぶち当たって頽くずおれる──はずだった。

「ナイスキャッチ……って、俺が言う台詞じゃないな」

　彼女の体は狛はく矢やの腕うでの中に受け止められていたのだ。その冗じよう談だんめいた言い方に対しての反応は無かったが、代わりにその華きや奢しやな体が腕の中でゆっくりと起き上がり、真剣な眼差しを狛矢へと向けてくる。

「私も……」

「え？」

　唐とう突とつに言われ僅きん少しようの間が流れる。だがすぐに軽く笑みを返した。彼女なりに、『役に立ちたい』そう思ったのだろう。

「ありがとな」

「あ……」

「でも、ここは俺の役割だ。士し央おには士央の場所でそうしてもらうよ」

　そう言って彼女の体を腕から離す。

「じゃ、行くか！」

　狛矢は士央の体前に手を伸のばし、無言で下がるように示すと改めてアクラルを構え直す。

　今度は狛矢から攻こう勢せいに出た。床ゆかを蹴り、真正面から斬り付ける。金属と金属がぶつかり合う音。目映いオレンジ色の火花。爪によって刀身が弾かれたのだ。間かん髪はつを入いれず、手首を返して横一いつ閃せん。左脇わき腹ばらを狙ったが右側から伸びてきた爪で刃先を掴つかまれる。

「剣けん術じゆつもそこそこいける口？」

　嬉しそうに言う紫し弦づるを無視して切っ先に力を入れる。キリキリと手元で音が立つ。そこに意識をとらわれていると不意に右上に圧あつ迫ぱくを感じる。確認する間もなく飛び退く。と、そこへ狛矢の鼻先を紫弦の左フックが掠かすめて空を切る。

　それは体格に似合わない重い拳。彼は左ひだり腕うでを引き戻すと爪を鳴らして含ふくみ笑わらいを浮かべた。

「あんまりこっちばっか気にしてると大変だよ？」

　腰こしの入ったしっかりとした拳。それは鍛きたえにくい顎あごをピンポイントで狙った理にかなった攻撃。それが野生の勘というのなら素す晴ばらしいとしか言いようがない。しかし今のはどう考えてもそれなりに鍛えてきた者の動きだ。以前は素人しろうと丸出しの体捌さばきだったので今のは確実に意表を突つかれた。あれは芝しば居いだったのかと考える。ただ身体能力が高いだけで力任せに一つの力に頼たより、それに陥おちいるという典型的なスタイルだと思っていた。考え方を改めなくてはいけない。

「あ、今、戦い方を変えなきゃって考えてるでしょ？　僕の評価上がったのかな？」

「ふん、そうやって心を読んでる振りをして精神的優位に立とうとしているようだが、俺には通用しないぞ？」

「さあそれはどうかな？　それをやろうとしてるのは君の方じゃないのかな？」

　こいつは芝居を打つのが好きらしい。だがそれも所しよ詮せんは肉にく弾だんに過ぎない。本当に注意すべきはやはり爪の方にある。ということはまずそれを止めることが先決だ。

　でもどうやって？

　狛はく矢やの脳のう裏りに爪によって切り裂かれた空間が思い起こされる。そこでとある着想が浮かんだ。

（やってみる価値はあるか）

　アクラルを構え、すぐに魔ま術じゆつ絡らく糸しを開始する。意識を集中し元繰糸スレツドを周囲に広げてゆく。

「第一糸を還かん元げん、第二糸を電でん離り、第三糸から十糸を昇しよう華か、第十一糸を塩化、第十二糸から十六糸を凍とう結けつ──」

「今度は何をやろうっての？　全部無む駄だだと思うんだけどねえ」

　紫し弦づるは狛矢のやることをニヤついた顔で面白がって見ている。

（そうやって馬ば鹿かにしてろ。こっちは絡らく糸しに時間がかかるんだ、稼かせげるだけ稼がせてもらう）

　そう思っていた矢先、何の前まえ触ぶれもなく紫弦の姿が消失した。

「なにっ!?」

　だがそれは実際に消えた訳ではない。闇の手を床に押し当あて、その力を利用しての跳躍だった。左の壁に気配を感じたと思った瞬間、そこには蹴り跡あとだけが残り、次の瞬間には眼前に闇の爪があった。

　狛矢は鋭えい利りなそれで自分の脳のう味み噌そを掻き出される前に後方へ飛ぶ。

（この後だ。切り裂かれた空間から追撃が来るのは）

「絡糸するは錆せい土どの力、顕現するは──」

　飛び退きながら口の中で呟く。絡糸した元繰術を放つのもこの瞬間を待ち構えてのことだった。

「ここだ！　縫雷ストウラ!!」

「なんだと!?」

　線輪が火花を散らし、刀身の前に魔ま法ほう陣じんが描えがかれる。その円陣から放たれるのは屈折した光。稲いな妻ずま。それはすぐさま裂かれた空間に喰くらい付き、ジグザグに光を這わせてそこにある闇を縫い合わせてゆく。

　それは医い療りよう行こう為いとしての元繰術。空間執しつ刀とうを思い出してのアイデアだった。

　そのまま稲妻は紫弦の右手にまで絡み付き、その腕自体を拘こう束そくしようと雷らい光こうを放つ。だが──

　紫し弦づるは闇の爪を大きく開いた。それだけで雷光はただの糸屑と化し空気に溶ける。

「結局、こんな程度か」

　稲妻の鎖くさりは引き千切られ、そのままの勢いが衝撃となって狛はく矢やを襲う。

　弾はじき飛ばされ、天地が目まぐるしく変わる中で狛矢は考えた。

　思い付きの急造品とはいえ成果の一部は窺えた。医療行為と違い、攻勢力に長たけたアレンジも加えた。だが、魔ま術じゆつ絡らく糸しまでの時間が圧あつ倒とう的てきに足りない。今も中ちゆう途と半はん端ぱな形で放ってしまったのが失敗の原因だった。

（だったらもっと早く紡いでやる！）

　狛矢は空中で身を立て直し、両足で着地する。すかさず魔術絡糸開始。

「何度やっても同じだよ？」

　今ので多少の危機感を感じたのか紫弦は今度は隙も与えず攻勢に出る。狛矢はまだ絡らく糸しの最中。

（もっと効率良く、省略、簡略すべき所はあるはずだ……そう、例えば……）

　不意に思おもい浮かんだのは璃音の所で元繰紡術機の部品を片付けさせられた事。

（そうだ、同じ種類のものは最初から一つにまとめてしまえばいい！）

「第一糸から十糸までを統合、第十一糸を塩化──」

　意識の中で計算式を組み立て、綿密なる絡糸を行う。先程より三割早く魔法が現出。だがそれも掻き切られる。

　まだ遅おそい。

　代わりに衝撃波を腹に貰もらい、肋ろつ骨こつが悲鳴を上げて折れた。内臓が焼けるように熱い。動きが鈍ったそこへ足を狙った攻撃。左足の腱けん筋が爪で切り裂かれる。それはまるで寒天を切るように容易に突き抜けた。それで立っていることも儘ならず思わず片かた膝ひざを突いてしまう。

「狛矢！」

　背中に悲痛の叫びが響く。

「来るな！」

　駆け寄よる足音が聞こえたので大だい喝かつする。その遣やり取りを不可思議なものを見るような目で見ていた紫弦はそのままの気持ちを口にする。

「どうしてそんなにしてまで彼女を守るんだい？　彼女はそこまで価値のあるモノかなあ？」

「なんだと？」

「だって見てご覧よ」

　紫し弦づるは顎で窓の外を示した。廊下にある窓辺、そこから見えるのは混乱の中を多くの人間が行き交う姿。必死に闇生物ヴアイラスに立ち向かって行く生徒もあれば、逃げ惑まどう人もある。中には担たん架かで運ばれて行く怪け我が人にんもいた。

「なんでこんなことになってるのか知ってるの？　何もかも彼女のせいなんだよ？」

「!?」

「なにしろ闇生物ヴアイラスをここへ誘おびき寄せているのは彼女自身に他ほかならないんだからね」

　思いがけないことを言われ士し央おは当惑する。

「な、なんで……」

「闇生物ヴアイラスは『完全抗体』を持つ君の事を同類と思ってるんだよ。闇は闇を取り込み、より強固な個体へと進化することを求める。抗こう体たい変へん貌ぼう期の始点と、安定直後、その吸引力は強まる。特に安定直後は周囲に闇因子を多く放出するからね。誘ゆう引いんされた闇生物ヴアイラスはそこを媒ばい介かいにして空間と空間を繋ぐ門ゲートまでもを生成しようとする。だから奴やつ等らも空間転移なんていうふざけた事をやってのけたりするのさ」

（ということは、都市部に無差別に転移する訳ではない？）

　狛はく矢やは瞬時に解する。だが──

「っていう事を聞いてたんで、その機会を狙ねらってたんだけどね」

「そ、そんな……」

　士央の細い脚あしは小刻みに震え、その場に立っていることさえ覚おぼ束つか無ない。

「つまり彼女は存在自体がアウト。なのにこうして多くの人が傷付き、苦しむのを平気で見てられるっていうんだから、人でなしとしか言い様がない」

「あ……あ……」

「少しでも良心というものがあるんだったら『完全抗体』を明あけ渡し、とっとと死ぬことだ」

「貴様っ！」

　狛矢は激げき昂こうし紫弦を睨み上げる。それでも彼は澄すました顔でいた。なぜなら──

　誰もいない廊下に響く床を蹴る音。その足音は狛矢の背後に近付き、そして、通り過ぎて行く。

「……士央？」

　狛矢は我わが目を疑った。彼女はゆっくりと、今にも倒たおれそうな茫ぼう然ぜん自じ失しつとした足取りで紫弦のもとに向かって歩いて行く。横に広げた彼の腕に倒れ込むと、表を向かされしっかりと抱だきかかえられた。彼女の瞳は生気も窺えず虚こ空くうを見詰めている。

「最初からこうしてれば面倒なことになんなくて良かったんだよ。まったく肉の癖くせにさ」

　紫し弦づるは闇の爪を一舐なめすると真っ白な士し央おの首筋に突き立てる。

「一応、本物かどうか確かめる必要があるよね。ヒヒッ」

　彼は透すき通とおった肌の上に薄く浮き出でる頸けい動どう脈みやくを愛めでるようになぞる。微かに上気する艶つや肌はだの上で針のように尖とがった爪の先せん端たんが皮ひ膚ふを貫つらぬいた。それはまるで樽たるの中のワインの出来を確かめるような安易さだった。

「っ……」

　吐息のような声が漏もれる。

　途と端たんに染み出てきて滴を作り、喉元を流れ落ちるのは

　──黒血。

　彼はその色を見て狂きよう喜きする。

「あっはっはっ、見てよこれ！　この色！　これはやっぱり人じゃないよね。あ、でも元は人間なんだよね？　でも自分の娘むすめにこんな人道を外れたことをするなんて上總詠士って男はホント最低だなー」

　詠士を、そして士央を罵ののしり続けることで紫弦は更さらに喜びを強める。

「黒だっ、黒だ、真っ黒だ。穢けがれた色が溢あふれてくるよぉ、あはは、あははは」

　士央は壊こわれた人形のように瞬まばたき一つせず、彼の腕に身を預けている。




　──狛はく矢やは自分の中で何かが切れる音を聞いた。




　アクラルを突いてゆっくりとその場に立ち上がる。今はもう体の痛みすら感じない。それ以上に自身の中で燃え滾たぎるものの方がより熱く──痛かったから。

「あれ？　まだ立てるの？」

　狛矢に気付いた紫弦が不ふ審しんげに見詰める。

「お前は……どれだけの思いで彼女が『それ』を守ってきたのか知っているのか？」

「え？」

「知っているのか!!」

「何言ってんだよ。知ってたらなんだっていうのさ」

　紫弦はせせら笑った。

　狛矢は頭を擡もたげる。そこにある顔を見て紫弦は笑いを引っ込めた。

「お、お前……まさか……」

　紫弦の表情が驚きよう愕がくに染まってゆくのが分かる。

　見開かれた狛はく矢やの右みぎ眼めは紅あかい輝かがやきを放っていた。その柘ざく榴ろ石いしのような鈍い紅は闇生物ヴアイラスが持つものと同じ色。

　狛矢は怒りと共に自身の体と精神が闇に蝕むしばまれてゆくのを感じていた。心が意図せず邪じや悪あくに満たされてゆく。今の自分だったら人を殺してもいいとさえ思える。それも構わない──と。

　アクラルを正面に構えた。

　視界が切り替わる。

　今まで周囲に遍へん在ざいしていたはずの魔法元素はもう見えない。感じない。

　代わりに紅い瞳の中に映るのは人間が知覚することのできない──

　闇あん冥めい元素。

　それは紛まがう事無き闇側の力。

　そしてそれを知覚できる力は闇やみ夜よを縛しばる眼。

『縛夜眼ノクテイス・アレスト』

　狛矢は周囲に漂う闇あん冥めい元素をその眼で捉え、元繰の糸を伸ばす。

「我は斬ざん罪ざいの闇糸を紡ぐ、第一糸は倨きよ傲ごう──」

　元素を捉えた数百の糸が侵しん食しよくされるように闇色に染まる。当然その様子は紫し弦づるには見えていない。だが、彼は狛矢から放たれる異様な雰ふん囲い気きに気け圧おされていた。

「第二糸は懈け怠たい、第三糸は嚇かく怒ど、第四糸は貪どん婪らん──」

　線輪は不気味に回り続ける。

　紫弦は身軽にならなければこれに対応できないと判断、士し央おの体を捨て置いてこれから起こる何かに対しての構えを取る。

「第五糸は悪あく食じき、第六糸は邪じや淫いん、第七糸は悋りん気き──」

　淡たん々たんと念仏のように唱える言葉が周囲に響く。だがそれもそこでパタリと止めた。それは魔法の完成を意味する。

　そして──

「フフッ……何もちまちまとその腕だけ縛り上げようなんて思ってたこと自体が間違いだったな」

「……？」

　紫弦は言葉の意味が理解できずにいた。

　狛矢はそこで笑みを浮かべる。自分でもその顔はどんな表情なのかは鏡を見なくとも分かる。それはきっと──

　地じ獄ごくへと誘う悪あく魔まの笑みに似ていただろう。
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「──最初から体ごと絞り殺しちゃえばよかったんだ」

　紫し弦づるの顔が硬こう直ちよくした。

　刹せつ那な、アクラルが高貴なる白銀の輝きを消し去り、闇の炎に包まれる。柄や刀身の一部が軋む音を立てて爆はぜるが構わない。真正面から突っ込み、小細工無しに叩き斬る。

　当然、紫弦は闇の爪でそれを受け止める。だが彼の力はそれ以上は発現しない。なぜならその闇の爪をも包み込むような大きな闇が彼の体を侵食し始めていたからだ。

「ぐっがっ!?　こ、これは……!?」

　アクラルから伝わる闇の炎鎖が爪に絡み付き、腕、そして肘から上へと生き物のように這ってゆく。闇の炎で形作られた鎖は首を締しめ上げ、手足をも蹂じゆう躙りんし始める。身動きもできないのは無論、痛みも伴うようで紫弦は苦痛に顔を歪ゆがめる。骨が軋む音、筋肉が磨すり潰される音。色々な音が苦く悶もんの声に折り混ざって聞こえてくる。

　狛はく矢やは蛇へびのように巻き付いた炎鎖の合間から覗のぞく瞳に向かって囁ささやく。

「冒涜ノ血虐刃ブラスフエミア──闇生物ヴアイラスと同じ力だ」

　紫弦はハッと目を見開く。

　炎鎖は痛みや苦しみだけを与えるのではない。精神と心を絶大なる恐きよう怖ふと、絶望なる不安とで侵食する。

「ぐっ……!?」

　彼の体を炎鎖が覆おおい尽くした。心が崩ほう壊かいの音を奏かなでる直前、アクラルから爪が離れその体をふらつかせる。紫弦は意識が薄れ行く中で呟く。

「君も……Ｕ…………Ｃ」

　掠れた声を残し、

　──彼は地に伏ふした。







§　終糸　§







　中庭にあるベンチ。狛はく矢やはそこに座すわり、空いている隣となりに紙を広げペンを片手に思案していた。

　今は二時限目の授業中。とは言っても校内は先日の闇生物ヴアイラス襲しゆう撃げきの後片付けに追われていてそれ所ではなく、生徒達が右往左往していて騒さわがしい。倒れた樹木、生いけ垣がき。破損した校舎の一部、割れた窓硝がら子す。飴あめのように曲がった鉄てつ柵さくやフェンス。そういった物が目に入ってくる。壊されたものの中には調和祭の資材も含まれているからその分手間もかかっているようだった。狛矢はそんな喧けん騒そうから逃れるように比ひ較かく的てき静かなこの場所で物思いに耽ふけっていたのだ。

　昨日の闇生物ヴアイラス騒そう動どうは先生方も善戦したが結局、アルビノが駆け付けてくれ、鎮ちん圧あつ。前線に出ていた元繰術科三年生やその他生徒達にも大きな怪我人はなく大事には至らずに済んだ。なにしろ校舎裏側に現れた複数の小型闇生物ヴアイラスは燎が一人で一いつ掃そうしたらしいからその御お陰かげも大きいだろう。

　蓮はす村むら紫し弦づるだが、彼は退たい闇あん庁に拘束されていた。狛矢が紫弦に使った闇汚染の力は既に闇の支配下である右みぎ腕うでより先に進行が及およぶ前に剣けんを退いた。特に影えい響きようは出ていないはずだが、気絶していた彼をそのままにしておく訳にもいかず、さりとて預かる訳にもいかない。明け渡す相手としては適当だったとは思うが、いずれ事情を話しに向かわなくてはいけなくなるだろう。

「あーこんな所でさぼってる」

　背中から突然そんな声がして慌あわてて書いていた紙を胸ポケットにしまう。そして座ったままで背後を煽あおり見た。逆さまに映るのは果か路ろ菜なの顔。渋しぶい顔をしながら体をもどし、

「怪我人にそーゆうこと言うかなあ、普通」

　狛矢は腹と左足に巻かれた包帯を誇こ示じしてみせる。紫弦との戦いで負った傷はそれほど深くならずにいた。それも自らの元繰術での応急処置が効いてのことだった。果路菜には瓦が礫れきにつまずいたと言ってあるが、どうせ嘘うそだと思われていることだろう。

「体は動かなくても頭脳労働があるでしょ？　ハイこれ」

　果路菜はそう言って書類の束を渡してきた。

「獅し凍とう君から預かってきたの。はーちゃんに渡せって」

　そこに書かれている見出しは『調和祭備品損失チェック表』。

「これを俺にどーしろと？」

「レンタルしたもので壊れちゃった物とか、あと紛ふん失しつした備品とか調べて欲しいんだって」

「そーじゃなくて、これ歩いて見て回らないと行けないだろうがっ」

　傍かたわらに立てかけた松まつ葉ば杖づえを横目に、これじゃあ家にいて休んでいた方がよっぽどましだったと後こう悔かいする。

「じゃあ私が一緒に手伝ってあげてもいいよ？」

　果か路ろ菜なはベンチの前に回り込み、その丸い瞳をキラキラさせる。

「どうやってさ？」

「私が調べて回ってきてここで報告するから、はーちゃんはここで待っててそれを書き取って」

「それって……俺が書く意味があるのか？　お前がこれを持っていけばいいんじゃ……」

「あーはいはい、じゃあ行ってくるね！」

「っと、おいっ！」

「すぐ戻ってくるよおー」

　果路菜は中庭を突き抜ける渡り廊下の方へと既に走り出していた。狛はく矢やはその満面の笑みの真意が測りかねた。

「なんだかなあ……」

　長息し、再びベンチの背もたれに体を預ける。すると、

「サボりか」

　またそんな事を言う奴やつが現れた。狛矢の事を上から覗き見みる彼女は、背中に集光器の光を浴びてその長い髪かみを、輪りん郭かくを、神こう々ごうしく瞬かせている。

「お前にはこれがサボりに見えるのか？」

「体を動かすだけが労働では無いだろう？」

　そう言って彼女は狛矢の隣に腰を下ろす。

　──士し央お。

　彼女は昨日あんなことがあったというのに学校に登校し、今もこうして与えられた仕事を積極的にこなしている。

「お前は何をやってるんだ？」

「分からないのか？　これが」

　彼女は手にしていた四十五リットル大の透とう明めいビニール袋ぶくろを振ってみせた。中に紙かみ屑くずが一つと木切れが一片入っているだけだ。

「ゴミ拾いだ」

「これだけたくさんのゴミが落ちてる中で随分と少ないようだが？」

「どれがゴミかは私が判断する。あ、ここにも大きいものが……」

　といって彼女は傍らの松葉杖を袋の中に入れようとする。

「待て待て、こらっ！　それは俺のだ！」

「邪魔だったからな」

「その判断基準はどこにあんだよ！」

　それが照てれ臭くささを隠す為ための行動なのかは分からない。

　とにもかくにも狛はく矢やは自然と息を吐ついた。

「それはそうと……士し央お、お前もう大丈夫なのか？」

「なにが」

「なにが……って、昨日の今日だぞ？　今日だってお前が学校行くって言うから、心配してだな……」

「私は大丈夫」

「え？」

　彼女は口を引き結んで微かに笑んで見せた。

「これからどんなことがあっても私は変わらない。父との約束を守るだけ。私の中のモノでみんなを、狛矢の妹も救う。そして──狛矢のその眼も」

　士央の瞳に狛矢の顔が映り込む。そこで彼女はハッとなって恥はじらいを見せ、目を逸そらす。

　狛矢はそんな士央を見て思う。

（すげーよお前は、そんな人生を歩んできて、それでもまだ頑がん張ばれるんだからな）

「そういや俺の気持ちをお前に伝えていなかったな」

「??」

　彼女はきょとんとした顔でいたが、狛矢が話し始めるとその表情が次し第だいに変化してゆくのが分かる。

「お前の親おや父じのことさ。俺はやっぱり、上總かずさ詠えい士じって人間を好きになれないってのが正直な所。それは目的の為なら手段を選ばないとかそういった部分もあると思う。でも、闇やみ汚お染せん治ち療りようの為に開発されたあの光こう輝き元素、あれは今では八代　紅が第一人者として扱あつかわれているけど、元々はお前の親父が最初に発見したものなんだよな。その御陰で深雪もなんとか持っているんだし、それも事実の一つだと思う。人を助けたいって気持ちはそこにはあるんだから。まあ本当の事は実際に彼に聞いてみないことには分からないけど」

　その時の彼女の口元は、嬉うれしさに綻ほころんでいたように見えた。

　狛はく矢やはもう一度あの時の誓ちかいを心に刻む。

　士し央おの中の『完全抗体』を完成させ、深み雪ゆきを救い、そして士央自身も救う事。

　その為にも失しつ踪そうした詠士を探さなくてはいけない。だが彼に全すべての望みをかける訳にもいかないだろう。可能性は多くあった方がいい。詠士が残したデータを解かい析せきすれば、彼と同じ闇やみの糸を見ることができる狛矢にも完全抗体の縫製を解ける可能性がある。それ以外にも士央の事を狙ってくるであろう外敵から守り抜かなくてはならない。

　それを全てやり抜くには、今以上に知識を深めることが重要であるのと、中途半端になっていた元繰術ももっと上う手まく使えるようにする必要がある。あの力だけに頼る訳にはいかないのだから──

　──だからこそ狛矢にはしなければならない事がもう一つある。

「よし、俺ちょっと行ってくるわ」

　狛矢は松葉杖を脇わきに持って立ち上がる。そこからは怪我人とは思えない身軽さで校舎に向かって歩き出す。

「ど、どこに行くんだ!?　私も一緒にっ」

　狛矢は背後に駆け寄ってくる士央の気配を感じながら、用紙が突っ込まれた胸ポケットに手を当て微笑ほほえむ。

　その紙にはこう書かれていた。




［履り修しゆう登録申しん請せい書しよ］

　研究科一年　玖く珂が狛矢

『元繰術科に於ける専門学習過程の全単位を履修することを申しん請せいします』




　　　　　　　　　　※尚なお、現在在籍中の学科履修は継けい続ぞくする事とする。




　すべてを守る

　──二つの力で。







　────ハーモニカに潮風が吹き抜けた。







あとがき







　はじめまして、またはお久しぶりです。藤谷あるです。

　通算四冊目、新作『白はく衣いの元げん繰そう術じゆつ士しと黒クロ銀ガネの枢機都市ハーモニカ』をお届け致します。




　さて唐突ですが、本作の企画を捻り出すにあたり、かなりの思考を巡らせることとなりました。いつでもどこでも常に頭に作品のことを思い浮かべている訳ですが、中々良いアイデアが浮かんでこない。それでもたまに僅かな閃ひらめきが駆け抜けることがあり、その度に作品は牛ぎゆう歩ほの如きスピードで微び進しんしてきた訳です。

　もっと効率の良い方法はないだろうか？

　そう考えました。そこで思い出されるのは今までの閃きがあった時の状況です。それは湯船の中に浸かっている時だったり、トイレの中で力んでいた時だったりしました。

　──そう、尽く体内の血圧が上昇する環境下だったのです。

　恐らく脳細胞に多くの血流が流れ込むことによって大脳辺縁系が刺激され、無意識に蓄積されている海馬からの情報を的確に組み合わせるのではないかと思います。

　そこで考えました。

　血圧を上げる　→　良いアイデアが浮かぶ　→　作品完成　→　ウマー

　です。とりあえず手っ取り早く血圧を上げる方法で思い付いたのがジョギング。そこで、

　近くの土手沿いを十キロ走破。

　これは失敗。血圧が上がる前に真夏の熱波で死にかけます。しかも暑過ぎて何も思考できない。

　次に思い付いたのが……

　梅干しを大量に食べる　→　血圧上昇　→　作品完成　→　イヤッホー

　しかも先程の熱中症回復にも役立ってダブルでお得！　そんな訳でスーパーで取り分け塩分の高いものを買ってきました。

　そうそう、こうやって二粒、三粒と、爽やかな酸味が口内に広がって…………

　って、そんな食えるかっ！　すっぱ、超すっぱ!!

　そんな無駄な努力を続けている内に作品はいつの間にか出来上がっていました。やはり閃きに頼るより地道な努力の方が大切なようです。




　ではこの辺で謝辞を。

　まずはイラストレーターの米よねさん。この作品に米さんが絵を付けて下さることに決まった時は本当に幸運が降って来たと思いました。最初のラフ画を見た瞬間、イメージ通り過ぎて嬉しさのあまりのた打ち回りました。ありがとうございます。

　そんな米さんと本作を引き合わせてくれたのは担当のＫさんでした。まさかの奇跡の巡り合わせを引き当てて下さったお礼もさることながら、本作が出来上がるまでに的確なる指導を頂きました。Ｋさん無しでは本作がここまで漕ぎ着けることは出来なかったでしょう。重ね重ねお礼申し上げます。

　加えて編集部の皆さん、営業様、校閲様、装丁様、印刷会社様、そしてこの作品が出版に至るまでに御尽力頂いた全ての方にお礼を申し上げます。

　読者様におかれましては、本作品があなたの元気の一部になれればこれ幸いです。

　それではまた、お会いできることを願って。





平成二十二年九月　吉日


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




藤谷ある先生／米先生
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